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序章




　初めての恋も、キスも、その先も、すべてを捧げるほどに恋い焦がれたその男性ひとは……絶対に好きになってはいけない相手だった。




　十月最初の日曜日。秋を感じる高く澄んだ青空が広がっている。

　日ひ比び谷やにある老舗ホテルのエントランスを通り抜けた榛はる名な清きよ香かは、ゆっくりと視線を動かして周囲の様子をうかがう。

　ピンクやオレンジ、明るい色のドレスに身を包んだ女性客の姿が目立つ。きっと結婚式のゲストだろう。華やいだ笑い声が聞こえてくる。

　約束の場所であるティールームは、正面の大階段の右奥にある。ひと呼吸してから、そちらにつま先を向けた。すると、ちょうど斜め前にあった鏡ばりの柱に自分の姿が映り込む。

　藤色の地に金糸で唐草模様が描かれた振り袖は、洗練されていて品がいい。もっとも、優美な見た目とは裏腹にずっしりとした重量があり、すでにおなかの辺りが苦しかったが、これは我慢するしかない。

　一度も染めたことのないまっすぐな黒髪は低めの位置でまとめ、大人っぽく仕上げた。メイクはごくナチュラルに。清香は癖のない和風な顔立ちなので、あまり派手な色をのせるのは似合わない。

（これで大丈夫、よね？）

　今日は成人式ではなく見合いの席だから、このくらい落ち着いた雰囲気が合っているはず。そう自分に言い聞かせる。

（お見合いかぁ……）

　とっくに覚悟を決めていたつもりだったけれど、いざそのときが来てしまうと、やはり気が重い。鏡のなかの自分はなんとも浮かない顔をしていた。グイッと、指先で口角を持ちあげる。

（失礼のないようにしなくちゃね。なにせ、相手はあの大おお河こう内ち家の御曹司だもの）

　財閥は戦後に解体されたとはいえ、今だって間違いなくこの国で一、二を争う財力を持つ大河内一族。金融、貿易、不動産……どの業界でも大河内の名を冠した企業は圧倒的なシェアを誇っている。

　清香には分不相応すぎる立派な相手だ。気に入ってもらえる自信はまったくないが、それでも粗相にだけは注意しないといけないだろう。

（もう十分じゃない、憧れ続けていた人に最高の思い出をもらったんだもの）

　彼への気持ちを断ち切るように、鏡から顔を背けてティールームへと足を速めた。

　時刻は午後三時。ちょうどティータイムなので、店内はかなりにぎわっていた。高級ホテルらしく、客席間には十分なスペースがあり贅沢な空間が広がっている。相手を見つけられるか少し心配に思っていたけれど、ほとんどが女性客で二十九歳の男性と思しき人物はひとりしかいなかった。

　清潔感のある短髪にピンと伸びた背筋。グレーのジャケットは遠目にも上質であることが見てとれる。

（あの人かな？）

　後ろ姿なので断言はできない。一番奥まった席に座っている彼に、ゆっくりと近づいていく。

　すると、まるで気配を察したかのように彼が振り返った。

　思わず「あっ」と息をのむ。

　涼やかな目元に通った鼻筋、形のいい薄い唇。モデルのように完璧な頭身バランス。醸し出す雰囲気は穏やかで知的で、どこかミステリアスだ。

　目の前の光景が信じられなくて、何度も目を瞬いてしまった。

（まさか……嘘でしょう？）

　ドクドクと心臓が早鐘を打つ。動揺に……かすかな期待が交じる。

『最高の夜を約束するよ』

　艶めいた彼の笑みがありありと思い出された。

　あれはまだ、たった三週間前の出来事なのだ。
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「ということで、始めようか」

　どこかいたずらっぽい、でもドキリとする妖艶な笑みで彼が言う。

「君のリクエストの極上の……一夜」

　柔らかで深みのある黒い瞳が迫ってくる。

（青墨で描いたみたい。すごく綺麗）

　青墨はその名が示すとおり青みがかった黒。祖父が水墨画家だった清香には、なじみ深い色だ。うっとりと見とれていると、ふいに視界がグンと動いた。

　モダンなデザインのシャンデリアを背負った彼がアップになる。客観的に説明すると、押し倒されたという状況だ。

「唇へのキスは？　禁止事項？」

　クスクスと楽しげに笑いながら、彼は言う。緊張に肩を震わせながら、懸命に声を絞り出す。

「キス……し、してほしいです！」

　大きく目を見開いたかと思うと、彼はぷっと噴き出した。清香の頬がみるみるうちに赤く染まる。おかしなことを言っただろうか。

「ご、ごめんなさい。図々しかったでしょうか。そしたら、キスはなしでも全然――」

　早口になった清香の言葉をのみ込むように、彼が唇を重ねた。

　初めは柔らかいものが触れるだけだったのに、角度をずらしながら少しずつ深くなっていく。扉をノックするように、こわばった清香の唇を彼は舌先で刺激する。

　思わず「あっ」と声をあげた。その瞬間を逃さずに、彼は舌をねじ込ませる。明確な意思を持った生きものみたいに、それは口内で動き回った。

「ふっ、んん」

　二十七年生きてきて、初めてのキスだ。どうしたらいいのかわからず、ただただ翻弄されるばかり。

　恥ずかしくてたまらないのに、頭がフワフワして心地よい。

「こら。ちゃんと呼吸しないと、酸欠になるぞ」

　教師みたいな口調で言って、彼は清香の唇を解放した。はぁと大きく息を吐いて、彼を見つめる。瞳がトロンととろけていることなど、もちろん無自覚だ。

「よかったんですか？　キス」

　声は消え入りそうにか細くなっていく。一夜をともに……となれば、当然キスもセットだろうと思っていたけれど、上級者には違うのかもしれない。

（キスは好きな人とだけって話も聞くし……）

「君が嫌なら我慢するつもりだったが、そうでないなら思う存分楽しませてもらう」

　そう言って、彼はもう一度唇を合わせた。甘く、激しく、キスだけでとろけきってしまうほどに。

「かわいいな。綺麗でかわいくて、ものすごく……いやらしい」
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　もちろん、あのときには知る由もなかった。こんな形で、彼と再会を果たすことになるとは――。

（こんなことがありえるの？　お見合い相手の、大河内家の御曹司の正体が彼だなんて）

　彼のほうも清香がこの場に現れたことに驚いたのだろう。瞠目して、こちらを見ている。先に動いたのは彼のほうだった。

　席を立ち、清香のもとへ歩み寄る。

「清香さんですか？　榛名画廊の」

　間違いない、顔も声もたしかに彼だ。清香は混乱のままに、こくりとうなずく。

「あなたが……」

　緊張と興奮で声が震える。

「大河内昴すばるさん？」

　あの日は互いに名乗らなかった。そういうルールにしたのだ。だから、とんでもない偶然とはいえ、彼が大河内昴であっても不思議はない。

　むしろ、あのセレブぶりを思うとすんなり納得できる気もした。

（彼が私のお見合い相手？　一度かぎりと諦めていたけど、もしかしたら……）

　鼓動がうるさく騒ぎ立てる。かすかな期待が大きくなって、清香の前に甘やかな未来を描き出す。

　イエスと言ってくれるのを祈るような気持ちで、綺麗な唇が動くのを見守った。

　だが――。

「違う。俺は昴じゃない」

　雷に打たれたように頭が真っ白になる。浮かれてしまったぶんだけ受けたショックも大きい。冷静になろうとしても思考がまとまらない。

（昴さんじゃない？　それなら、どうして彼がここに？）

「まずは落ち着いて話をしよう」

　彼は目で奥の席に座るよう促す。

　口調こそ丁寧だったが、向けられた眼差しに心臓がヒヤリとした。あの夜とは別人のような冷たい瞳。

　ゆったりとしたソファ席に向かい合わせに座る。彼は清香にメニューを渡した。

「飲みものはなにを？　甘いものが好きだと言ってたよな。遠慮せずケーキもどうぞ」

　清香はおそるおそる彼を見あげる。他人の空似という可能性も考えたが、今の台詞でそれは否定された。

（やっぱり、あの彼には間違いない……のね）

　清香が『甘いものに目がなくて』と言ったことを、覚えていてくれたのだろう。

「ホットのレモンティーを。今日はケーキは結構ですので」

　スイーツは大好物だけど、今はそれを楽しめる心境にない。彼はしつこくすすめることはせず、オーダーを取りに来た店員にレモンティーとホットコーヒーを頼んだ。

　飲みものがテーブルに運ばれてきて、清香が口をつけたタイミングで彼はようやく話し出す。

「俺の名は大河内志し弦づる。昴より三つ年上の兄だ」

「……昴さんのお兄さん」

　想像もしていなかった状況で、理解にやや時間を要した。

　つまり、清香がずっと片思いをしていて、つい先日、一日だけと頼み込んでデートをしてもらった相手は義兄になるかもしれない人だったのだ。

　運命のいたずら……にしたって、ひどすぎる。めまいがして視界が揺れる。

　取っ手を握る指先が震えて、思わず落としそうになった。ソーサーとカップがぶつかりガチャンと不快な音を立てる。

「し、失礼しました」

　清香は身をすくめるようにして頭をさげた。

「大丈夫か――」

　彼は心配そうに手を差し伸べようとしたが、そこでハッとしたように指先を折る。その顔に浮かぶのは、困惑と……おそらく軽蔑だ。

　少しずつだが、事態がのみ込めてきた。彼の険しい表情も理解できる。

（見合い前にほかの男性と関係を持つような、だらしのない女が義妹になるなんて、嫌がられて当然だわ）

　どう考えても、大河内家にふさわしいとは思われないだろう。

　それでも、志弦は席を立ったりはせずに、清香に事情を説明した。

「すまないな。弟は急な仕事が入って、今日はここに来られない。時間的に君はもう家を出ているかもしれないと思い、俺が謝罪に来たんだ」

「そうだったんですね。わざわざ出向いていただいて、申し訳ありません」

　見合いといっても、今日はただの当人同士の顔合わせだ。両家そろっての正式な席は、この初対面がうまくいけばの話になっている。ホテルスタッフに言こと伝づてする程度でも十分だったのに、清香はかえって恐縮してしまう。

　それ以上に話すこともなく、ふたりの間に気づまりな沈黙が流れた。

　あの日のことを無視し続けるのは無理がある。勇気を出して口を開いた。

「そのっ」

　志弦が視線をあげて、清香を見つめた。彼の表情は冷淡だ。優しかった彼はもういない。それにおじけづいて、口ごもってしまう。

（なにを言うつもりなの？　弁解の余地もないことをしておいて）

　あれは紛うことなき〝火遊び〟だ。見合い相手に不実なことなど百も承知で、彼に抱かれたのだ。

（好きでもない男性と結婚する前に、一度くらい憧れの人との思い出が欲しかった。でも、そんなの言い訳にもならないわ）

　清香の思考を読んだわけではあるまいが、志弦がタイミングよく口を開いた。

「あの日のことだが……」

　ドクンと大きく胸が跳ねる。判決を待つ被告人になった気分だった。

　彼の美しい瞳が清香を射貫く。

「忘れろ。俺と君は今日が初対面だ。いいな」

　有無を言わせぬ口調で、彼は吐き捨てる。

　喉にグッと苦いものが込みあげた。

（忘れる。なにもなかったことに……）

　この期ごに及んで、それを拒みたいと思っている自分に清香はあきれる。

「それと……」

　志弦の声は凍りつくように冷ややかだ。

「大河内家には嫁いでくるな。今すぐほかに恋人を作って、そいつと結婚したほうがいい」

　弟の妻として失格。彼はそう言いたいのだろう。

　真実なので、反論はできない。下唇をかみ、黙るしかなかった。

「話は以上」

　短く告げると、彼は伝票をつかんで席を立つ。そのまま、コツコツという無慈悲な靴音を響かせて志弦は去っていった。

　振り袖の着付けと髪のセットにかけた時間は一時間以上。肝心のおひろめ時間はその十分の一にも満たない時間で終わってしまった。

「ふふっ」

　ほんのり紅をさした唇から、乾いた笑みがこぼれる。目尻にじわりと涙がにじんだ。

（やっぱり、そうだよね）

　憧れの男性が縁談相手だった、そんな物語のヒロインみたいな展開は清香には訪れない。皮肉なことに、この状況はすんなりと腹に落ちる。

　彼の姿を目にしたその瞬間ばかりは、淡い期待に胸を弾ませてしまったものの……清香の人生はこれまでもずっとそうだった。決して不幸ではないけれど、スポットライトの当たるヒロイン役は回ってこない。










一章　声を聞かせて




　最悪の邂かい逅こうとなった見合いの日より、話はひと月前にさかのぼる。

　九月初旬。降り注ぐ日差しにはまだ夏が色濃く残っていて、清香は白いハンカチで額の汗を拭った。

　今日は平日だから、銀ぎん座ざの街はビジネスマンとＯＬであふれている。

　大通りに面した赤茶色の壁のクラシカルな建物。そこが目的地である『榛名画廊』だ。清香の父が経営する老舗の画廊で、水墨画の巨匠とうたわれた祖父、榛名清せい栄えいの作品をメインに、海外の有名画家や新進気鋭のアーティストの作品なども取り扱っている。

「久しぶり、お父さん」

「あぁ、来たか」

　入口を入ってすぐの受付に父、琢たく磨まがいた。琢磨は画廊の顔となるべき場所に飾られた絵画に視線を向けて自慢げに笑む。

「見ろ。いい作品だろう。今、ＮＹで評判のレガルトは知ってるよな？　この絵は彼の一番弟子の作品で――」

　もっともらしい蘊うん蓄ちくを語っているが、どこかで聞きかじったものをつなげているだけなのはすぐにわかった。琢磨は権威に弱い。もちろん美術の世界はそれも大事なのだが……よい絵の目利きはそれだけではできない。

（この値段じゃ、きっと買い手はつかないな）

　額縁だけは立派なその絵を見て、小さくため息をこぼす。

　今の榛名画廊はこの絵と一緒だ。外観は立派だが、中身はない。経営が火の車であることは、だんだんと業界内にも知れ渡ってきている。

　清香は再三、琢磨に経営の改善を訴えてきたが、彼は聞く耳を持たない。もともと、芸術にあまり関心のない人なのだ。この画廊は清栄の妻、つまり清香の祖母が創業し、四年前に亡くなるまでは彼女がいっさいを取り仕切っていた。ひとり息子の琢磨は従業員として名を連ねてはいたものの、ほとんど遊んで暮らしていたようなものだった。祖母の死後にオーナーとなったが、案の定、このありさまだ。

『心配ない。うちにはあの大河内家がついているんだからな』

　琢磨はいつだって、そこで思考を止めてしまう。

　大河内家は榛名画廊のパトロンのような存在だ。とくに先代当主の源げん蔵ぞうは清栄の大ファンで、熱心に支援をしてくれていた。琢磨はそこに安心しきっているようだが、いつまでも頼ってはいられないと清香は思っている。

　清栄は五年前に亡くなっているので、もう新しい作品は生み出せない。それに、長年、大河内グループを率いてきた源蔵も、一年ほど前に肺炎をこじらせてこの世を去った。大河内グループは新体制に移行している真っ最中で、今後も変わらずに画廊を支援してくれる保証はない。

　祖父母が存命だった頃、この場所は清香にとって一番落ち着く空間だった。暇さえあれば入り浸っていたし、ゆくゆくはここを継げたらと思っていた。

　でも、最近は訪れるのが苦しい。素晴らしい絵が雑に扱われているところは見たくなかった。

「それで、今日はなんの用だったの？」

　ここに来たのは琢磨に呼び出されたためだ。

　清香の声はどことなく冷たく響いたが、鈍感な彼は気にも留めない。

「おぉ、これ以上ないめでたい話だ」

　琢磨は妙に上機嫌だ。なんだか嫌な予感がしたが、とりあえずは話を聞いてみることにした。客もいなかったので、清香は琢磨の向かいに腰を落ち着ける。

「やったな、清香！　お前、大河内家の奥さまになれるぞ」

　縁談が決まったのだと琢磨は説明した。

　あまりに唐突な話で絶句してしまった。大学院を卒業し、社会人となってまだ三年目だ。結婚は考えてもいなかった。けれど、琢磨はそんな清香の困惑などお構いなしで、興奮気味に話を伝えてくる。

「源蔵さまの遺言なんだそうだ。清栄の血を引く嫁が欲しいと！」

「遺言ってどうして今さら？　彼が亡くなったのは一年前だったわよね？」

「カリスマだったトップを失って、内部もゴタゴタしていたようだな。ようやく落ち着いたから……とうちに連絡があったんだ」

「新しい代表はどんな方なの？」

　彼にはたしか息子がいたはず。その人物が跡を継いだのだろうか。琢磨が詳しく教えてくれる。

「ひとり息子は身体が弱いそうで跡を継げないんだよ。だから、源蔵さまは一族外の人間を一時的なグループの代表に指名した。けど、彼はただの中継ぎ。本当の後継者はお孫さんだ」

　そこで琢磨はパッと満面の笑みを見せる。

「いやぁ、お前が生まれたときは娘かと内心ちょっとがっかりしたんだが、今となれば娘でよかった！　清香のおかげで榛名家は今後も安泰だ」

　さらりと最低な発言をしていることを気にも留めていない。

「なにせ、清香の夫となるのはその後継者の昴さんなんだからな」

（大河内グループの次期代表が私なんかと？）

　琢磨はウキウキで話を続けている。

「源蔵さまの一周忌も終えたし、一年以内には結納まで済ませようという具体的な話まで進んでる。清香は幸せ者だな」

　琢磨のテンションに反比例して、清香の心は沈んでいく。膝の上でそろえた指先が冷たくなる。

（顔も知らない、会ったこともない男性と結婚……）

　経営状況に難ありとはいえ、榛名画廊は老舗で、世間一般から見れば清香はお嬢さまだ。実際、金持ちの娘ばかりが通う名門校に小学校から大学院まで通った。

　完全な自由恋愛での結婚は難しいと理解していた。でも、もう少し自然に、恋愛らしい過程を経ることはできるものだと思っていた。

　清香は震える声で訴える。

「お願い、少し時間を……急なことで、なにがなんだか」

「いや、急な話でもないぞ。俺は知らなかったが、父さんと源蔵さまの間では昔から話していたことのようだから」

　たしかに祖父と源蔵は親しくしていた。清香も源蔵本人とは画廊で顔を合わせたことがある。だけど、彼の孫についてはなにも知らないのだ。

「でもっ」

　清香の反応がかんばしくないことが、琢磨はおもしろくないのだろう。露骨にムッとした顔になって、声を一段低くした。

「お前ももう子どもじゃないんだ。うちにとって、大河内家がどういう存在かはわかっているだろ？　大河内家の援助がなけりゃ、こんな画廊はすぐにつぶれちまう」

（おばあちゃんの店を〝こんな画廊〟にしたのは誰よ！）

　そう言ってやりたかったけど、口にしたところで琢磨には響かない。こちらがむなしくなるだけだ。

　清香の弱みにつけ込むように、彼はささやく。

「父さんと母さんの大事にしてきた画廊だ。従業員だっている。すべて、お前にかかってるんだからな」

　清香の脳裏に、大好きだった祖父母の顔が浮かぶ。従業員たちにも小さい頃から本当にかわいがってもらった。

（葉よう子こさんは旦那さんが癌になって治療費が大変だってこぼしてた。古こ東とうさんは家のローンの完済まであと少しだったはず……）

　清香は下唇をかみ締める。琢磨の言いなりは嫌という反発心はあるものの、彼らの生活を思うと、そんなものはあまりにもちっぽけだ。

（好きな人と結婚したいなんて、ただのワガママなのかな）




　榛名画廊を出たあとはまっすぐに自宅へ向かう。当初は銀座で秋物の洋服でも見ようかと思っていたのだけど、もうそんな気分にはなれなかった。

　私鉄沿線の駅から徒歩十分、五階建ての単身世帯向けマンション。大学院卒業と同時に実家を出て、ここに移り住んだ。

　清香の部屋は二階だが、ひとつ上の三階でエレベーターをおりる。

　三〇五号室には親友の最も上がみ茉まつ莉りが住んでいる。彼女のほうが先に暮らしていたこのマンションに、清香があとから引っ越してきたのだ。

『女の子は嫁に行くまで実家で暮らすものよ』

　そんな古くさい考えの持ち主である清香の母を、『私と同じマンションなら安心でしょう』と彼女が説得してくれたのだ。

「茉莉～、起きてる？」

　インターホンを押して呼びかけると、すぐに反応があった。玄関ドアが開いて、茉莉が顔をのぞかせる。

「ありゃ、ずいぶん早いじゃん。かわいい洋服なかったの？」

　画廊に寄ったあとで買いものをする予定という話は、ゆうべトークアプリで伝えてあった。

　もう午後三時過ぎなのに、茉莉はテロンとした生地のパジャマ姿だ。

（また徹夜明けかな？）

　ノンフィクションライターをしている茉莉は昼過ぎにのそのそ起きてくる日もあれば、早朝から出かけていく日もあり、その生活はとても不規則だ。

「ちょっと、いろいろあって……買いものは中止したの」

「楽しい話じゃなさそうだけど、茉莉お姉ちゃんが聞いてあげる。入って、入って！」

　クスクスと肩を揺らして、茉莉は部屋に招き入れてくれた。ふたりはいつもこんな感じで、約束もなしに部屋を訪ね合ったりしている。人に対して必要以上に気を使ってしまう性格の清香も、茉莉にだけは存分に甘えられる。

　彼女とは小学校から大学までずっと同じ学校に通った仲だ。金髪ショートがよく似合う美人で、今だってスッピンとは思えないほど華やかだ。夏物のパジャマから伸びる手足はすらりと長く、細身なのに胸は大きい。

〝高嶺の花〟とは彼女のような子をさすのだろう。真面目で慎重な清香と大胆不敵な茉莉は正反対のタイプだが、だからこそ気が合うのかもしれない。

「夜まで待てないから、もう飲んじゃおっか」

　キッチンから顔を出した茉莉は両手に缶ビールをかかげている。

「うん！　私も飲みたい気分」

　ふたりはリビングのソファに並んで座る。ど派手なショッキングピンクのソファは茉莉らしいセレクトだ。清香は絶対に選べない。

　白いコーヒーテーブルの上には、ビールのつまみのカシューナッツ。軽く乾杯すると、すぐに茉莉が尋ねてきた。

「で、その辛気くさい顔の原因は？」

「それがね……」

　清香は先ほどの画廊での顛末をそのまま彼女に伝える。聞き終えた茉莉は「う～ん」とうなり声をあげて、おおげさな仕草で天井に顔を向ける。

「親友のパパを悪く言いたくないけど、めちゃくちゃ腹立つなぁ」

「いいよ、気を使わなくて。私も心底そう思ってるから」

　首をすくめて苦笑する。茉莉はすごい勢いで清香に向き直ると、こちらをじっと見て口をへの字にした。

「その顔は……もうお見合いを受けることに決めてるでしょ」

　ちょっと怒った顔の茉莉に、こくりとうなずいてみせる。

「帰り道でずっと考えたけど、やっぱり画廊を残せる道があるならそれを選びたい。私にとっても思い出の詰まった場所だから。ほら、愛し合う恋人と泣く泣く別れて……とかなら話も変わってくるけど、幸いなことに私にはそんな相手もいないし」

　できるだけ明るい声を出したつもりなのに、しんみりした空気になってしまった。

　茉莉の顔も悲しげだ。

「まぁね。私だってこんなふうに好き勝手してても、結婚だけは自由にはできないもんね」

　茉莉は清香とは比較にもならないレベルのお嬢さまなのだ。それこそ、彼女なら大河内家との間に縁談が持ちあがっても誰も驚かないはず。

　最上家は代々政治家で、茉莉の父も与党の大物だ。

『嘘ばっかりの世界で育ったから、偽りのない真実にロマンを感じちゃうのかも』

　ノンフィクションライターという仕事を選んだ理由を彼女はそんなふうに語っていた。

　おそらく、彼女も結婚だけは家の意向に従うことになるだろう。茉莉の結婚は彼女だけの問題じゃない、それを十分すぎるほど理解しているから。

　ビールをちびちび飲みながら、茉莉は細いため息をつく。

「実際問題、私たちの同級生だと恋愛結婚する子のほうが少数派よね」

「うん。私も急で驚いたってだけで、いつかはこの日が来ることをわかってたと思う」

　清香もビールをひと口飲む。淑やかと評される外見に似合わず、アルコールには強いほうだけれど、今日のビールはやけに苦く感じる。

「いつかは大恋愛を……なんて子どもみたいな夢はもう捨てないとね」

　苦笑交じりに言う。清香は恋愛映画や小説が大好きで、運命的な恋に憧れを抱いていた。もっとも、ただ憧れているだけで、運命どころかごく平凡な恋すら経験しないままに二十七歳になってしまったけれど。

「いや、子どもっぽくないでしょ！　運命の恋、私だって憧れるもん」

　茉莉の反応はちょっと予想外だった。

「え、そうなの？」

　彼女は自由奔放で、中一のときから彼氏が途切れたことはない。清香の目には、ロマンティックな恋をたくさん経験しているように見えていたけれど……そうではなかったらしい。

「う～ん。ほら、私ってモテるじゃない？　だから調子にのっていろんな男と付き合ったけど……正直、最後の恋だと思ったことはないんだよね。どこか冷静に、こいつとは一年くらいかなーとか考えちゃったり」

「そうだったんだ」

　モテモテの茉莉でも運命の恋にはなかなかたどりつけないなら、ビギナーの清香にはもっと難しいだろう。

（結局、私にはお見合い結婚が合ってるのかも）

　酸っぱい葡萄とわかっていても、こうして自分を慰めて元気づける以外に道はない。

「あ。でも、清香はちゃんとしてるじゃない！」

　茉莉は胸の前でポンと手を打つ。

「なにが？」

　聞くと、彼女はにんまりとした笑みを浮かべ清香の鼻を指先でつついた。

「大恋愛！　例の美術館の彼よ。言葉を交わしたこともないのに思い続けて……そろそろ一年くらい？」

「もう。茉莉、馬鹿にしてるでしょ」

「馬鹿にはしてない。いいかげん声をかけたらいいのに……とは思ってるけどね」

　クスクス笑う彼女に、清香は唇をとがらせた。

　例の彼とは清香の職場である美術館に毎週やってくる客のことだ。清香は彼に淡い恋心を抱いている。

「デートに誘ってみなよ！　毎週来てるなら、向こうも顔くらいは覚えてくれてるでしょ」

　茉莉にそう発破をかけられるのは、今日が初めてではない。でも、返す答えはいつも同じ。

「無理よ。だってね、本当に住む世界が違う人って感じなの」

　ナンパなんかしたら、きっと軽蔑される。彼にはそんな硬質な雰囲気があった。

「榛名画廊のお嬢さまが、なに言ってるのよ！　大丈夫、大丈夫。高尚そうに見えても、男なんてちょっと胸の谷間でも見せておけば」

　品のないことをケロリとのたまう茉莉を、恨みがましく見つめた。

「茉莉と違って、チラ見せする谷間がないんです！」

　女性らしい魅力にあふれるボディラインの彼女とは正反対で、自分はどこもかしこもストンと平べったい。

　茉莉はケラケラと明るく笑って、ちゃかす。

「そんなの、なんとでもなるよ！　私が愛用してる『谷間超盛りブラ』、プレゼントしようか？　とびきりセクシーなやつ」

「い、いらないわよ！」

　笑っていた茉莉が急に真面目な顔になる。

「でも、結婚しちゃう前の今が最後のチャンスよ。一生に一度くらい、悪い子になって好きな男を誘惑してみたら？」

　茉莉の言いたいことはわかる。悔いを残すな、という意味だろう。だけど――。

（悪い子に……私の一番苦手なことだよ）




　それから六日後の日曜日。

　風にいくらか秋の気配を感じるようになったものの、昼間はまだまだ残暑が厳しい。訪れる客たちはエアコンのきいた館内に入ると、一様にホッと息をつく。

『尾お野の美術館』。青あお山やまという都心の一等地にありながら、広々とした日本庭園を有する私設の美術館だ。そのコレクションは東洋の古美術品がメインで、文化的価値は非常に高いものの、ややマニア向けであることは否定できない。

　だが、庭園の素晴らしさはよく知られているし、館内はとてもモダンで写真映えもするので、古美術には関心のなさそうな若いカップルなども多く訪れる。

　清香はここで学芸員として働いていた。

　祖母からゆくゆくは画廊を託したいと言われていたし、清香自身もそれを望んでいた。だから大学院卒業後は榛名画廊に就職するつもりでいたけれど、琢磨に反対されてしまったのだ。清香が就職を考え出すのとちょうど同じ頃に祖母が亡くなり、画廊の実権は琢磨に移っていた。

『最初から実家で働こうなんて甘いぞ。外の世界で修業することも大事だ。俺だってなぁ――』

　彼はもっともらしいことを語ったが、本音はきっと自分の経営方針に口出ししてくる清香を疎ましく感じていただけなのだろう。

（あのとき、無理にでも画廊に就職していたら……今の惨状を防げていたのかな）

　後悔はあるが、琢磨の言い分もあながち間違いではなかった。働き出して三年目。ここで学べることはとても多く、毎日が充実している。

「榛名さん。次の企画展の打ち合わせなんですが、資料を印刷したので最終チェックしてもらえますか？」

　事務作業をしていたところにそう声をかけてきたのは、大学院生のアルバイトスタッフだ。教授の斡旋でこの仕事を始めてみたものの、学芸員を目指すつもりはなく就職は一般企業を考えているらしい。

『だって、倍率高くて難関なのに、そんなに高給ってわけでもないですし。あ、出会いがないのもマイナスポイントですね』

　そう言って笑っていた。彼女は有能かつ社交的だから、就職は引く手あまただろう。

　清香は手渡された資料にザッと目を通して、うなずいた。

「うん、問題ないわ。この内容で人数分を用意してくれる？」

「は～い。あっ」

　緩く巻かれた髪をふわりと揺らして、彼女は清香の顔をのぞき込む。

「どうしたの？」

「チラッとうわさを聞いたんですけど、榛名さんお見合いするって本当ですか？」

　思わず顔をしかめる。それを見た彼女が「あ、本当なんだ」とクスクス笑う。

　館長の仕業だろう。美術館がもっとも忙しい日曜日に休みをもらうため、彼には正直に伝えたのだ。彼は生真面目そうな外見に似合わず、おしゃべり好きで口が軽い。

「榛名さんて、まだアラサーですよね？」

　清香は二十七歳。〝まだ〟どころか、これからアラサーになるところだ。

「二十七歳よ」

　ちょっと唇をとがらせて、そう答える。

「全然若いじゃないですか～！　いいんですか、もう人生決めちゃって」

　とても信じられないと言いたげな顔をしている。好きで見合いなんかするわけじゃない、やむを得ない事情があるのだ。それをやんわりと伝えたが、ばっさりと一蹴されてしまった。

「それでも、私ならお断りだな～。でも、榛名さんは私と違って優等生って感じですもんね」

　嫌みを言ったつもりではないのだろう。素直な感想をあっけらかんと伝えただけ。けれど、『優等生』という言葉に胸がチクリと痛んだ。

『天才』は間違いなく褒め言葉だ。『秀才』も言われて嫌な気持ちにはならないと思う。けれど、優等生にはちょっと小馬鹿にするようなニュアンスがある。そんなふうにとらえてしまうのは、ひねくれすぎだろうか。

　清香はずっと優等生だった。決して親や先生に逆らわない、聞き分けのいい子。でも、『いい子』は『つまらない子』と同義でもある。

　ふいに茉莉の声が蘇る。

『一生に一度くらい、悪い子になって好きな男を誘惑してみたら？』

（私でも悪い子になれるかな。一度くらい……優等生の殻を破ってみる？）

　清香らしくもない、思いきったことを考えたのは今日が日曜日だからだ。

　日曜日は、彼に会える日。




　いつもどおり、閉館の一時間前に彼は現れた。

　ネイビーの襟付きシャツにライトグレーの細身のパンツ。先週とまったく同じようにひとりでやってきて、室町や安土桃山などの古い時代の絵画をじっくりと眺めている。

（今日はスーツじゃないんだな。お休みだったのかな？）

　彼は日曜日でもスーツ姿のことが多い。知的な雰囲気を漂わせているし、きっと忙しい仕事なのだろうと勝手に想像を膨らませていた。

　団体でやってきた年配の客にコレクションの説明をしながらも、意識はどうしても彼に向いてしまう。

　初めて彼を認識したのは、一年ほど前のこと。

　とても静かなのに、彼のオーラは人目を惹きつける。清香も魅せられたひとりだ。

（――世の中にはこんなに美しい人がいるんだ）

　名画を前にしたときの、あの思わず身震いしてしまうような感覚、彼にもそれを感じた。圧倒され、息をするのも忘れて見入ってしまった。

　彼はひとりでゆっくりと芸術を楽しみたいタイプらしい。

　この美術館はマニア向けなだけあって、知識が豊富で学芸員との深い会話を楽しみたい客も多いが、彼は違った。清香もほかのスタッフも、言葉を交わしたことは一度もない。

『青磁器がお好きなんですか？』

『まだまだ暑いですね』

　頭のなかでのシミュレーションは完璧なのに、実際に清香の口からその言葉が紡がれることはない。彼の背中をチラチラ見て、足踏みするばかりだ。

　閉館を告げるいつものメロディーが流れ出すと、大きく肩を落としてしまった。

（うぅ。殻を破るとか威勢のいいこと考えたくせに、結局これだ）

　臆病者の自分が心底情けない。

　ロッカーで崩れた化粧を直し、裏口から外に出る。明日は休館日でお休み。さらにあさっては午後からの出勤予定だ。もっとも午後出勤は夜間作業を意味するので、あまりうれしくもないのだが。

「あぁ……」

　外は雨だった。朝の晴天が嘘のように、濃灰色の空がゴロゴロと鳴っている。夕立だろう。ここ数年の夕立は東南アジアのスコールのようだ。いつか日本も四季ではなく雨季と乾季になってしまうのでは？と心配になる。

　トートバッグに手を入れ、ライトブルーの折り畳み傘を取り出す。清香は毎朝、きちんと天気予報をチェックする。子どもの頃からの習慣なのだ。

（優等生も悪いことばかりじゃないか）

　苦笑して傘を広げる。その瞬間、少し先の大きな木の陰で雨宿りをしているらしい人物に気がついた。

（きっとお客さまよね？　これ、貸してあげたほうがいいかな）

　手にしている傘を貸してしまっても、事務所に戻れば置き傘があったはず。そう考えながら、清香はその人物に近づいていく。そして……。

「あっ」

　思わず小さく声をあげてしまった。そこにいたのは、とっくに帰ったと思っていた憧れの彼だったのだ。雨脚は強く、清香の声が聞こえたはずはないが、彼のほうもゆっくりとこちらに顔を向けた。

　清香は小走りに彼に近づき、傘を差し出す。

「あのっ。よかったら、これどうぞ。またご来館の際に、受付の者に渡してもらえれば大丈夫なので」

『もう、馬鹿ね！　名刺でも渡して、返却のときはここに連絡してくださいって言いなさいよ』

　茉莉の説教が聞こえてくる気がした。でも、下心があるからこそ、かえって意識してしまうのだ。それに、彼はどう見てもモテそうだ。傘が口実なことくらい、簡単に見透かされてしまう気がした。

「あぁ、ありがとうございます」

　柔らかく涼しげな、想像したとおりの声だった。

（ついに声を聞けた！）

　ただそれだけで、清香の胸は感動に震える。

「でも、大丈夫」

　傘を持つ清香の手にひと回り大きな彼の手が添えられる。

（わぁ、手が……）

　触れ合ったところから彼の体温が流れてくる。ドキドキして視線が定まらない。なにも言わずとも、恋心が彼に伝わってしまいそうだ。

　彼は傘を清香の頭上に戻した。

「君がぬれてしまうほうが困るな」

　色っぽい低音ボイスが清香の耳をくすぐる。鼓動はどんどんスピードを増していき、心臓が痛いほどだ。

「えっと、私はここの職員なんです。だから、置き傘も持っているので」

　遠慮しないでほしいと伝えたつもりだった。彼はクスリと笑って、上質そうな革のカバンから折り畳み傘を取り出す。

「雨宿りをしていたわけではないんだ。それから……君がここで働いていることも知ってる」

　親しげなほほ笑みなのに、どこかミステリアスで、目も心も強烈に惹き寄せられる。

（ダメ。深みにはまってしまいそう）

　憧れがはっきりと恋に変わったことを自覚した。

「お、お願いがあるんです！」

　気がついたらそう叫んでいた。傘の柄を握る指先にグッと力がこもる。

「ん？」

　少し首を傾けるようにして、彼は清香の顔をのぞき込む。その瞬間にハッと我に返った。

（私……いきなり、なにを言って？）

　パニック状態なのだけれど、不思議と心の奥底では覚悟が決まっていた。深呼吸をして、まっすぐに彼を見つめた。

「一度だけ、一度だけでいいので、私とデートしてくれませんか？」

　返事を待つわずかな間が永遠のように感じられる。

　自身の顎を撫でながら、彼はおもしろそうに目を細めた。

「デートかぁ」

「あっ。その、怪しい者ではないんです。いや、変なことを言ってるのはわかってますが」

　しどろもどろな弁解に、彼は身体を震わせて笑いをかみ殺している。

（笑うと目元が優しくなるんだな。素敵……）

　その素敵な瞳がスッと清香に向けられた。

「いいよ。たしか、ここは明日が休館日だろう？　君の明日の予定は？」

「しゅ、終日、空いています！」

　傘の柄がポキッと折れてしまうのではないかと思うくらいに、手に力が入っていた。

　ふっと頬を緩めて、彼は続ける。

「それはよかった。ところで、デートの具体的な要望は？　お茶だけ？　ディナーまで？」

（長ければ長いほどうれしいです！　できたらディナーもぜひ！）

　心では瞬時にそう答えていたけれど、そのまま口にするのはためらってしまった。いくらなんでも、図々しすぎるだろう。

　小さく返事をする。

「その……お任せで」

　彼はグッと顔を近づけたかと思うと、耳元で甘くささやく。

「そんなこと言っていいの？　朝まで帰さないかもしれないよ」

　ボンッと清香の頭がオーバーヒートする。なんと答えていいのかわからず、たじろいでいると「明日の午前十時、ここで」と短く告げて彼は身をひるがえした。

　降り続ける雨の奥に消えていく彼の背中を呆然と見送る。

（夢？　私、白昼夢でも見てるのかな？）




　尾野美術館の最寄駅は表おもて参さん道どうだ。清香は駅のコンコースに入ると、スマホから茉莉に電話をかけた。

『もしもし。どうしたの？』

　その応答にかぶせるように、大声で聞く。

「教えて、茉莉！　茉莉オススメの谷間ができるブラ、どこで買える？」

『谷間』やら『ブラ』やら、公共の場で口にすべきではない単語を叫んだものだから、周囲にいた人たちがいっせいに怪訝な視線を向けてくる。けれど、そんなものはまったく気にならなかった。

　一年近く片思いを続けてきた相手と初めて会話できた。それだけでなく、デートの約束まで取りつけたのだ。思いきり浮かれたって、許されるはず。

　翌朝。六時に起床してコーディネートを悩み抜いた結果、ネイビーのレースワンピースに白いカーディガンという一番自分らしいファッションを選んだ。

「変じゃないかな？　若作りとか逆に老けて見えるとか、大丈夫？」

　仕事のない日は朝寝坊が常なのに、今朝は清香のために早起きして部屋に来てくれた茉莉に全身のチェックをお願いする。

「うん、完璧！　レースって清楚だけど色気もあるし。なにより、清香に似合ってる」

　センスのいい彼女に太鼓判を押してもらえると、ホッとする。

「超盛りブラもいい仕事してるよ」

　イヒヒと小学生の男の子みたいに、茉莉は笑う。昨日、表参道から六ろっ本ぽん木ぎに移動してまで手に入れたのだ。セクシーな赤や黒には抵抗があって、結局色は薄いブルーにしたけれど、この下着のおかげで今日の清香の胸元はいつもよりボリューミーだ。

　茉莉は人さし指を突きつけて、びしりと言う。

「わかってるわね？　ディナーで帰ってきちゃダメよ。お高い、素敵な下着は男に見せるためにあるんだからね」

「う……が、がんばってみる」

　とはいえ、こちらがいくら望んでも相手が同じ気持ちになってくれるかはわからない。清香の弱気を見透かすように茉莉は語気を強める。

「大丈夫だって。午前のこんな早い時間に待ち合わせなんて、脈ありに決まってるもの」

　茉莉は一緒に下までおりて、見送ってくれた。

「いってらっしゃい！」

　背中を押されて清香は歩き出す。茉莉がぽつりとこぼした言葉は、もう清香の耳には届かない。

「けど、脈ありだと……かえってつらくなっちゃうか」










二章　醒めない夢に溺れさせて




　約束より十五分も前に美術館に着いたけれど、彼のほうが早かった。

　シルバーグレーの高級そうなセダンに背中を預けるようにして彼は立っていた。ライトブルーのシャツに紺のジャケット、下は明るめのベージュのパンツだ。

　清香に気がつくと、彼は片手をあげてみせた。

「ごめんなさい、お待たせしてしまいましたか？」

「いや、俺もさっき着いたばかりだ」

「そういえば、お仕事は大丈夫ですか？　平日なのに……」

　自分と違い、彼は土日休みなのではないだろうか。心配になって聞くと、彼は軽く頬を緩めて答えてくれる。

「あぁ、俺のほうは心配いらない。ため込んでしまった有給休暇の消化中なんだ」

「そうだったんですね。よかった！」

　彼と待ち合わせをして、会話をしている。その事実がなんだか信じられなくてパチパチと目を瞬いた。だけど、憧れの人はたしかに目の前にいる。

（夢じゃないんだ）

「どうかした？」

「いえ、からかわれたわけじゃなかったんだなぁと。あの、今日は来てくれて本当にありがとうございます」

　ふんわりとほほ笑んで、深々と頭をさげる。彼も笑顔を返してくれた。

「こんな、あきらかに初う心ぶそうなお嬢さんに意地悪するほど鬼畜にはなれないな」

　助手席の扉を開けて、彼は清香をエスコートした。

「素性も知れない男の車に乗るのは怖いかもしれないけど、信用してもらえたらうれしい」

　小さくうなずき、ためらいもせず車に乗り込む。

　運転席に座った彼はシートベルトを締め、ゆっくりとアクセルを踏み込んだ。フロントガラスに視線を向けたまま、彼は言う。

「おとなしそうに見えて、意外と肝が据わってるんだな」

　よく知らない相手の車に、清香があっさり乗ったことをさしているのだろうか。

（遊び慣れてると思われたかな？　あぁ、でも今日はそのほうが好都合かも）

「あんなに真摯な眼差しで美術品を鑑賞する人が悪人とは思えないので」

　正直に答えると、彼はかすかに肩をすくめた。

「気持ちはわかる気もするが……芸術を愛する犯罪者もこの世には大勢いると思うから、気をつけてくれよ」

　彼の横顔を見つめて、静かに口を開く。

「でも、あなたは違う。そう思ったんです」

　彼は弱ったように眉尻をさげる。

「たとえ俺が凶悪犯でも……君には手出しできない気がする」

　そんなふうに考える人は、きっと凶悪犯にはならない。そう思ったけど、口には出さなかった。

　少しスピードをあげて、車は表参道の大通りを走り抜けていく。彼の隣だと、不思議と沈黙も心地よかった。考えてみれば、彼と無言の時を過ごすようになってからもう一年近く経つのだ。そう思っているのは、もちろん清香だけだろうが。

　彼はからかうような口調で言う。

「どこへ向かうつもりか、聞かないの？」

「あっ、そうですね。えっと、どちらへ？」

　本音をいえば、場所はどこでもよかった。この車から一歩も出なかったとしても、清香にとっては十分に幸せなデートだから。

「ホテル」

　短い返答に、心臓が大きく跳ねた。指先がかすかに震え出す。

（そういう誘いだと思われて当然だよね。私だって、期待してなかったわけじゃないし。あぁ、でも本当に大丈夫かな？　キスもしたことない私が？）

　次から次へと浮かんでくる疑問に答えは出ない。

　清香がよほどおかしな顔をしていたのだろう。彼はぷっと噴き出して、白い歯を見せた。

「冗談だ。まぁ、ホテルもあるけどな。しかも、すごく遠い」

「遠い？」

　思わずオウム返しに言う。

「明日は仕事？」

　目的地の見当はさっぱりつかないものの、問われたことに素直に答える。

「はい。でも、明日は夜に企画展の設営があるので、出勤は昼の三時過ぎです」

「あぁ、それは好都合だ。少しゆっくり楽しめるかも」

　すごく遠く。明日の出勤時間を気にするほどの場所、ということだろうか。

　場所はどこでも構わないと思っていたけれど、さすがに気になる。それを察したのか、彼はようやく答えを教えてくれた。

「碧あお美み島しまに行こうかと思ってる。もちろん問題があれば変更するけど」

「あおみ、しま……」

　すぐにはピンとこなかった。あまりにも想定外だったから。

「そう。アートの島。君なら喜んでくれるかと思って」

　碧美島は瀬せ戸と内ない海かいに浮かぶ離島だ。西欧風の美しい街並みとアートが売りで、リゾート地としての人気も高い。空港もあるし、離島にしては東とう京きょうからのアクセスもいい。

　島内にはたくさんの美術館があり、貴重なコレクションも多いのだ。

　中学生の頃だっただろうか、祖父と一緒に一度だけ訪れたことがあった。再訪したいという思いはあったが、なかなかチャンスがないままだった。

　信号で車が停車すると、彼は首を振って清香を見る。

「どう？」

「行きたいです！」

　きっぱりと答えていた。彼と碧美島で過ごせるなんて本当に夢のようだ。ひと晩をともに過ごすのか、とかそんな問題は些細なことに思えるほどに。

「大好きです、碧美島。ずっと、もう一度行きたいなと思っていて」

　清香の興奮した様子に彼は優しく目を細める。

「喜んでもらえてよかった」

（私が喜びそうなこと……そんなふうに考えてくれたんだ）

　一方的に頼み込んだデートなのに、彼の気遣いがうれしかった。

「ありがとうございます。私、デートプランのことなにも考えていなくて」

　恥ずかしそうな笑みを浮かべた清香の手を彼はそっと握った。

「デート、なんだろ？　なら、君の笑顔のために頭を悩ますのは俺の仕事だ」

　信号が青に変わると、彼は重ねていた手をハンドルに戻した。ぬくもりが離れてしまうのを名残惜しく思っている自分に気がついて、ハッとする。両手で頬を包んでみれば、ものすごく熱くなっていた。

（あんまり本気になっちゃダメ。このデートが最初で最後なんだから）




　東とう京きょうから碧美島までの直行便はさすがにない。飛行機の乗り換えが必要になるので、到着は早くても夕方くらいだろうか。

（そもそも、こんなに急で飛行機の席は空いてるのかな）

　生真面目な清香は飛行機での旅なら、ひと月は前に予約を済ませてしまうタイプだ。心配になって彼に聞くと、返ってきた答えはなんだかよくわからないものだった。

「席の心配はいらないよ。それに、昼過ぎには向こうに到着できるはず」

　その理由は空港に着いて、すぐにわかった。




　気流にのって上昇していく機体のなかで、清香は落ち着きなく視線をさまよわせた。

　ベッドにできそうなほどゆったりとした座席がいくつかと、大きなソファ。ハリウッド映画のなかでしか見たことのないラグジュアリーな空間が広がっている。

「プライベートジェット、初めて乗りました」

　驚きすぎて声が上擦ってしまう。

「あぁ。空港での待ち時間が格段に短縮できて便利だから」

　プライベートジェットを使用することを特別とは思っていないような口調で、彼はさらりと流す。

　品のある佇まいや身のこなしから、育ちがよいことは感じ取っていたが、どうやらとんでもないセレブだったようだ。清香の同級生には資産家も多いが、プライベートジェットを所有しているという話はほとんど聞いたことがなかった。

（お見合いの件がなくても、最初から手の届かない人だったんだな）

　榛名画廊のお嬢さま。そんなふうに言ってもらえることもあるが、自分の家が〝ちょっといいおうち〟の域を出ないことは知っている。本物のセレブとはとても釣り合いが取れない。大河内家との縁談は、源蔵が清栄の大ファンだったからこそ降ってきた話なのだ。

　残念というよりは、むしろホッとする。叶わぬ願いを抱かなくて済みそうだ。

「それに……」

　低い声でささやいて、彼は肘掛けの上に置いてあった清香の手に自分の手を重ねた。

「せっかくのデートだから。ここなら誰にも邪魔されない」

　本当に好きな女性を相手にしているかのような、情熱的な声音に清香の心臓が跳ねる。

「……です」

「ん？」

　赤面する清香をからかうように、彼が顔をのぞき込んでくる。

「サービスしすぎですよ。私なんかに……」

　こんなデートをしてもらえるとは思ってもみなかったのだ。うれしすぎて、逆に脳が混乱している。彼の顔がさらに近づく。吐息が耳にかかって、背筋がぞくりと震えた。

「君にリピーターになってほしいからだよ」

　ますます清香を浮かれさせる台詞とともに、彼は頬にそっと口づけた。触れた箇所が熱を持って、その熱さがあっという間に全身に広がっていく。

「え、や、あぁ……」

　動揺のあまり言葉にならない声を発し、真っ赤な顔で彼を見つめ返すだけ。彼はふっと甘く笑む。

「違うか。今のは君へのサービスじゃなくて、俺がもらうご褒美だな」




　予告どおりに、プライベートジェットは昼過ぎには碧美島の空港に着いた。彼はこの島に車を所有しているそうで、ここから先はドライブデートになると言った。

　クラシックカーと呼ばれるものだろうか。レトロな雰囲気のモスグリーンの外車は、東京ではやや浮いてしまいそうだが、この島にはしっくりと似合っていた。

「どうぞ」

　助手席の扉を開けて、彼がエスコートしてくれる。

　海沿いに続く一本道を、ふたりを乗せた車が静かに走り抜ける。大きく開けた窓から爽やかな風が吹き込んできた。

「いい気持ち」

　波のない穏やかな海を眺めていると、無意識に頬が緩む。

　碧美島の海はその名のとおり、碧みどりがかった美しいブルーをしている。地中海沿岸の国を模しているという街並みもあいまって、異国を旅している気分になる。

「知人の写真家は、碧美島の海が日本一だと言ってたな」

「わかります。神秘的で、惹き込まれるようですよね」

　日本には海の美しさで知られる場所がたくさんあるが、ここはちょっと別格だ。そんなふうに思った。

　そこで、はたと気がついたように彼は笑う。

「そういえば、自己紹介もしていなかったな」

　以前は尾野美術館の従業員は名札をつけるというルールがあったけれど、ちょうど清香が就職した年から廃止になった。ストーカー防止の観点からだと説明を受けた。女性従業員の多いデパートなどで、たびたび問題になっていたらしい。

　彼はいつもひとりで来館していたから、清香も彼の名を知らない。

「そう……ですね」

　一瞬、名乗ることをためらってしまった。自己紹介をし合うことで現実に引き戻されてしまうような気がしたから。いや、それは建前かもしれない。

　プライベートジェットを所有するような人物だ。大河内家とつながりがあってもおかしくない。名乗ったら、のちのち面倒なことになるかも。そんな小賢しい計算も頭をかすめていた。

　そのためらいを、鋭い彼は察したのだろう。ふっと薄く笑む。

「なにかワケありみたいだな。いいよ、名なしのふたりのままにしておこう。考えようによっては、このほうが特別感があっていい」

　心を軽くしてくれる気遣いに胸が温かくなる。

（あぁ、やっぱり思っていたとおりの……ううん、それ以上に素敵な人）

『一目惚れは中身を知ってがっかりすることもあるよ』

　茉莉にそんな忠告もされていたが、清香は自分の見る目が正しかったことを誇らしく思った。

「碧美島には何度も？」

　気になっていた疑問を口にすると、彼は前方を見つめたまま軽くうなずいた。

「そうだな。この島とはかかわりが深くて、年に一度は来るかな」

　リゾート開発やホテル関係の仕事をしているのだろうか。もしくは……芸術関係か。

（おじいちゃんと同じ画家だったりして）

　いろいろと聞いてみたい気持ちが湧くが、こちらが素性を明かさないのにあれこれ問いつめるのはフェアじゃないだろうと黙っておくことにした。

　それに、互いのことを話さなくても話題は尽きない。

「専門分野は日本画か」

「はい。でも、海外画家も好きですよ。有名どころならクリムトがとくに！」

「へぇ、クリムト。君らしいような、そうでもないような」

　彼と芸術の話をするのは楽しかった。彼は専門に学んできた清香と同等以上の知識を持ちながら、決してひけらかすことはしない。

　他愛ない話をしながら、碧美島の主要な観光地を巡る。清香はやっぱり美術館が大好きなので、彼はそこに一番時間を割いてくれた。

　この島はどこを切り取っても、本当に絵になる。リゾートらしいのんびりとした空気と最先端アートが見事なバランスで融合しているのだ。

　夕刻になると、彼は海辺で車を停めた。視線の先には小さな岩島が見える。

「知ってる？　有名なデートスポットらしいけど」

「はい、聞いたことは。実際に来たのは初めてですけど」

　干潮時に海を割って、細い道ができるらしい。ロマンティックな名称がついていて、岩島まで渡りきれると恋が叶うというジンクスも聞いたことがある。

　もちろん祖父はそんなものに興味はないので、以前に訪れたときには見学もしなかったけれど。

「俺も初めてなんだが、せっかくだから下までおりてみる？　道が現れるのは、ちょうどこのくらいの時刻のはずだから」

「はい！」

　満面の笑みで答えた。彼も初めてだと言ったことに、少なからず胸が弾む。初体験を共有できることがうれしくて仕方なかった。

　浜辺へおりるための階段は、ずいぶんと造りが危なっかしい。「気をつけて」と、彼が手を差し伸べてくれた。

　手が触れ合うだけで胸がキュンと疼く。だけど、頭のどこか奥のほうから声が聞こえる気がした。

『馬鹿ね。好きになればなるほど苦しくなるのに』

　声の主は、きっと未来の自分だ。

（わかってる。この恋に未来はない。私は彼ではない、別の男性の妻になるのだから）

　けれど、どれだけ後悔することになっても構わないと思った。今だけは、この手を離したくない。

「わぁ」

　目の前の光景に思わず歓声をあげる。彼の読みどおりに、碧の海に白い砂の道が通っている。ちょうど夕日の落ちる時間でもあるので、ムード満点だ。

　清香は白い道を渡るつもりでいたのだが、彼は少しためらった。清香の足元に視線を落として、クスリと笑う。

「綺麗な靴が汚れてしまわないかな」

　低めのヒールのサンダル。履き慣れた歩きやすい靴だが、海辺の散歩に適しているとは言いがたい。階段まではコンクリートだったけれど、この先は砂浜だ。

「大丈夫です。脱いじゃうので」

　華奢なサンダルから足を抜いて裸足で砂を踏んだ。子どもの頃を思い出す懐かしい感覚で、決して不快ではない。

　彼は軽く目を見開いたあと、「ははっ」と楽しそうにおなかを抱えた。

「その大胆さが君の魅力だな」

　彼は腰をかがめて、清香の脱ぎ捨てたサンダルを左手で拾う。その間も、右手はしっかりと清香の手を握っていてくれた。

（どうしよう、ドキドキが止まらない）

　ふたりで細い道をゆっくりと進む。

　都会よりずっと大きく感じる空は、茜色から群青色へと刻一刻と移ろっていく。海と空が織りなす圧倒的な美に、思わず息をのむ。

「この島には素晴らしいコレクションがいくつもあるが、この景色が一番の芸術品だな」

　彼の言葉に深く同意する。

　ふと祖父の口癖を思い出した。榛名清栄は山を描く画家だった。『富ふ士じ山さん、穂ほ高たか連れん峰ぽう、御おん嶽たけ山さん。目の前にしたときのあのすごみを絵にしたくて画家になったが、到底無理だなぁ』と作品を書きあげるたびに悔しそうにこぼしていた。

「ある風景画家の言葉なんですけど」

　そう前置きして、清香は祖父の言葉をつぶやく。

「『これは傑作だと思う絵も、本物と比べるとちっぽけなもんだ。どんなに焦がれても決して届かない』」

　彼はしみじみとうなずいた。

「自然は神そのものだからな。もともと芸術は神に近づくための行為だった」

「そうですね。神さまにはかなわないってことなのかな」

『そのとおり』と祖父が笑っている姿が目に浮かぶようだ。

「どんなに焦がれても決して届かない、か。少し寂しい気もするな」

　その言葉に胸の奥がチクリとした。彼の横顔を切なく見つめる。

（私たちの関係も同じだ。どれだけ彼を思っても、きっと永遠に……）

　しばしの沈黙が流れたのちに、彼が口を開いた。

「このあとは……どうする？　目的地のひとつがホテルだと言ったことは嘘ではないんだが」

　低く、艶めいた声。ふたりを包む空気が急に濃密になる。

　強い瞳が清香をとらえて、逃がすまいとする。彼の手が清香の頬に添えられた。耳元から首筋へくすぐるようにすべっていく。

「爽やかデートで終わりにしておくか、大人のデートにするか、君が決めていい」

　ドクンドクンと、心臓が張り裂けそうなほど大きな音を立てている。大胆なところが魅力だと彼が言ってくれた。だから、勇気を出すことができた。

「お、大人のデートをお願いします！」

「了解。最高の夜を約束するよ」

　彼はここから見る景色が一番だと言った。でも、清香にとって今日のこの島でもっとも美しいものは……彼の笑顔だ。




　色気たっぷりの声で『ホテル』とささやかれたので、いかにもな場所を想像してしまったが、全然違った。

　彼が連れてきてくれた場所はラグジュアリーなリゾートホテル。美術館が併設されているだけでなく、ホテル内部でもアートを楽しめる仕掛けがたくさんほどこされているそうだ。国内最大手の広告代理店が運営していることは清香も知っていた。

（そういえば、この代理店も大河内グループのひとつなのよね）

　大河内グループは巨大だ。大河内の名を冠してはいないが、実は……という企業も多く存在する。この代理店もそうだった。

「どうかした？」

「いえ、なんでも」

　今は余計なことは頭から追い出してしまいたい。そう言わんばかりに強く頭を振った。

（今夜はすべて忘れてしまおう。画廊のことも、大河内家のことも……）

　最高のデートのあとは、もとの優等生な自分に戻って見合いをする。そう決めていた。

　うわさに聞いていたとおりの本当に素敵なホテルだった。開放的なロビーには絵画やオブジェが飾られている。彼はフロントに立ち寄り、すぐに戻ってきた。おそらく、すでに部屋は予約済みなのだろう。

　案内された部屋は小高い丘の上に位置していて、ひと部屋ずつ独立した離れのような造りになっている。ウォールドローイングと呼ばれる壁一面のアートも素晴らしいが、大きな窓の奥に広がる景色も一枚の絵画のようだった。船の発するほのかな明かりと夜に向かう途中の空が、なんとも幻想的だ。

　朝は朝できっと美しいだろう。

「素敵なところですね」

「ここで飲むコーヒーは最高にうまい。一緒にどう？」

　石造りのテラスに出て、小さな丸テーブルを挟んで向かい合う。

「さっき買ったマカロンも食べよう」

　先ほど、立ち寄った美術館に併設されていたカフェで買ってきたマカロンの箱を彼が開ける。清香が選んだのはラズベリーで、彼はピスタチオだ。

「わぁ、おいしそう」

　子どもみたいに目を輝かせていたら「よかったら、俺のも食べて」と彼は笑った。

「甘いものは苦手ですか？」

「いや、嫌いじゃないけど……。君に食べてもらうほうが、このマカロンも喜ぶだろうと思って」

　そんなに物欲しげな顔をしていただろうかと恥ずかしく思いつつも、素直に好意に甘えることにした。

「ありがとうございます。私、本当に甘いものに目がなくて」

「あぁ、そのうれしそうな顔を見ればわかる」

　美肌とダイエットの大敵だと理解していても、疲れたときや嫌なことがあったときはついつい手を伸ばしてしまう。

「おいしい！　幸せ！って思うと、活力が湧いてくるんです。我ながら単純ですけど」

　彼は箱からラズベリーのマカロンを取り、「はい」と清香の口元まで運んでくれる。

　男性に「あ～ん」をしてもらうのは初めてで、清香はおおいにたじろいでしまう。

「え、その……」

「ほら、早く俺に幸せそうな顔を見せて」

　ドキドキしながら口を開く。舌先に彼の指が触れて、ビクリと肩が跳ねる。口内にとろけるような甘みが広がっていく。

「おいしい？」

「は……い。甘いです」

　ふっと彼が笑う。

（でも、甘いのはマカロンじゃなくて……）

　コーヒーを片手に、ふたりは黙って景色を見つめた。風が涼しくて心地よい。

「あの、よく考えたら、こんなに豪華なデート……費用は可能なかぎりお支払いしますので」

　ムードもなにもないのは承知のうえで、そう切り出した。こちらからのお願いにもかかわらず、彼にとんでもない額を使わせてしまっているのが申し訳ない。ただ、『全額払います』とかっこよく言えない事情もある。プライベートジェットの空港使用料はとんでもない金額だと聞きかじった覚えがあるからだ。

　彼はクックッと肩を揺らす。

「勝手に連れてきて費用を請求したら、それは犯罪だな。やっぱり俺が凶悪犯だと疑っていたのか？」

「そんなことはっ」

　彼はコーヒーカップをソーサーの上に置くと、席を立った。清香の後ろまで歩いてきて彼女の肩に腕を回す。

　背中から抱き締められているような状況に、清香は戸惑いを隠せない。

「あ、あの……」

「気にするな。今日のデートは楽しかったから、ちっとも惜しくない」

　彼の腕にギュッと力が込められた。うなじに彼の吐息がかかって、肌がぞくりと粟立つ。

「宿泊客しか見られないコレクションや食事も楽しみだったんだが……こうしてふたりきりになったら、君が欲しくてたまらなくなった」

　その言葉の意味を察して、清香は小さくうなずいた。




　シャワーを終えて、彼の待つ寝室に向かう。もとのワンピースを着るべきか、バスローブでいいのか、ものすごく迷ってしまったが勇気を出して後者を選んだ。すぐにバレてしまうだろうけど、経験のない面倒な女と思われたくなかった。

「おかえり」

　寝室の扉を開くと、すぐに彼が振り返った。先にシャワーを済ませた彼もローブ姿で、緩く開いた胸元からのぞく鎖骨が男らしい。

「遅かったな」

「あ、すみません」

「時間がかかった理由を当ててみせようか？」

　彼は楽しげだ。

「俺を焦らすため？」

「そ、そんなことは！」

　急いで否定する清香に彼は白い歯を見せる。

「じゃあ、こっちかな。洋服を着るかバスローブでいいのか迷ってた。どう、正解？」

「うっ」

　なにも始まらないうちに、慣れていないことを見抜かれてしまった。クスクスと笑い声をあげながら、彼は立ちあがり清香に近づく。

「あの、実は私……こういうことはあんまり……厄介ですよね」

　長い指に顎をすくわれる。

「そんなこと思わないよ。むしろ、まっさらな君を俺の色に染めるのが楽しみで仕方ない」

　ずっと紳士的だった彼の瞳に、初めて雄の情欲がにじんだ。

　このまま彼の熱に流されてしまいたい気持ちを抑え、清香は意を決して口を開く。

「面倒な女であることはバレてしまったようなので、ひとつだけ告白してもいいでしょうか？」

　自分はもうすぐ見合いをし、結婚するのだ。

　そう告げるつもりだった。デートといっても、彼は別に清香に恋をしているわけではないし、自意識過剰と思われるだけだろうが……秘密にしたまま不実な行為の片棒を担がせるのは卑怯じゃないかと考えたのだ。

「ダメだ」

「え？」

　迷ったすえの提案はあっさり却下されてしまった。彼は真剣な顔で言う。

「聞いてしまって、君を抱けなくなるのは嫌だ。その告白は明日の朝に聞くことにする」

「で、でも……先に聞いておけばよかったと思うかもしれませんよ？」

「後悔も翌朝にたっぷりするからいい。この議論はこれで終わりだ、いいな？」

　条件反射のように清香はうなずいてしまった。いや、本当はホッとしていたのかもしれない。

（私も……告白した結果、やっぱり抱いてもらえないのは……嫌だから）




　甘く優しいキスと、深く情熱的なキスが幾度も繰り返される。少しずつ、でも確実に心と身体を溶かされていく。

「はぁ、うんっ」

　呼吸はしろとアドバイスを受けたものの、彼の大きな手に後頭部を包み込まれていて逃げられないのだ。絶え間ない攻めについつい息をするのも忘れてしまう。酸素を求めて、清香は白い喉を反らす。

「苦しい？」

　からかうように目を細めて、彼はそっと唇を離す。

「いえ……キスってこんなに何度もするものなんだなと」

　普通のカップルがベッドのなかでどのくらいキスをするものなのか、若葉マークの自分にはさっぱりわからない。彼は唇の端だけで笑む。

「あぁ、普通はこんなにしないかも」

　グッと、彼は清香に体重をのせた。かすかにベッドがきしむ音が妙にいやらしく響く。

　美しい指先が清香の唇をゆっくりとなぞる。

「これがあまりにおいしいから……やめられなくなった」

　首筋にかかる熱い吐息に全身がほてる。彼の身体も先ほどより熱を帯びている、そう感じるのは自惚れだろうか。

「もう一度食べたい。いい？」

　昼間とは別人のような煽情的な目つき。けれど、不思議と怖くはない。むしろ……求められていることがうれしくて、清香の優等生の殻も破けていった。

「私もっ、もっとしたいです。キス……」

「キスだけじゃ終わらないけどな」

　唇が重なる。強引に差し入れられた舌が歯列をなぞり、蜜のような唾液を貪る。脳がグズグズにとろけて、なにも考えることなどできなくなる。

（この男ひ性とは罪作りだ）

　これから先の人生で、これ以上のキスを経験することはない。そう思った。

　かすかな衣擦れの音とともに、清香のバスローブのベルトがほどかれた。上下セットの下着が彼の眼前にさらされる。寝室の照明はかなり落とされているが、それでも恥ずかしさに身体が震える。なにより、スタイルにがっかりされないか不安でたまらない。そんな清香の心を読み取ったかのように、彼は優しい笑みで言う。

「思ったとおり、綺麗だ」

　胸元に落ちた彼の唇に、清香はビクリと腰を浮かせる。ささやかな谷間に舌を這わせながら、彼はブラの紐に指をかけ肩から落としてしまう。そのまま背中のホックも外される。

「あっ」

　柔らかな膨らみがあらわになる。

「えっと、小さくて申し訳ないんですけど」

　この瞬間ばかりは茉莉のスタイルに本気で嫉妬してしまった。彼を満足させられないことを想像すると、絶望的な気分になる。

「申し訳ない？」

　さっぱりわからないと言いたげに彼は首をひねる。そして、膨らみにそっとキスを落とす。宝物を愛おしむように、丁重に、優しく。

「大きさはまったく重要じゃない。それに、現在進行形で……君のここは存分に俺を昂らせてる」

　彼は満足そうにうなずくと、桃色の果実をそっとつまむ。

「う、んんっ」

　無意識に声が出てしまう。痺れるようなその感覚は初めて知るものだ。彼はゴクリと喉を鳴らす。

「そんな反応されると、手加減できなくなる」

　獲物を前にした獣みたいに、彼の瞳に獰猛な光が宿る。唇と指先で両の胸をもてあそばれ、清香は自分のものとは思えない淫らな嬌声をあげた。

「いやっ、あぁ。はぁ」

　熱い舌がツンと上向いた先端をねっとりと舐め回す。甘い刺激が清香の下腹部をとろけさせていく。泉に水が満ちるのを感じた。

　敏感なそこを強めに爪弾かれると、清香はなにかから逃れるように腰をくねらせた。

　ペロリと自身の指を舐めて、彼は嗜虐的な笑みを浮かべる。

「いやらしいな。ねだっているのか？」

　フルフルと首を左右に振るが、その仕草も彼を焚きつけるだけだったようだ。大きな手が脇腹を撫で、下腹部まで伸ばされる。

「初めてだと苦戦するかと思ったが……君は問題なさそうだな」

　予想外なＳっ気を見せた彼は容赦なくショーツに手をかけ、指をすべり込ませた。誰にも触れられたことのない秘部を彼の指がゆっくりと往復する。あえてなのか偶然なのか、時折、彼の指が焦らすタッチで花芽をかすめる。

「ふっ」

　言葉にできないもどかしさを覚える。

　怖いのに、先を知りたい。限界なのに、物足りない。

「あぁ、あふれてきた」

　彼はニヤリと笑い、指先を見せつける。

「そ、そういうことは、わざわざ言わなくても……」

　震える声で言って、プイと顔を背けた。意地悪な彼への精いっぱいの反抗だ。

「怒った？」

　クスクスと笑いながら彼は清香の頬に手を添え、強引に自分のほうへ向けさせる。

「こんなに意地悪だとは思っていませんでした」

　心のうちの半分だけを伝える。彼は意地悪で、たまらなく魅力的だ。彼にならなにをされてもいい……そう思ってしまうほどに。

　心外だとでも言いたげに、彼は小首をかしげる。

「俺だけの責任じゃないだろう。これでもかと欲望を煽あおってくる君も悪い」

　彼はまた、指先を秘部に這わせる。今度は入口をもてあそぶだけにとどまらず、最奥へと向かって指を進めた。

「声が枯れるほど啼なかせて、この清らかな身体を俺で埋め尽くしたい」

「あぁっ」

　これまでとは段違いの、はっきりとした痛みを感じる。思わず全身をこわばらせると、彼は唇についばむような優しいキスをくれた。

「最高の夜を約束しただろう。ちゃんと溺れさせてみせるから、なにも心配しなくていい。俺に身を任せて」

　まるで催眠術みたいだ。彼の声だけが聞こえて、身体から力が抜けていく。余計なことを頭から捨てて身を委ねてしまうと、あっという間に痛みの先に待つ快楽が姿を現した。

（自分がこんなに淫らだとは知らなかった）

　はしたない水音が静かな寝室に響いている。際限なくあふれる蜜が彼の手をしとどにぬらす。

「あんっ、あっ」

　いつまでも続く甘い攻めに、羞恥心も理性もどこかに行ってしまったようだ。

「俺も。そろそろ限界」

　清香のももの辺りで彼の分身はしっかりと自己主張していた。熱く滾るそれは今にも爆発しそうなほどだ。

　入口にあてがうと、彼はゆっくりと腰を沈めていく。

「いっ」

　指先とは比べられない衝撃に清香は眉根を寄せる。

「ここから先はちょっときついから……ほかに集中して」

「ほか？」

「そう、こっちとか」

　言って、彼は清香の耳に舌を這わせる。耳の裏を舐めあげ、耳孔をくすぐる。

「あぁっ」

　ぬれた唇から甘い喘ぎが漏れる。

「耳も……えらく感度がいいな。君は多分素質があるから、なかもすぐによくなる」

　またしてもそんな意地悪を言って、彼はググッと腰を進めた。同時進行で胸の先を撫で回したり、キュッと強くつまんだりする。

　次々と与えられる快感に翻弄されているうちに、彼と清香はしっかりとつながっていた。

「痛かったら正直に言うこと」

　彼はそう前置きしてから、清香の身体を揺さぶりはじめた。響く場所を探るように、じっくりと攻める。

　悔しいことに、彼の先ほどの発言は真実だったみたいだ。清香の身体はあっという間に彼になじんだ。痛みは薄れ、快楽に溺れていく。

　突かれるたびに全身を電流のような刺激が走り抜ける。

「あ、ダメ。気持ちいい……」

　瞳がとろけ、目尻に涙がにじむ。清香は彼の背中を強く抱いて、その身を震わせた。

「イッていいよ」

「イッて？」

　意味がわからないわけではない。このせりあがってくる熱を解放することなのだろうとは本能で理解できる。でも、方法まではわからなかった。

　彼は清香の耳に顔を寄せ、艶めく声でささやいた。

「言葉で説明するのは難しいから……体験してみるのが手っ取り早いな」

　途端に彼の攻めが激しくなった。速度と強さが増していく。なにがなんだかわからぬうちに、清香は達していた。ジェットコースターがてっぺんから落ちる瞬間、あの感覚にどこか似ていた。




　好きな人の腕に抱かれて眠る夜は信じられないほどに幸福で、明日が来なければいいのに……とさえ思う。

　でも、どうしたって朝はやってくる。

　一度きりの甘いデートはもう終わりに近づいていた。

　フカフカのベッドから上半身だけを起こして、清香はまだ横になったままの彼を見つめる。朝は苦手なのだろうか。目覚めてはいるのに、ぼんやりとしている様子だ。

　ブラインドの隙間から差し込む朝日が、気だるげな彼を照らす。

「おはようございます」

　それでも、清香のあいさつに甘い笑みを返してくれた。

「おはよ」

　彼も身体を起こす。裸のままだった上半身にローブを羽織りながら、彼は言う。

「テラスで朝食にしようか？」

　清香の硬い表情に気がついたのだろう、彼は苦笑して外国人のように両手をあげてみせる。

「そうだったな。君の告白を聞く約束だった」

「はい」

　今さら打ち明ける必要はおそらくない。どうでもいいと思われるか、軽い女だと軽蔑されるかのどちらかだろう。だけど、清香には意味がある。

（嫌われてしまったほうがいいんだ。未来を望んだりしなくて済むように……）

　なんとも勝手な言い分だ。自分の身勝手さを呪いたくなる。

「あまりいい話でないことは想像がつく。デートは一度だけと強調したこと、そして名前を隠したがったこと。この辺りに関係があるのか？」

　彼は目を伏せたまま、清香の顔は見ようとしない。

「私、もうすぐお見合いするんです。だからその前に……火遊びをしてみたくて。付き合ってくれてありがとうございました！」

　泣き出したいのをこらえて無理やり作った笑顔は、どこかいびつだった。

　一度くらい好きな人と。そう正直に言わなかった理由は、自分でもよくわからない。




　碧美島から戻ってきてすぐ、清香はまた榛名画廊に呼び出されていた。見合い話の返事をした覚えはないのだが、琢磨はすっかり決定事項として話を進めている。

「しきたり？」

「あぁ。なにせ名家だからな。縁談にも大河内家独自の手順があるそうだ」

　それによると、まずは昴本人と清香でふたりだけの顔合わせ。そこで問題ないと判断されると〝花嫁候補〟に昇格することができるらしい。

「そのあとは、大河内本家で三か月、みっちりと花嫁教育を受けるんだ。これに合格できて初めて正式な婚約者と認められる」

　唖然として開いた口が塞がらない。縁談というより、まるで〝試験〟だ。清香のみが一方的に品定めをされる。

「そこでようやく両家の顔合わせ、結納へと進んでいく」

　琢磨はそこまでたどり着けるものと信じているようだけれど、清香にはその根拠がさっぱりわからない。

「お父さん。そんなに厳しい選考があるなら、私じゃとても無理なんじゃないかな」

　榛名家はそこまでの家柄じゃないうえに、今は経営も危うい状況だ。清香個人だって、目を惹くような美貌を持っているわけでも、抜きん出た才能があるわけでもない。自分で言うのも悲しくなるが〝榛名清栄の孫娘〟以外の売りはなにもないのだ。

（大河内家なら候補になりそうな女性はいくらでもいるし……）

　でも、どこかで安堵する気持ちもあった。立場を考えるとこちらからお断りをするわけにはいかないが、相手に拒否されるのなら角は立たない。そうなれば、琢磨も諦めるしかなくなるだろう。

「心配するな。亡くなったとはいえ、あの家で源蔵さまは絶対的な存在だ」

　大河内家は古くから続く名家だが、今のようなグローバル企業になったのは彼の功績が大きいと言われている。源蔵は大河内家にとって中興の祖なのだ。

「とはいっても、気は抜くなよ」

　琢磨はズイッと詰め寄ってくる。

「どんな手を使っても、昴さんに気に入られて結婚するんだ」

「そんなこと言っても相手のある話で……」

　琢磨は品のない笑みを浮かべて、急に猫撫で声を出した。

「大丈夫。俺に名案がある」

　嫌な予感しかしない。聞きたくない、そう思ったが、彼の言葉ははっきりと耳に届いてしまった。

「子どもだよ。名家にとって跡継ぎはなによりも大事なはずだ」

　清香の予想をはるかに上回るゲスっぷりを、琢磨は堂々とさらす。

「同居期間は三か月もあるんだ。チャンスはいくらでも作れるだろ？」

　頭がクラクラする。目の前の男は本当に自分の父なのだろうか。

（この人はお金のために娘の人生を利用することをなんとも思わないんだ……）

　優しかった祖父母の血を受け継いでいるとはとても信じられない。そして、自分がこの男の血を引いていることも信じたくなかった。

「お母さんは？　お母さんはなんて言ってるの？」

　期待できないのは承知のうえで、それでも聞かずにはいられなかった。場違いに明るい声で琢磨は言う。

「もちろん大喜びだ。大河内家に嫁にと望まれるなんて清香は幸せ者だとうれしそうだったぞ」

　母は専業主婦だ。お嬢さん育ちで、今も少女のままのような女性。

『女の子はいいおうちにお嫁に行くのが一番の幸せで、仕事は男性のするものよ』

　それが彼女の口癖で、本人も実践している。当然、榛名画廊の惨状は知ろうともしない。清香はなにも言わずに席を立ち、スッと踵を返した。その背中に聞こえるように、琢磨はこれみよがしなひとり言をつぶやいた。

「清香が大河内家に嫁いで画廊が繁盛すれば、従業員はもちろん、死んだ父さん母さんだって喜ぶと思うがなぁ」

　子どもの頃から両親とはあまり気が合わず、画廊に入り浸って祖父母とばかり過ごしてきた。けれど、かつての琢磨はここまでひどい人間ではなかったように思う。

　画廊の経営が行きづまり自身の経営能力のなさが露呈したことに、かなり焦っているのかもしれない。

（なりふり構っていられないほど危機的状況ってことよね。画廊と従業員の生活は……たしかに大事よ。だけど……）

　迷いはあったけれど、結局、清香は昴との顔合わせに出向いた。










三章　優しくしないで




　日比谷の老舗ホテルを出た清香は、トボトボと駅に向かう。藤色の振り袖が行きよりもさらに重く感じる。

　見合いの場に昴ではなく志弦が現れたのは、ある意味では清香にとって幸運だったのかもしれない。今頃、志弦の口から昴に清香が不合格であることが伝わっているだろう。

　少しだけ胸のすくような思いもあった。

（お父さんの言いなりにならなくて済んだ。それに……愛した男性が義兄になる可能性もなくなったわ）

　碧美島で過ごしたときのように志弦が笑いかけてくれることはもうないだろうが、それでも結婚をしないかぎりはひっそりと思い続けていられる。それだけで十分に幸せなことだと思えた。

　大河内家からの援助がなくなれば画廊はつぶれる。それは悲しいけれど、今の榛名画廊の存続を祖父母は望むだろうか。ふたりなら『もういいよ』と言ってくれる気がした。

（従業員のみんなのことだけは、なんとかしないと）

　今の職場や大学時代の恩師に再就職を口ききしてもらえないだろうか。そんなことを考えながら帰途に就く。

　帰宅後、すぐに茉莉を部屋に呼んですべてをぶちまけた。

　憧れていた美術館の彼が見合い相手の兄だったこと、画廊を守りたいけれど大河内家との破談が決定的になったこと。

　茉莉は優しく清香を抱き締める。

「清香が全部背負うようなことじゃない。娘を事業のための駒としか見ない両親なんか最低だよ！」

　そして、清香の代わりに怒ってくれる。

「そんな実家は捨てちゃえ！　清香は学芸員として立派に自立してるんだから。困ったときは私が助けるよ。ほら、自慢じゃないけど、うちって財産だけはたんまりあるし。ちょっと薄汚れたお金だけど」

　あの両親に感謝することがあるとすれば、茉莉と同じ学校に通わせてくれたこと。それだけだ。

「うん、ありがと。茉莉」

「それで、新しい恋をしようよ！　ね、そうしよ、清香」

　茉莉のほうが泣きそうな顔をしている。彼女を安心させるため、清香は軽い口調で答えた。

「そうだね。大河内家のことは忘れて、新しい人を探すよ」

　そう口にしたけれど、志弦を忘れてほかの誰かに恋をする自分はどうしても想像できなかった。




　碧美島に行った頃は残暑が厳しかったのが嘘のように、季節はもう冬に向かっている。

　実家には『見合いは昴さんの都合で延期になった。それがいつになるのかは知らない』とだけ伝えてあったが、琢磨からはなんの連絡もない。それはつまり、大河内家からのアクションがないということだろう。

　予想したとおり『花嫁試験』は不合格に終わったのだ。

　そう結論づけた清香をあざ笑うかのように、スマホに知らない番号からの着信があった。志弦と再会した見合いの日から、ちょうど三週間後のことだった。

「もしもし。どちらさまでしょうか？」

　警戒しつつ電話に出ると、女性の声が聞こえてきた。

『榛名清香さんのお電話で間違いないでしょうか？　私わたくし、大河内本家に勤める白しら井い駒こま子こと申します』

　淡々とした機械的な口調で、パーソナリティが読み取りづらい。若くはないが、おばあちゃんと呼ぶほどの年齢ではなさそう。わかることはそのくらいだ。

「……はい」

　答える声に緊張が走る。連絡先は琢磨が教えたのだろうか。

（大河内家の人から直接電話……なんの用だろう）

　その疑問に彼女はすぐに答えてくれた。

『昴さんの合格が出ましたので、清香さんには本家での花嫁教育を受けてもらいます。来月頭に赤あか坂さかの大河内本家までおいでくださいまし』

　琢磨と同じく、彼女も清香の意思などないもの同然に一方的に話を進めてくる。さすがに少しムッとなって言い返す。

「合格もなにも、あの日……昴さんにはお会いできませんでしたけど」

『それはうかがっております。ですが、昴さんが顔合わせは不要とおっしゃっていますので。あなたとの縁談は源蔵さまの遺言でもありますから』

　彼女にとっては、清香だけでなく昴の意思もさほど重要ではないようだ。

「行かない、そう答えてもいいのでしょうか」

　駒子の傍若無人ぶりに腹が立って、思わずそんなふうに言ってしまった。

『構いませんが、その場合は大河内家と付き合いのあるすべての方々に榛名画廊との取引はやめるよう進言することになるでしょうね。そうそう、清香さんの職場で来年に計画している企画展、そのスポンサーに大河内が名を連ねているのはご存知でしたか？』

　断れば、実家の画廊だけでなく職場の美術館にも迷惑をかけることになるぞ。そういう脅しだろう。

（お父さんもこの人も、どうしたらこんなに根性がねじ曲がるのかしら！）

　らしくもなく清香は憤慨する。が、彼女のほうはどこまでも冷淡だ。

『決めるのは清香さんです。お好きなように』

　そう言い残して彼女は電話を切った。ツーツーと冷たい音を響かせているスマホを思わず床に叩きつけそうになったけれど、すんでのところでこらえる。長く愛用しているスマホにはなんの罪もない。

　駒子が勝手に指定してきた十一月一日。仕事帰りの夜七時。

　茉莉には大反対されたが、結局、清香はボストンバッグを片手に赤坂の大河内本家を訪れていた。門前でインターホンを押すと藍色の着物姿の女性が現れた。

「お電話をいたしました白井駒子です。大河内家へようこそ、清香さん」

　にこりともせずに彼女は言う。五十代くらいだろうか。こうして対面しても彼女のパーソナリティはさっぱりわからない。アンドロイドがプログラムどおりにしゃべっている、そんな印象だった。彼女の案内で、大河内家の敷地に足を踏み入れる。

　旅館と見紛うような大邸宅だ。広々とした日本庭園と純和風の母屋。敷地内に離れのような建物がいくつもある。これが個人宅とは誰も思わないだろう。

　世間話どころか、こちらを振り返りもしない駒子の背中を見つめて、清香はため息をつく。

　彼女のあれはただの脅しなのか……その可能性に賭ける勇気は持てなかった。本気なら、榛名画廊の従業員の再就職を邪魔するくらいのことは平然とやってのけるだろう。

（大河内家の援助だけが目的の私と、私を人間とも思っていないこの家。考えようによっては、お似合いじゃない）

　清香の顔に皮肉めいた笑みが浮かぶ。運命だと思った恋は永遠に叶わない。それなら、財産目的の割りきった結婚も悪くはないと考えたのだ。

『そういうの、やけっぱちって言うのよ』

　茉莉にはそう怒られたけれど。

「お部屋にご案内します。生活に必要なものはすべてそろっていますが、不足があればおっしゃってください」

　長い廊下を歩きながら駒子が説明を始めた。立派な屋敷のわりに、内部はあまりにも静かで寂しい。働いている人間もそう多くはなさそうだ。

（地下牢に閉じ込められたりするのかと思ったけど、それは考えすぎだったみたいね）

　牢のひとつくらいはあっても驚かない屋敷だが、清香の部屋はちゃんと母屋に用意されているらしい。駒子はひたすらまっすぐ進む。

「あの、昴さんにごあいさつはできるのでしょうか？」

　縁談相手であるはずの彼とはいまだに会ったことも電話をしたこともない。今日はさすがに対面できるものと思っていたのだが、駒子の返事はそっけないものだった。

「昴さんはこちらにお住まいではありません」

「えぇ？」

「ご多忙な方ですから。普段は六本木のほうに」

　六本木駅前にある有名なタワーマンションの名を彼女は口にした。

「でも、時々はこちらにもいらっしゃるんですよね？」

　困惑しきった声で畳みかけるように尋ねたが、駒子はにべもない。

「さぁ。私にはわかりかねます」

（駒子さんの嫌がらせ？　早速花嫁候補いびりが始まったんだろうか）

　一瞬そんなふうに思ったが、彼女は本当に知らないという表情だ。

　清香は足を止め、愕然とその場に立ち尽くした。

（花嫁修業なのに、夫となるはずの人に会うことも叶わないの？）

　さすがに少しばかり同情したのか駒子もこちらを振り返り、いくらか人間らしい声音で続けた。

「大河内家のみなさまは本当にお忙しいのです。ここに住んでいる人間は、私を含めた数名の従業員と……それから」

　そのとき、この屋敷には似合わない明るい声が届いた。

「駒子さ～ん！」

　ふたりを追いかけるように、長い廊下を女性が駆けてくる。駒子と違い、和服ではなく茶色のニットにジーンズという格好だ。年齢は三十代後半くらいだろうか。

（誰？）

　肩で息をしている彼女をまじまじと見つめてしまった。

　その視線を察したのか、彼女は軽い会釈と自己紹介をしてくれる。

「あっ、はじめまして。パート従業員の近こん藤どうです」

　彼女の〝普通っぽさ〟に清香は安心してしまった。時代がかった屋敷、能面のような駒子、あまりにもリアリティがなくて、知らない世界に迷い込んだような気持ちになっていたのかもしれない。

「廊下は走らないようにといつも言っているでしょう、千ち佳かさん」

　教師のような発言をする駒子も、千佳の前だといくらか人間らしく見える。

「ごめんなさい。でも、京きょう都との大おばさまからお電話で……駒子さんじゃないとわからないから、さっさと代われとすごい剣幕で」

　千佳は表情豊かだ。京都の大おばさまがとても厄介な人物であることが、清香にも伝わる。駒子はやや迷うそぶりで千佳と清香の顔を順に見る。

「私なら大丈夫ですよ。部屋の場所さえ教えてもらえれば、自分で捜しますから」

　駒子にそう伝えると、彼女は申し訳ないと頭をさげ、部屋の場所を説明してくれる。

　突き当たりを右、そのあとはすぐ左、手前から三番目の部屋。その説明に清香はうなずく。

　千佳と駒子が廊下の奥に消えてしまうと、水を打ったような静けさに包まれる。

　言われたとおりに屋敷を進むが、誰ともすれ違わないし、人の気配もない。

（あれ、手前から二番目だっけ？　三番目？）

　似たような障子と襖が延々と続いていて、まるでからくり屋敷だ。ひとりで大丈夫と言ってしまったことを今さら後悔する。完全に迷子だ。

（違う部屋を勝手に開けたら、怒られるよね）

　駒子の能面が鬼に変わるところを想像して思わず身震いする。

　広い空間にひとりきり。寂しさとみじめさが、余計に胸に迫ってくる。

（私、こんなところでなにをしてるのかな？）

　肝心の昴はいないのだ。駒子は気を使って言葉をにごしてくれたようだが、きっとさけられているのだろう。志弦の口から清香の素行を聞いたのかもしれないし、最初から不本意な縁談だった可能性もある。清香が父に逆らえないように、昴も祖父の遺言に渋々応じているのではないだろうか。どちらにしても、歓迎されない花嫁候補には違いない。

　落胆する背中に声をかけられた。

「誰だ？」

　反射的に振り向くと、角のところに長身の男性が立っていた。

「あっ……」

　それきり言葉が続かない。

（どうしよう。昴さんには会えないのに、志弦さんと会ってしまうなんて……）

　じっとこちらを凝視しているのは志弦だ。仕事帰りなのか黒いスーツ姿だった。

　大河内本家なのだから、志弦と顔を合わせる機会もあるかも。そのくらいは頭にあったが、こんなに早く出くわすとは想定外の事態だ。

　彼はゆっくりと近づいてくる。清香が手にしているボストンバッグを一瞥し、苦々しげに顔をゆがめた。清香の来訪理由を察したからだろう。

「忠告したのに、どうして来た？」

　怒気をはらんだ声音に、清香は下唇を強くかむ。

「……大河内家のみなさまと昴さんに好いてもらえるよう、精いっぱい努力します」

　今さらなにを。そう思われるのはわかっていても、こう言うしかなかった。志弦はピクリと片眉をあげて吐き捨てる。

「――金目当てか。だとしても、ほかを当たったほうが身のためだぞ」

　瞳には侮蔑の色がにじんでいた。鋭い視線が清香の心臓をえぐる。顔を背けてしまいたい気持ちをなんとか抑えて、彼の目を見つめ返す。

（金目当て……）

「悪いことは言わない。今からでも――」

「そのとおりです。軽蔑されて当然だと思っています」

（それでも、私はここを出てはいけない。その覚悟はしてきた）

　最低な自分を取り繕うことはしたくない。せめてもの矜持だ。

　清香があっさりと認めたことに驚いたのだろう。志弦は目を見開き、言いかけていた言葉をのみ込んだ。細く息を吐くと、清香のバッグに手を伸ばす。

「持つよ、案内する。花嫁候補ほどの大切な客ならおそらくあの部屋だろうから」

「大丈夫です。自分で行けますから」

　ボストンバッグを胸に抱え込む。

「今、迷っていただろう？　一年近く住んでいる俺でも迷いそうになる屋敷だ。だから――」

「大丈夫ですから！」

　逃げるように身をひるがえすと、背中に彼の声が飛んでくる。

「手前から三番目の部屋だ。襖に蓮の花が描かれている」

　礼を言う余裕はなかった。彼の言葉で頭がいっぱいだったからだ。

（ここに住んでいる、そう言ったの？）




　花嫁修業の期間は三か月。年を挟んで一月まで清香は屋敷に滞在し、仕事にもここから通うことになる。修業の具体的な内容は、想像していたよりずっとまともだった。大河内家の歴史や事業、人間関係についての勉強。茶道、華道、日本舞踊、テーブルマナーなどの良家の妻としての教養を身につけること。そういったものを駒子がつきっきりで指導してくれるらしい。

「一般企業の新入社員教育みたいですね」

「まさしくそのとおりです。大河内家の奥さまは重要な役職のひとつですから」

　社長や部長などと同じポジションのひとつ。駒子はそう考えているようだった。実際、これだけの名家だとそういう考え方も正しいのかもしれない。茉莉も似たようなことを言っていた覚えがある。

「料理は人並みに、こなせるようですね」

　店の厨房のような広さのある台所で、清香が包丁を動かすのを見て駒子は言った。人並みにというところに若干のトゲを感じたが、一応合格をもらえたと思っていいのだろうか。

「一般的な家事はそれなりに」

　母は家事の苦手な人だったので、自然と覚えた。榛名家は大河内家のように住み込みの家政婦がいるほど裕福ではなかったから。

「この家では一般的な家事は従業員がしますので、披露する機会はありません。ただ、こなせないのは恥というだけです」

　清香が唯一自信を持っていた家事は、なんのプラスにもなりはしない。駒子はそうばっさりと切り捨てた。

（すっかり嫌われちゃったなぁ）

　苦笑いを浮かべる。最初の電話で反抗的な態度を取ったのが原因だろうか。それとも、清香以外の別の女性が候補になったとしても彼女はこうなのだろうか。

（そもそも、この家も謎だらけだし）

　広大な屋敷でたしかに来客は多いようだが、あまり本家という感じはしない。捨て置かれている寂しさのような空気を感じるのだ。

　現在の企業としての大河内グループトップは一族外の人間。となると、この屋敷の当主は志弦と昴の両親になるのだろうか。だが、この屋敷でそれらしい人物を見かけたことはない。志弦は本人の言ったとおりここに住んでいるようだが、彼も忙しいのか、最初の夜からは顔を合わせていなかった。

　いろいろと気になることはあるものの、駒子には聞きづらい。余計なことをと一蹴されてしまいそうで。

「本日はここまでです」

　大河内家の味とやらをみっちり三時間叩き込まれて、ようやく終了した。

（料理は好きだけど、さすがに疲れたわ。今夜はゆっくりお風呂に入りたい）

　そう思ったところに駒子から容赦のないひと言が飛んできた。

「今日の料理はまぁまぁでしたが、昨日の日本舞踊はとても合格点を出せるレベルにありません。復習をしておいてください」

「ふ、復習ですか」

　駒子は無慈悲にうなずく。

「基本の歩き方を。そこの廊下を二往復するとちょうどいいでしょうね」

　さらりと告げられたが、この屋敷の廊下は一般家庭とは違い、とんでもない長さなのだ。

（に、二往復かぁ）

「……がんばります」

　疲れきった身体にムチを打って、日本舞踊の練習を始める。

　子どもの頃に習いごとはたくさんした。ピアノ、バレエ、華道、茶道、そして日舞も。どんどん上達していく茶道や華道とは対照的に、日舞はいつまで経っても進歩せず、先生にもあきれられてしまったという過去がある。根本的に運動音痴なのだ。

「う～ん。あれ？」

　不格好を修正しようとすると、ますますひどくなる。

（バレエもダメだったしなー。踊りの才能はないんだわ）

　それでも必死に長い廊下の先を目指して、すり足で歩き続ける。

　ふと視線を感じて顔をあげると、眉間にシワを寄せた志弦が目の前に立っていた。

「し、志弦さん!?」

（また会っちゃったな。それにしても……）

　自分に向けられる視線の冷たさに、シュンとしてしまう。碧美島で見せてくれたような優しい笑顔はもう二度と見られないのだと思うと、ひどく悲しい。

（仕方ないか。彼にとっての私は、財産目当てに押しかけてきた女だもんね）

「おかえりなさいませ」

　これで会話はおしまいだろうと、軽く頭をさげ彼に道を譲った。ところが――。

「……腰でも痛めたのか？」

「え？」

　志弦は不審そうに清香の顔をのぞき込む。

「変な格好で足を引きずってるから」

　どうやら日舞の練習であることすら、わかってもらえなかったようだ。清香は少しふて腐れた顔でつぶやく。

「――日舞の歩き方の特訓をしていました」

「日舞!?　それが？」

　彼は目を丸くしたかと思うと、ぷはっと噴き出すように笑った。が、すぐに我に返って表情を引き締め、冷淡な口調で続ける。

「悪いが、君の日舞に駒子さんが合格を出す日が来るとは思えない。大河内家に嫁ぐのはすっぱり諦めて、さっさと実家に帰ったほうがいいだろう」

　グッと言葉に詰まる。

（やっぱり志弦さんは、私がこの屋敷にいるのが嫌なんだな）

　わかっていたことでも、何度も言葉にされると胸が痛む。好きな人に嫌われてしまうのは、なによりつらい。

　けれど、逃げ帰ることもできないのだ。

「ひどいのは自覚しています。でも、同じ不合格でも努力したかそうでないかは大きく違うと思うので」

　清香はまた前を向いて、一歩ずつ進む。志弦の小さなため息が聞こえてくる。

「ここ。この場所にしっかり力を入れる」

　大きな手が清香のおなかを押した。

「丹たん田でんは知っているだろう」

　丹田とは下腹部周辺のことで、日舞ではここに意識を向けることで正しい姿勢が作られると言われている。

「頭ではわかっているんですけど、身体が上手に動かなくて……」

　先生にも身体の使い方は散々教わったのだけれど、言われたとおりに動かすのが難しいのだ。どうにも感覚をつかめない。

「下腹部を薄くする意識だ。最初はわからなくても、意識を続けると自分の思うとおりに身体を動かせるようになってくる」

「こうですか？」

「そう。もっと肩甲骨を寄せて肩を落とす」

　彼の手で清香の姿勢が整っていく。

「あぁ、だいぶマシになった。日舞に見えるぞ」

　褒め言葉にはほど遠いが、それでもうれしかった。

「本当ですか？」

　弾んだ声で言って彼を見る。と、思ったより近いところに志弦の顔があった。ドキドキしてしまって、すぐに視線を外す。

（やっぱり、ものすごくかっこいい……）

「――ありがとうございました」

「別に」

　言葉少なに、ふたりは会話を終えて別れた。両手で頬を触ってみると、なんだか熱くなっていた。

（赤くなってないかな？　一瞬、意識しちゃったこと志弦さんに気づかれてないよね）




　清香が屋敷に来て、最初の月曜日。

　尾野美術館の休館日なので、仕事も休み。花嫁修業も午前中は休みと聞かされていたので、与えられている自分の部屋で清香は荷物の整理などをしていた。

「あら。清香さん、ご在室ですか？」

　襖の向こうから聞こえてくるのは、パート従業員の千佳の声だった。

「はい。なにかありましたか？」

「花瓶の水の交換に来ました」

　清香は襖を開けて、彼女を迎える。今日もカットソーにアイボリーのパンツというカジュアルなファッションで、新聞紙に包んだ花束を抱えていた。カトレアをメインにした秋らしいアレンジだ。

「花も新しいものにしますね」

　彼女は通いのお手伝いさんで、ここに住んでいるわけではない。大河内家の人間という雰囲気が薄いので、清香も彼女の前では緊張を解くことができた。

　千佳は信楽焼きの大きな花瓶の水を換えて戻ってくると、床の間の前に正座し、新しい花をさす。

「カトレアって結構香りが強いですよね。苦手じゃないですか？」

　手際よく作業を済ませると、振り返って清香に聞いた。

「いいえ。自然な花の香りは大好きです」

　清香はほほ笑み、首を横に振った。香水などの人工的なものは得意ではないが、花は大好きだ。榛名画廊も、祖母がオーナーだった頃は季節の花々の香りに満ちていた。

「駒子さん、怖くない？」

　千佳は砕けた口調で言って、いたずらっぽく瞳を輝かせた。

「私も初めて会ったときはおびえちゃって、すぐに次の仕事を探さなきゃと思ったから」

　清香も頬を緩めて、話にのる。

「全然笑わないですよね。普段からあんな感じですか？」

「うん、そうなの。私がここに勤め出したのは下の子が小学生になってからだから……もう三年になるけど、駒子さんの笑顔はめったに見られないわ」

　どうやら、清香にだけ特別に冷たいわけではないようだ。千佳は穏やかな表情で続ける。

「でも、根っこは優しい人よ」

「そうなんですか？」

　遠慮なく驚いた顔をしてしまった清香に、千佳はぷっと噴き出す。

「清香さんって正直者！　うん、前に風邪で体調が悪かったときに今日は暇だから帰れって言ってくれて……その日は来客が多くて、実際はてんてこまいだったのに。ほら、ツンデレってやつ？　悪い人じゃないの」

（ツンデレ……私もいつか駒子さんのデレの部分を見られるかな？）

「それを聞けてちょっと安心しました」

　少なくとも、あと数か月は彼女に指導を受ける立場だ。同僚に人望のある人物であることがわかってホッとした。

　千佳になら……そう思って、気になっていたことを質問してみた。大河内家の内情だ。

「あの、昴さんと志弦さんのお父さまは、こちらにお住まいではないんですか？」

「貴たか之ゆきさんは持病が悪化して、数年前から伊い豆ずの別荘で療養しているの。目立った役職にも就いていないし、もう隠居しているようなものね」

　身体が弱いため源蔵の跡を継げないという話は聞いていたが、療養が必要なほどとは知らなかった。

「では、お母さまも伊豆でご一緒に？」

　千佳は苦笑し、ためらいながらも答えてくれた。

「う～ん。最初は伊豆で一緒に暮らしていたんだけど、一年ももたずに東京に帰ってきたわ。都会育ちの涼すず花かさんの性には合わなかったんでしょうね」

　兄弟の母は涼花という名のようだ。彼女は生まれ育った白しろ金かねに別邸を購入し、暮らしていると千佳が教えてくれた。

（昴さんは六本木のマンション、伊豆と白金にも別邸。本当にセレブなんだなぁ）

「源蔵さまがこの屋敷にいらした頃は名実ともにここが本家で、にぎやかだったけどね。最近はすっかり静かになっちゃって」

　千佳は困ったような表情になる。

「本来なら後継者に指名された昴さんがここに来ないといけないんだけど、彼は堅苦しいのがお嫌いみたいで。でも、本家に大河内の人間が誰もいないのは変でしょう。それで志弦さんがこちらに――」

「あの～」

　説明の途中にもかかわらず、思わず口を挟んでしまった。この屋敷に来てから、ずっと疑問に思っていたことだ。

「お兄さんの志弦さんがいるのに、どうして昴さんが後継者なんでしょうか？」

　持病のある貴之が外れるのは理解できるが、志弦は健康そうだし能力や素行に問題があるようにも見えない。

　清香の疑問に千佳は逆に驚いた顔を見せる。

「あら、清香さんは知らなかったのね」

「なにを、でしょうか？」

「志弦さんと昴さんは腹違いなのよ。志弦さんは前妻さんの子。愛人の子というわけでもないし、本来なら跡取りは志弦さんになるんでしょうけど……涼花さんはご実家がすごいから」

　千佳の話によると、涼花の実家は旧華族の名家で大河内家といえども彼女のことはむげにはできないそうだ。千佳は打ち明け話をするように、こっそりと言う。

「これは本当かどうか知らないけど、涼花さんの略奪婚だったらしいもの」

　志弦の実母は涼花に負けて、大河内家を追い出されてしまったということらしい。

　千佳は続ける。

「でもまぁ、その辺りの事情を抜きにしても後継者にふさわしいのは昴さんだって話よ。ちょっと軽薄そうな雰囲気の方で私は苦手だけど……仕事はすごく有能らしいから」

　そこまで言ってから、千佳はハッとして口をつぐんだ。

「やだ。清香さんの婚約者に私ってば失礼なことを……ごめんね、私っていつもこうなのよ。余計なひと言が多くて、この前も夫にものすごく怒られて――」

　そこから、話題は千佳のプライベートに移っていった。

（志弦さんだって、きっと優秀だと思うけどな）

　千佳のなかで志弦の評価が低そうなことに、清香は納得がいかない気分だった。




　その日も清香は仕事を終えると、まっすぐに大河内家に帰宅した。

　立派な日本庭園を眺めつつ、母屋へ向かう。頬に吹きつける風は冷たく乾いていて、本格的な冬の訪れを実感する。

「うぅ、寒いっ」

　コートの襟を立て、背中を丸めるようにして足を速めた。

　ここで暮らしはじめて、もう二週間。屋敷内で迷子になることはなくなったが、昴はいっこうに顔を見せる気配もない。

（なんのための花嫁修業なんだろう）

　考えてもむなしくなるだけだと、清香はそこで思考を断ち切る。すると、庭の奥からか細い鳴き声が聞こえてきた。なにかの動物……猫の声だろうか。

　キョロキョロと辺りを見回すと、低木の陰にうずくまる子猫の姿を見つけることができた。

（どこかの猫が迷い込んだのかな？）

　そう思って近づいてみる。毛は焦げ茶色、雑種かどうかは定かではないが、血統書のつく高級な猫という見た目でもない。

「どこから来たの？」

　子猫は清香の声にビクリと警戒をあらわにした。すぐにでも逃げ出したいような顔をしているのに、なぜかその場にとどまっている。よく見れば、前肢に血がにじんでいた。

（逃げたくても逃げられない、私と一緒だわ）

　妙な親近感を覚えてしまい、放っておけなくなった。

「怪我しちゃったのね。大丈夫？」

　せめて怪我の手当てくらいはしてやりたいが、勝手をしたら駒子に怒られてしまうだろうか。それに、飼う気がないなら構うなとはよく聞くことだ。

「う～ん」

　弱ったように眉根を寄せる清香の背に声がかかった。

「そんなところでなにをしてる？」

　振り返らなくてもわかる。志弦の声だった。彼は清香の背中ごしに子猫をのぞき込む。

「迷い猫か？」

　彼に事情を説明する。

「はい。足を怪我して歩けないみたいで。せめて手当てをと思ったのですが、駒子さんが今日から留守なのでどうしようかと……」

　静しず岡おかに住む彼女の妹が急に倒れてしまったそうで、駒子はしばらく休暇を取ることになった。

「手当てくらい構わないだろう。それに、彼女はああ見えて動物好きだから……帰ってきたら喜ぶかもしれないぞ」

　志弦は優しい手つきで子猫を抱きあげた。駒子と同じく、彼も動物好きのようだ。

「どこへ運ぶ？」

「では、とりあえず私の部屋へお願いします」

　大きめの段ボール箱にタオルを敷いて、簡易ベッドを作ってやった。志弦の持ってきた温めたミルクを、子猫はまるで毒見でもするような仕草でペロリと舐めた。

「名前をつけてやったらどうだ？」

　子猫に目を細めながら、彼はそう提案した。

「私がですか？」

　居候の自分より志弦がつけるべきではないかと思ったのだけれど、彼は当然というようにうなずく。

「君が助けた猫だから」

「えっと、それじゃあ……ウタはどうでしょうか？」

　清香が言うと、彼は柔らかくほほ笑んだ。

「歌うた川がわ国くに芳よしにちなんで？」

「はい！」

　わかってもらえたことがうれしかった。歌川国芳は江戸末期に活躍した浮世絵師で、猫を描いた作品の多さでも知られている。猫を描いた画家は西洋にも多く、ピカソやルノワールなどがその筆頭になるだろうか。

「ルノと迷ったんですが、この子は和風だから」

「そうだな。ウタのほうが似合ってる」

　ふたりを包む優しい空気に、清香の胸は甘く疼く。

（こんなふうにおしゃべりするのは、碧美島以来だな……。ダメだとわかっていても、やっぱりこの男ひ性との隣はドキドキする）

　青墨の瞳も、綺麗な唇も、落ち着いた声も、あの幸せだった時間を思い出させる。心をかき乱されて困るのに、それでも、そばにいたいと願ってしまう。

「ひどいようなら、動物病院に連れていくか」

　ウタの前肢に視線を落としながら志弦は心配そうにつぶやいた。

「あ、はい。そうですね。まずは手当てをしてあげて……」

　彼に見とれていたことを悟られないように、清香は慌てて手を動かす。ミルクと一緒に志弦が持ってきてくれた救急箱からガーゼを取り出して、ウタの傷に触れようとしたその瞬間……ガリッと爪を立てられてしまった。まだ警戒は解けていなかったらしい。

「いたた」

　傷口を確認しようと指先を持ちあげると、横から伸びてきた志弦の手につかまった。

「え……」

　血がにじんだ清香の指を、志弦はためらうそぶりもなく軽く食んだ。柔らかな舌の感触は、ひどく官能的で清香の身体は熱をはらむ。

「んっ」

　思わず変な声が出てしまった。恥ずかしさに頬が染まる。

「し、志弦さんっ」

　制止の意を込めて、少し大きな声で呼びかける。すると、彼はビクリと肩を揺らして清香を見た。その瞳がとても熱っぽく見えて、鼓動が暴れ出す。

「あ、その」

「あぁ、すまない」

　志弦は清香の指を解放すると、救急箱から新しいガーゼを取り出して傷ついた指先を包み込んでくれる。唇が触れるのもドキドキしたけれど、指先が絡み合うこの状況も清香には毒だ。全身の血が集まっているのではと思うほどに顔が熱い。

「母の癖だったんだ」

「え？」

　なんの話だろうと首をかしげて彼を見あげると、志弦は懐かしそうな顔をしていた。

「怪我をしたら、キスをすれば大丈夫だって。母の口癖だった」

　追い出されてしまったという実母の話なのだとわかった。あどけない少年に戻ったような表情はほんの一瞬で、彼はすぐにいつもの凛々しさを取り戻す。

「悪かったな。本当はかえって菌が入るからよくないのに。消毒するよ」

　そんなふうに言って、彼は新しいガーゼに消毒液を吹きつけた。

（消毒、しなくていい……したくない）

　内心でそう思っていることは、もちろん彼には打ち明けられない。

　嫌がるウタにあちこち引っかかれながら、なんとか手当てを終えた。骨が折れている様子はないので、病院に行くほどではないかもしれない。

「野良猫ですかね？　それとも近所で飼われている子かな」

「この辺りはペットを飼っている家は多いが……ウタは見かけたことがないな。駒子さんならわかるかも」

　眠くなってきたのか、ぼんやりしているウタの様子を見守りながら清香は言う。

「勝手にウタって呼んでるけど、本当はそんな名前じゃないよって思ってる？」

　ウタに話しかけたつもりだったが、志弦が答えてくれた。

「さっきの攻撃はもっと立派な名前があるという抗議だったのかもな」

　この辺りで飼われている猫ならば、たしかに立派な名をつけられていそうだ。清香がクスリと笑うと、志弦も柔らかく口元を緩めた。

「この屋敷には慣れたか？」

「はい。やっと全容を理解しました」

　母屋以外にも離れやら蔵やら、時代劇に出てくる大名屋敷のようなのだ。

「花嫁修業はどうだ？」

　志弦の口からその単語が出たことに、ちょっと心が痛んだ。

「立派なおうちはやはり大変なんだなと……それから、時々むなしくなります」

　志弦の声が優しいから……ついつい弱音を吐いてしまった。

「むなしい？」

「私はなんのためにここにいるのかなって。おそらく昴さんは、この縁談を望んでいないんですよね」

　言葉にしたら、張りつめていた糸が切れて涙があふれそうになる。急いで上を向いてそれをこらえた。

　隣の志弦が言葉をのみ込むのを感じた。

「私がここにいることで、志弦さんにも不快な思いをさせますし……」

　落ち込む気持ちを払うように、無理して明るい声で続ける。

「あ、そうだ。私、休館日の月曜日以外だと水曜日がお休みのことが多いんです。だから、もしよかったら水曜日にまた尾野美術館にいらしてくださいね」

　以前は毎週のように来ていた志弦が、碧美島でのデート以降はぱたりと姿を見せなくなった。初めは自分と顔を合わせていないだけかと思っていたが、ほかのスタッフの間でも『王子さまが来なくなった』と話題になりはじめている。

　志弦は力強い手で清香の両肩をつかみ、自分のほうへ向けさせた。

「清香」

　凛とした声。

（名前で呼んでくれた……）

　彼の声で発せられると、自分の名前はとても特別なもののように響く。ときめいてはいけない相手だと嫌というほど理解しているのに……胸の高鳴りは大きくなるばかりだ。

　この瞳に見つめられると、身じろぎもできない。

「俺は君を嫌っているわけではない。まぁ、白状すると君があの夜を〝火遊び〟と言ったことには少なからずショックを受けたが」

　清香は彼を見つめたまま、あふれそうになる思いをこらえた。

『火遊びなんかじゃない。ずっと、ずっと憧れていた。抱かれたのは、好きだったからだ』

　本当はそう正直に伝えたい……けれど、義兄になるかもしれない人に告白をして、どうなるのだ。彼を困らせてしまうだけだ。

　志弦は真摯な声で話を続ける。

「純粋に君のために話している。大河内家は金はあるが、それだけだ。この家は君を幸せにしない。君自身のために……ここを出ていくべきだ」

　惑うように揺れる清香の瞳を、彼はじっと見つめている。

「金目当ての浅はかな女。そう思い込もうとしたが、おそらく君は違う。どうしてここにいるんだ？」

　まっすぐな眼差しに嘘はつけなかった。

　正直に榛名画廊の惨状を彼に明かす。

「大河内家からの援助が途絶えれば、倒産してしまうんです。情けない話ですが、もう榛名家の力ではどうすることもできなくて」

『芸術なんてものは今も昔もパトロンありき。そういう世界なんだよ』

　そんな言葉で経営努力を放棄した父、そして、それをいさめられなかった自分の力不足だ。自嘲するような笑みを彼に向ける。

「私は……財産だけが目当ての浅はかな女です。違うと言ってくれたあなたの言葉を裏切って、本当に申し訳ありません」

　肩を震わせて、ゆっくりと頭をさげる。

　長い沈黙が流れたあとで、志弦は静かに口を開いた。

「昴に連絡を取ってみる。君となら……あいつも変わるかもしれない」










四章　俺にだけ見せて




　家のために犠牲になる自分を『財産目当ての浅はかな女』と言い切る彼女の姿はあまりにも切ない。と同時に、清香の持つ高潔さに志弦は深く胸を打たれた。

（この子は自分を飾り立てない。よく見せようと偽ったりもしない。だからこそ、これほど美しいのだろうな）

　かすかに震える背中を抱き締めたいという衝動に思わず手を伸ばしかけたが、すんでのところで指先を折る。

　覚悟もなくそんなことをしても、彼女の健気な決意を踏みにじるだけ。流されるままに生きている自分が清香にふさわしいとはとても思えなかった。

（やっぱり俺には高嶺の花なのかもしれない）

　清香と初めて会った頃のことを思い出す。
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　祖父、源蔵が亡くなった数週間後。なにを思ったのか、志弦はふらりと尾野美術館に足を運んだ。源蔵の死を悼むこともせず、権力争いに夢中になっている身内と会社関係者にうんざりして、とにかくひとりになりたかったのだ。尾野美術館を選んだことに深い理由はない。立地のよさとコレクションが好みだったという程度だ。

　庭園のほうにはグループの客もいてにぎやかだったが、館内は熱心なひとり客がパラパラいる程度で静かだった。志弦は山水画などをぼんやりと眺めた。

（俺は大河内グループを去ったほうがいいんだろうか）

　源蔵亡きあと、大河内グループトップの椅子には長く重役を務めていた男が座ったが、これはあくまでも中継ぎ的な人事だ。父は前線を退いているし、次のトップは源蔵が指名した昴だ。ならば、自分は彼を支えることに徹したいが、それがすんなり許される雰囲気にはない。グループ内には自分を推す勢力も根強く、昴派との対立が深刻だ。

　いっそ、自分が去ったほうがグループはまとまるのではないか。志弦はそんなふうに思いつめていた。

「はい。こちらの作品は室町中期頃のもので――」

　ふいに志弦の耳に鈴を転がすような声が届いた。綺麗だなと、素直に感動して声の主を捜す。ブラックスーツに身を包んだ、ここのスタッフだった。すらりと華奢なスタイルに日本的な優しい顔立ち。立ち居振る舞いから、品のよさがにじみ出ている。

　なにより、展示品を見つめるキラキラとした瞳に志弦は心を奪われた。

（あぁ、この作品が大好きなんだな）

　言葉の端々からも扱う作品へ込めた彼女の愛が伝わってくるようで、ほほ笑ましい。彼女の仕事への真摯な姿勢に、自分の入社当時を思い出した。

（俺も社会人になりたての頃はうちの仕事が純粋に好きだったな。世界を変える大きな仕事ができることにワクワクして……）

　当時の自分が今のこの姿を見たら、どう思うだろう。

（きっとあきれるな）

　投げ出さずに、もう少しがんばってみようか。そんな気持ちになれたのは彼女のおかげだ。

　この日以来、なにか考えごとがあるたびに訪れるようになった。それがいつしか〝毎週日曜日には欠かさず〟に変わった。決して悩みが増えたからではない。彼女に会いたかったからだ。

　名前も知らない、言葉を交わしたこともない相手に恋をしてしまった。一目惚れというものを、志弦は信じていなかった。外見だけで幻想を抱くほど中身に幻滅する可能性が高くなると、むしろ否定派だったくらいなのに。

　けれど、彼女の美しく伸びた背筋や癖のないサラサラの黒い髪は、内面の素直さを表しているように思えたし、仕事への姿勢から人間性も伝わってくる。中身を知ったら、きっともっと好きになる。そんな確信があった。

（いいかげん、見つめているだけは卒業しよう）

　そう決意して、志弦はひどい夕立のなか、彼女が仕事を終えるのを待っていた。先に話しかけてくれたのは、意外にも彼女だった。急な雨に困っている客に傘を貸してくれようとしたらしい。

『よかったら、今度お茶でも……』

　そう口にしかけた瞬間、彼女に先をこされてしまった。

「お、お願いがあるんです！」

　彼女からのデートの誘いがうれしくて顔が緩む。もっと知りたいと思っていたのは、自分だけではなかったのだ。

　やけに〝一度きり〟を強調していたことは気になったが、聞けなかった。それでデートがなしになるのが怖かった。

　初デートで碧美島に行こうだなんて、張りきりすぎている自覚はあった。普通の女性なら引くだろう。だけど、志弦が彼女について知っていることは芸術好きという一点だけだ。彼女が喜びそうな場所を考えたとき、真っ先に浮かんだのがこの場所だったのだ。大河内家は昔から芸術関係の支援には熱心で、碧美島とは縁が深い。一族の人間として、志弦も年に一度は訪れているので観光案内はお手のものだ。

　そして、もくろみどおりに彼女はうれしいと笑ってくれた。その笑顔が志弦を幸せにする。

「すみません。時間、使いすぎてしまいましたよね」

「いや、勉強になった。ひとつの作品をじっくり見ると、また新しい発見があるものなんだな」

　本当に絵や彫刻が好きなのだろう。小さな美術館を見て回るのに、ずいぶんと時間を費やした。けれど、その時間は志弦にとっても楽しいものだった。

　美術館に併設されたカフェの前で彼女は足を止める。

「喉が渇いた？」

　そう聞いたが、どうやら違うようだ。ショーケースに並ぶカラフルなマカロンに夢中になっている。少女のようで、なんともかわいらしい。

「食べていく？」

「あ、でもさっき喫茶店でケーキを食べたばかりだし」

「なら、土産にしよう。マカロンならどこでも食べられるだろ」

　志弦が言うと、彼女の顔がパッと輝いた。無邪気な反応に志弦は目を細める。

「君の瞳は雄弁だな。好きなものを見るときは輝きが違う」

「……そんなにわかりやすいですか？」

　照れる仕草も愛らしく、志弦の胸を甘く焦がす。クスクスと笑いながら「あぁ」と答えると、彼女は急にそっぽを向いた。

　志弦は少し困った。

（子ども扱いと思われてしまったのだろうか）

「すまない。気を悪くするようなことを言ってしまったか？」

　彼女は顔を背けたまま、かすかに声を震わせた。

「そうではなくて……わかりやすいと言われてしまうと、あなたの顔を見られません」

　一撃で心臓を射貫かれた、そんな気分だった。

（いくらなんでも、かわいすぎるだろう……）

　両手をあげて降参するしかない。

　自分を見るときの彼女の瞳はキラキラしている。それは決して勘違いではないと、彼女本人が肯定してくれたのだ。

　志弦の気持ちはどんどん膨れあがっていき、歯止めをかけることはできなかった。

「聞いてしまって、君を抱けなくなるのは嫌だ」

　なにかを打ち明けようとしていたのに、自分のエゴを優先してしまった。

　柔らかなぬくもりは、志弦を世界一幸福な男にしてくれる。この甘い時間が結果的に彼女を傷つけることになるのでは……頭の隅にあったそんな思いを強引に消し去り、目の前の愛する女性に溺れた。

　翌朝になって彼女の口から火遊びだったと聞かされたときはショックだったが、碧美島から戻り冷静になると、誰でもいいから男と遊びたいという類のものではないことは理解できた。どれだけ悪いほうに考えても、そんな女には見えない。

（望まない縁談なんだろうか）

　尾野美術館に会いに行くべきかどうか、かなり悩んだ。見合いをやめてほしいと正直に伝えようかとも思ったが、彼女の思いつめた表情からそんなに簡単な問題ではないことも予想がついた。

　結局なんの覚悟もないままに、再会の瞬間を迎えてしまった。

　昴の兄であることを告げたときの、彼女の凍りついた顔。

『ほら、見ろ。やっぱり傷つけた』

　過去の自分の声が聞こえてくるようだった。

　義兄妹になるかもしれない相手との一夜。

　志弦の欲望のために、清香にまでその罪を背負わせてしまったのだ。

　もしあの夜、彼女の告白を聞いていたら……。

　話の流れで清香の縁談相手が誰か、わかったかもしれない。そうすれば、自分たちは関係を持つこともなかったはず。

（だが、それでも……）

　もし過去に戻れたとしても……志弦はやっぱり彼女の話を聞くことを拒むだろう。清香が欲しくて、たまらないから。

（勝手で最低な男だ。どう考えても君にはふさわしくない）
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　大おお手て町まち。高層ビルの立ち並ぶこのエリアに『大河内ホールディングス』もオフィスを構えている。現在の志弦はここの経営統括室に所属している。

　時刻は午後三時。午前で終わるはずだった打ち合わせが異常に長引いて、昼食を食べ損ねてしまった。今さらしっかりとした食事は重いな……とコーヒーブレイクのみで済ませることにした。

　最上階のカフェテリアで、ホットコーヒーを片手にスマホで『猫の飼い方』と検索してみる。今朝になったら、ウタはすっかり元気に歩けるようになっていた。しかし、駒子が戻るまではとりあえず屋敷で預かることにしたのだ。野良猫なのか飼い猫なのか、はっきりしないかぎりは対応できないと思ったからだ。

『仕事帰りにキャットフードとか買ってきますね』

　出勤前に顔を合わせた清香はそんなふうに言っていた。つらいばかりのあの屋敷でウタが彼女の癒やしになってくれるのならありがたい。志弦は心からそう思った。

　なので、短期間とはいえウタには快適な環境を用意する必要がある。大量に出てくる情報を、志弦は真剣に読み込む。

「キャットタワー？　これは必需品なのか」

　十分程度の休憩のつもりだったのに、ウタのための情報収集に思わぬ時間を費やしてしまった。急いでカフェテリアを出ようとすると、出口近くに設置されているパーテーションで区切られた打ち合わせスペースから自分のうわさ話が聞こえてきた。

「にしても、この会社に大河内一族の直系がいるとは驚きましたよ！」

「まぁね。世間への名刺の威力はものすごいけど、所詮うちは裏方だもんな」

「そうそう。飲み会での女の子ウケは抜群ですよね！」

　体育会系の元気な声は若手社員、応じているのは志弦より年上の中堅社員といったところだろうか。

　大河内ホールディングスはグループの持ち株会社だ。持ち株会社制の仕組みをよく知らない人間は『親会社＝もっともすごい』という単純な図式を想定するようだが、大河内グループにおけるホールディングス本体の役割は彼らの言うとおり裏方だ。グループ全体の戦略を練ったり、総務・人事のような仕事なども担っている。

　大河内グループの花形企業は、やはり商事や銀行だろう。

「志弦さん、なんでうちにいるんですか？　公認会計士資格も持ってて、有能なのに」

　まさか本人が盗み聞きしているとは思ってもいないようで、彼は無邪気に先輩に尋ねた。

「それはアレだよ、お家騒動ってやつ。亡くなった前代表の遺言で、弟のほうが後継者に指名されたから……花形の銀行本店にいた志弦さんは本流を外されてこっちにってとこ」

「うわぁ、露骨ですね。弟さんのほうは商事でしたっけ？」

「そうそう。来年の株主総会で商事の取締役に昇格って話らしいぞ」

「まだ二十代ですよね？」

「あぁ、最年少役員の誕生だな。ま、彼はほら。母親っていう強力な後ろ盾もあるから」

　グループのあらゆる情報が集まってくるホールディングスの社員なだけあって、彼らのうわさ話は驚くほど正確だった。志弦が銀行から異動してきたことも、昴が役員になることもそのとおりだった。

「でも、志弦さんもまだ負けが決まったわけじゃないぞ。ロンドンに行った古ふる谷やさんが引っ張ろうとしてるって話だから」

　古谷は銀行にいた頃の上司だ。当時は副頭取だったが、つい最近、海外事業のために立ちあげた新会社の社長に就任している。

「お～。兄派と弟派の派閥争いですね。ドラマだ……」

「ま、俺たち下っ端にはなんの影響もないから心配すんな」

　彼らの笑い声を背中で聞きながら、そっとカフェテリアをあとにする。

　祖父が昴を後継者に選んだと知ったときは驚いたし、多少のショックも受けた。祖父には目をかけてもらっている、それに足る実績は残してきたという自負があったから。だが、冷静になってみると相応の納得感もあった。

　源蔵はいつだって、大河内グループのことだけを考える経営者だった。身内より会社。冷酷に思える瞬間もあったが、そうでなくては巨大な企業グループは守れない。

　大河内グループは源蔵が健在だった頃から、派閥抗争が深刻化していた。源蔵派と涼花・昴派の争いだ。これで後継者に志弦が指名されれば、派閥争いはますます激化する。お家騒動で弱体化した企業など数えきれないほどの例がある。

　昴を中心とした新しい体制を整えていく。それがグループにとって最善だと、源蔵は判断したのだろう。

（俺は俺の仕事をすればいい）

　銀行の仕事はやりがいがあったが、現在の業務にも不満はない。銀行時代よりむしろ会計士の資格が役立っているし、裏方的な仕事は自分の性に合っている。

　正直にいえば、権力と財産を争う面倒な人間関係から手を引くことができて、ホッとしている部分もある。

　人はこれらを得るほど強欲になっていくものだ。そうして不幸になった実例を志弦はたくさん見てきた。

（彼女には……こんな世界に身を置いてほしくない）

　清香を思うと胸が痛む。彼女が自分の母と同じような道を歩むところは見たくなかった。大河内家と昴は、きっと彼女を不幸にする。

（いや、そう思いたいだけか）

　自嘲するように口元をゆがめる。単純に彼女が昴の妻になるところを見たくないのだ。だが、彼女の覚悟と実家の事情を知ると、なんとかしてやらねばという気持ちも湧いてくる。

（昴が彼女を幸せにできるのなら）

　そうなってほしい気持ちとならないでほしい気持ち。矛盾する思いにどう折り合いをつけていいのかわからない。




　経営統括室の自身のデスクに戻ると、志弦は引き出しから名刺ケースを取って目当ての一枚を捜す。几帳面にかな順に整理してあるので、すぐに見つけることができた。

『大河内商事　営業本部　部長　大河内昴』

　めったに連絡を取り合わないので、プライベートの番号は知らない。仕事用のスマホに連絡をするのも数えるほどだ。

（つながるかな？）

　予想に反して、呼び出し音は短く途切れてすぐに彼の声が届いた。

『もしもし～』

「突然悪いな。志弦だ」

『マジ？　珍しいこともあるもんだなー。なんか用？』

　あいかわらず学生のようなノリだ。仕事はできるそうなのだが……新入社員に苦言を呈する管理職のような気持ちになりながら、話を切り出す。

「そろそろ本家に顔を出せないか？　お前を待っている女性がいることは知っているだろう？」

　うっとうしいと言わんばかりの声が返ってくる。

『あぁ。榛名清栄の孫？　もう来てるんだ』

「彼女の名前は清香さんだ」

　昴が清香を清栄の付属物のように呼んだことに、イラ立ってしまう。

　そもそも先日の見合いも、たまたま本家に来ていた昴がいきなり『面倒になったから行かない。適当に対応しといて』と言い出したのだ。清香をないがしろにしすぎだ。

　通話口からこちらを小馬鹿にしたような笑い声が聞こえてくる。

『けどさ～、俺を待ってる女の子はあちこちに大勢いるんだよね。だいたい、この見合いは形だけだろ』

　昴はうんざりしたようにため息をつく。

『俺が相手をどう思おうと、どうせ結婚することになるんだ。大河内家はいまだ、とうにくたばったじいさんの言いなりだ』

　奔放すぎる困った弟だが、彼の気持ちも多少は理解できる。大河内家の跡継ぎの地位はあまりにも重い。その責任を彼に押しつけている自分には、昴をいさめる資格などないのかもしれない。

「それでも、一度くらいは……」

『わかった、わかった！　未来の奥さんに会いに近いうちには帰るよ』

「――頼む」

　真剣な声で言うと、なにか聞きたげな間が返ってきた。

『ていうか、なんで兄貴が？　家のゴタゴタなんかいつも面倒そうな顔をしてるくせに』

　そのとおりなので反論できない。志弦が言葉を詰まらせたことで、昴はなにか勘づいたらしい。

『もしかして、その女を気に入ったとか？』

「そういうことじゃ――」

　図星だったので反応が遅れた。品のない含み笑いで彼は言う。

『別にいいよ。一度くらいなら貸してやっても。なんなら、俺の代わりに躾けておいてよ』

　あまりにひどい暴言に、志弦は無言で通話終了ボタンを押す。

　昴は女性を愛玩用のおもちゃとしか思っていない男だ。あり余る財産と整ったルックス。非道のかぎりを尽くしても女はいくらでも寄ってくるし、そういう女にばかり囲まれているからますます女性への尊敬の念を失っていく。

　志弦は小さく舌打ちした。

　清香なら昴も変わるかもしれない。たしかに一瞬、そんな期待を抱いたが、変わらなかったらどうするのだ？

　昴のような男が清香に触れることを、自分は我慢できるだろうか。

　あの夜を思い出す。

　上気した頬、しっとり潤む瞳、柔らかくぬれた唇。彼女を思うだけで、身体の芯に火がともる。折れそうに華奢だったウエスト、腰に絡みつく細い脚、純白のシーツに広がった艶やかな黒髪。

（誰にも見せたくない。淫らな清香を知る男は俺だけでいい）

　それが偽りのない本音だった。彼女をさらってどこか遠くへ逃げてしまおうか。

　鍵のかかる部屋に閉じ込めて、誰の目にも触れさせない。そんな犯罪者じみた妄執にとらわれてしまいそうになって、志弦は慌てて頭を振った。










五章　もう一度、抱き締めて




　清香の持つチョコレートクリームがたっぷりのったココアを見て、茉莉は「うわぁ」と眉をひそめる。

「見てるこっちまで胸焼けしそう」

「いいの。甘いものは私の幸せの源だから」

　茉莉はいつもどおりブラックコーヒーだ。

　仕事帰りの午後七時、某チェーンのコーヒーショップで茉莉と落ち合った。ウタの様子が気になるので、今日は夕食ではなくお茶だけにしてもらったのだ。

　清香の座る椅子の下の荷物置きには、仕事用のトートバッグのほかにウタのために購入してきたキャットフードやトイレシートなどの入った大きな紙袋がある。

　カップに口をつけながら茉莉が言う。

「それにしても、久しぶりだよね～」

「うん、二週間以上会えてなかったかな？」

　社会人の友人同士ならそんなものだろうが、同じマンションで姉妹のように暮らしていたふたりには〝久しぶり〟なのだ。

　会うのはマンションを出て以来だった。清香は花嫁修業で忙しかったし、茉莉は茉莉で取材のため、一週間ほど広ひろ島しまに行っていたらしい。

「はい、お土産」

　そう言って渡されたものは、広島を拠点にしている球団のマスコットキャラクターのぬいぐるみだった。清香は困惑げに首をかしげる。

「私、野球はちっとも詳しくないけど……？」

「うん。私もまったく知らない」

「じゃあ、なんでこれ？」

　かの有名な和菓子とか、ほかに無難なものがいくらでもありそうなのに。

「宿のおじさんが広島土産といえば、これだってオススメしてくるからさ」

　ファッションやインテリアのセンスは抜群な茉莉だが、土産のチョイスだけはよくわからない。清香の部屋の出窓には、茉莉が全国各地で買ってきた不思議な土産ものがずらりとコレクションされていた。今はそっくりそのまま大河内家で与えられている部屋に並んでいて、千佳に妙な顔をされている。

（でも、次はなんだろう？って、楽しみでもあるのよね）

「ありがとう」

　コレクションが増えたことに礼を言うと、茉莉はイヒヒといつものように笑った。

「でも、すぐ近くに清香がいないとやっぱり寂しいなぁ。この縁談がまとまっちゃったら、もうマンションには帰ってこないってことでしょ？」

　いまだに顔を合わせてもいない昴との縁談がまとまるとは思えなかったが、寂しそうな顔をされたことは素直にうれしかった。清香も同じ気持ちだから。

「彼氏と暮らしたら？　同棲しようって誘われてるんじゃなかった？」

　茉莉の両親は清香の親ほどうるさくはない。ここだけはというラインさえ守れば、ある程度は自由にしていいという方針だった。

　それに、彼女の今の恋人はエリート官僚で結婚相手としても申し分ないはずだ。

「あぁ、それねぇ」

　声のトーンでなんとなく察した。詳しく聞いてみると案の定、別れてしまったらしい。

「どうして？　うまくいってると思ってたのに」

　茉莉は彼女らしくもなく言いよどむ。清香が辛抱強く待っていると、ようやくぽつりと小さく打ち明ける。

「気になる人ができたの」

　彼女は恋多き女ではあるものの、浮気や二股にはものすごく潔癖で、気持ちが少し動いただけでもその時点で別れを選ぶタイプだった。軽いのか真面目なのか、判断が難しい。

「どんな人？」

　茉莉のことだからもうその人と付き合っている、少なくとも告白くらいはしているだろうと思って尋ねたが、返事は意外なものだった。

「……好きになっちゃいけない人」

　ドキリとした。一瞬、自分の話をされているのかと思ってしまった。

　でも違う。これは茉莉の恋の話だ。

「まさか、妻子持ちとか？」

　大親友とはいえ、その場合は応援できない。なんとしてでも止めなくては。そう意気込んだけれど、茉莉はあっさりと首を横に振る。

「違うよ。けど、無理な相手なんだ。真面目で堅物で……絶対に私みたいな女に惚れない人」

　いつも大人っぽい茉莉が、頼りなさげな少女みたいな顔をしている。

（ついに見つけたのかな？　運命の恋）

　これまでの恋とは違うことが清香にもわかった。胸がポカポカと温かくなったような気分だ。

「妻子持ちじゃないなら全力で応援する！　運命の恋、絶対に成就させてよね」

「簡単に言わないでよ。とんでもなく難攻不落なんだから」

　茉莉にここまで言わせるとは、いったいどんな男性なんだろう。彼女が『恋人だ』と言ってその人を紹介してくれる日が今から楽しみだ。

「あ～もう！　私の話はおしまい。清香は？　花嫁修業なんて前時代的な体験はどう？」

　思いきり照れた顔で、茉莉は無理やり話題を変えた。

　茉莉と違って自分の話は楽しい内容ではない。肩を落として話し出す。

「う～ん。花嫁修業のほうは、仕事みたいな感じでまぁなんとか……」

「なにそれ？　ほかに問題があるみたいな口ぶりね」

　問いただされて、正直にいまだに昴と対面していないことを告げる。茉莉は自分のことのように憤慨し、ドンと大きな音を立ててマグカップをテーブルに叩きつけた。

「ちょっと、茉莉。お店のものだからねっ」

　そんな小言には耳を貸さず、額に青筋を浮かべている。

「もう二週間以上よね？　花嫁修業と偉そうに呼びつけておいて、顔も出さないわけ？」

　忌憚なくいえば、そういうことになるだろうか。清香はこくりとうなずく。

「おじいさまの遺言ってだけで、昴さん本人はもちろん、彼のご両親も望んでいないんだと思う」

　でも彼らにも言い分はあるだろう。榛名画廊の惨状は調べればすぐにわかること。

（あきらかに金目当ての女なんて誰だって嫌よね……ご両親だってそう考えるに決まってる）

　自分の両親と比べると、むしろ昴の両親がとてもまともに思える。

「それにしたってさ、顔を見てから断るなりなんなりすればいいじゃない！　不誠実すぎるよ。そんな男に清香は任せられない」

　茉莉がズイッと身を乗り出すようにして顔を近づける。

「思いきって、そのお兄さんのほうと駆け落ちでもしちゃえば？」

　美術館の彼である志弦が同じ屋敷で暮らしていることは説明したが、彼とどうこうなどという話はひと言もしていない。いくらなんでも、飛躍しすぎだ。

「なんで、そんな話になるのよ!?」

「だって、清香は今も彼を思ってるでしょ」

「そ、そんなこと」

　必死に否定しようとしたが、茉莉は迷いなく断言する。

「嘘ついても無駄。清香のことはよ～くわかってるもん。私と違って、一途で重い女なこともね」

「重いって……」

　でも、否定できない。縁談相手の兄という、どうしたって許されない恋になってしまったにもかかわらず、清香は変わらず志弦が好きだ。いや、変わらずどころか深みにはまっている気さえする。

「白状すると、ほんの少しだけ、志弦さんとうまくいくことを夢見たりはした」

　茉莉が相手だから、取り繕う必要もない。心のままに打ち明ける。

　昴とはきっとうまくいかない。そうしたら、もしかして……という期待が頭をよぎったことはたしかにある。画廊や従業員のことなどちっとも考えていない、自分勝手な妄想だ。そして、その妄想のなかの彼は清香を愛しているのだ。

「ここがね、現実とは一番違うところ」

　清香は肩をすくめる。

　志弦は『一度だけデートをしてほしい』という頼みを聞いてくれただけで、それ以上の関係ではないのだ。恋愛経験のとぼしい清香は抱かれたことで彼の特別になったような気持ちでいたが、彼からすればよくあることなのかもしれない。

　茉莉はなにも言わない。彼女のほうが男性という生きものを知っている。彼らにとって〝一夜かぎりの女〟がどういうものか、よくわかっているのだろう。

「それにね、志弦さんは私と昴さんがうまくいくように協力してくれるみたいなの」

　ゆうべの彼の言葉を思い出す。

『昴に連絡を取ってみる』

　おそらく、会いに来るよう弟を説得するということだろう。とても大河内家にふさわしいとはいえない清香を、志弦は受け入れようとしてくれているのだ。

　ありがたい、感謝すべきことなのに……この台詞を聞いた清香の胸に広がったものは絶望だった。

（志弦さんが反対してくれることを心のどこかで望んでた、本当に馬鹿ね）

　昴に認められるために屋敷に来たのに、行動と感情が矛盾しまくりだ。

「両思いならともかく、そうでないのに……志弦さんを巻き込むようなことは言えないよ。この気持ちはもう葬るって決めたから」

「清香」

　心配そうな茉莉に、にっこりとほほ笑んでみせる。

（期待するほうがどうかしてる。志弦さんは手の届かない憧れの人、一度だけデートできたら諦めるって最初から決めてたじゃない）

「もし昴さんが来てくれたら、努力してみる。……す」

　好きになれるように、好きになってもらえるように。そう言おうとしたのに、どうしても言葉にならなかった。喉の奥がグッと詰まって、苦しくてたまらない。

　好き、という言葉で思い浮かぶのは志弦だけだ。

　残酷なまでに、その事実を思い知る。




　それでも、なんとか前を向こうとあがいた。

　恋愛感情でなくてもいい、昴にとって役立つ女性になれるよう努力しよう。

　そんなふうに考えて彼を待った。そして、志弦が昴に連絡すると言った日から十日が過ぎた頃、ようやく彼が屋敷にやってきた。

　金曜日の夜、時刻は夜九時を過ぎていた。駒子に呼ばれ玄関まで出ていくと、昴と思しき男性が靴を脱いで家にあがるところだった。

　どこかで飲んできた帰りなのか、彼の目元は赤く染まっている。

「ふ～ん。あんたが清栄の孫娘か」

　品定めをする不躾な視線が全身に注がれる。胸や脚をジロジロと見られたときに感じたのは、はっきりとした嫌悪だった。

　苦手なタイプだ。会って数秒でそう確信してしまった。

　昴はとても華やかだ。モテる人間に特有の自信に満ちた雰囲気がきっと人を惹きつけることだろう。目立つ欠点のない端整な顔立ちで、背が高くスタイルもいい。よく見れば顔立ちそのものは志弦と結構似ている。だが、醸し出す雰囲気は正反対だ。

　軽薄。ひと言で表すのなら、その言葉がもっともしっくりくる。

「へ～。思ってたよりかわいいじゃん。胸が俺には物足りないけど、まぁ別にいっか」

　やっぱり胸を見ていたのかと、思わずサッと両手で胸元を隠す。昴はもう興味はないと言いたげにフイと顔を背けた。

「合格、合格。花嫁修業なんて古くさいことしなくていいから、いつでも勝手に嫁においで」

　背中で手を振って彼はスタスタと歩いていってしまう。

「えぇ？」

　思わずおかしな声が出てしまった。どういう意味なのだろう、相当酔っているのか。清香が困惑して立ち尽くしていると、彼はくるりとこちらを振り返った。

「あ。今から二、三人女を呼ぶから、俺の部屋には近づかないでね」

　真意をはかりかねて目を瞬くと、彼はニヤニヤと下卑た笑みを浮かべる。

「もしかして仲間に入れてほしい？　複数とか、楽しめるタイプなら来てもいいよ」

　なにを言われたのかさっぱりわからず、呆然と彼を見送った。

　――わかったことはひとつだけ。

〝愛はなくとも信頼を築こう〟という清香の思いが、彼に届くことはおそらく永遠にない。




　いろいろためしてみた結果、ウタはサーモン味が一番お気に召している様子だった。ガツガツと餌にかぶりつく彼――確認してみたところウタは雄だった――をほほ笑ましい気持ちで眺める。

　静岡から帰ってきた駒子にウタのことを尋ねてみたところ、近所で飼われている猫は洋猫ばかりだからウタはどこかから迷い込んだ野良猫じゃないかという答えが返ってきた。

『今、この屋敷の主人は志弦さんです。彼がいいと言うのなら、置いても構わないと思いますけど』

　あいかわらずの無表情で彼女はそう言ったが、心なしか去っていく背中はウキウキしているように見えた。志弦の言ったとおり、動物好きは真実のようだ。

　そんなわけでウタはこの屋敷の子になり、メインの世話係は清香が務めることになった。

　茶色いフワフワの毛をそっと撫でてみる。ようやく慣れてくれたのか、最近は清香が触っても抵抗しなくなった。

「前途多難。これのもっとひどい状況ってどう言うのかしら？」

　思わずウタに愚痴をこぼす。今の清香にはもはや前途なんて見えない。真っ白な霧に視界を奪われて、一歩も足を踏み出せない。そんな状況に思える。

「ウタがいてくれてよかった」

　かわいい姿を見ていると気分が明るくなるし、この屋敷にいる意義も見いだせる。

「ンニャ」

　そうだろうと言わんばかりに、ウタは誇らしげに顎を反らす。そのとき、襖の向こうでカタンと小さな物音がした。

「こんな時間にすまない。まだ起きているか？」

「は、はいっ」

　志弦の声だった。意識してはいけないと思うほどに、頬が赤く染まっていく。先ほど風呂を済ませたばかりでパジャマ姿だが、上に厚手のニットガウンを羽織っているからこのままでも大丈夫だろうと襖を開けた。

「な、なにかありましたか？」

　そう聞いている途中で答えはわかった。志弦が大きなキャットタワーを抱えていたからだ。

「ウタのために頼んだものが届いていた。喜んでくれるか気になって」

　駒子も志弦もウタにはメロメロだ。なんだかおかしくて、清香はクスリと笑いながら彼を部屋に招き入れた。

「ウタ。いいものが届いたよ」

　ウタはピクリと耳を動かす。彼の前にタワーを置いてやると、おそるおそるといった様子で近づき、正体を確かめるように周囲をグルグルする。

　ふたりは畳に並んで座って、そんなウタを見守った。

　志弦と清香の間には、互いの遠慮のあらわれのような微妙な距離がある。それでも、彼がいる側の半身が緊張で硬くなる。

「ウタは賢いな。石橋を叩いて渡るタイプか」

　志弦はウタに声をかける。

「大丈夫だ。これは君のために用意したもので、危険はない」

　彼の言葉に背中を押されたのか、ウタは勇気を出してフカフカした素材の白いタワーに飛び乗った。あがったり、さがったり、適度な運動を楽しんでいるようだ。

「気に入ってくれたみたいですね」

　清香が弾んだ声で言うと、志弦は優しい笑みを浮かべた。

「……君はどっちだろう？」

「え？」

　なんの話だろうと聞き返すと、志弦は視線をウタから清香へと移した。その目はどこかいたずらっぽく輝いている。

「ウタと同じく叩いて渡るタイプに見えて、結構大胆なところもあるしな」

　こぶしを顎に当てて、真剣に考え込むそぶりを見せた。

　この話題は以前に茉莉とも盛りあがったことがある。彼女はなんの迷いもなく石橋を駆け抜けるタイプ。

『私は橋が崩れる前に向こう岸に着くから大丈夫！　清香はあれね――』

　茉莉の台詞が蘇ってくる。

「橋の存在に気づかず、ひたすら川沿いを歩き続けるタイプ、って友達に言われました」

　ふて腐れた顔でこぼすと、志弦はぷっと噴き出した。「あはは」と声をあげて笑っている。

「そんなに笑わなくても！」

　頬を膨らませて抗議の意を伝える。だが、彼の笑いは止まらない。

（美術館で見つめているだけのときは大人で物静かな人だと思っていたけど、意外とよく笑うんだな）

　そんなギャップも素敵と思う自分は、かなり重症だ。

「悪い、悪い。でも、君のことをよくわかってる素晴らしい友人だな」

「はい。茉莉が素晴らしいことは否定しません」

　志弦は口元をほころばせた。

「川沿いを歩く君は、それでも……きちんと目的地にたどり着くんだろうな。地道に一生懸命に歩き続けて」

　褒めてくれているんだろうか。そうだとしたら、素直にうれしい。

「志弦さんは、きっと安全な橋かどうか事前に確かめているタイプですね！」

　碧美島での完璧なエスコートぶりを見たら、そうとしか思えない。ついでに迂回路も調べてありそうだ。

　ところが、彼は困ったように眉をさげ、ゆるゆると首を振る。

「俺はそんなに優秀じゃない。むしろ、叩きすぎて壊してしまう人間だ」

「そんなふうには見えませんよ。あ、でも壊してしまって落ち込む志弦さんを見てみたい気も……」

　弱った姿もさぞかし色っぽいことだろうとセクハラ紛いのことを考えている自分にハッとし、頭を振って妄想を追い払う。

　ふいに彼と視線がぶつかる。じっとこちらを見つめる、渇望するような強い瞳。

　清香の全身がドクドクと脈打ち、落ち着かない気持ちになる。

（そんな目で見ないで――）

　とらわれて、溺れていく。深みにはまり、逃げられなくなってしまう。

「昴が……来てるようだな」

　静かな声で彼は言う。

「あ、はい……」

　昴より志弦のほうが帰宅は遅かったようだから、屋敷で働く誰かに聞いたのだろう。もしくは、彼女たちと会ったのかもしれない。

　本人の宣言どおり、今、彼の部屋には複数の女性が遊びに来ているようなのだ。もちろん、のぞきに行ったりはしていないが、昴の部屋は清香の部屋より奥にあるのだ。小一時間ほど前に若い女性たちのにぎやかな声が通りすぎるのを聞いた。

　部屋でなにをしているのかは、あえて考えないようにしている。もっとも、自分だってこうして志弦と過ごして胸をときめかせているのだから……昴のことを責められない。

「悪かった。昴の人間性をもっと早く君に話しておくべきだった」

　その言葉で、志弦が彼女たちの訪問を知っていることがわかった。彼の女癖があまりよくないことを志弦は当然知っていたのだろう。

　もしかしたら、見合いのときに言われた『大河内家には嫁いでくるな』という言葉は、本当に清香の幸せを思っての意見だったのかもしれない。

「迷いはしたんだが、妙な先入観を与えるのもどうかと思って」

　本人のいないところで悪口を言いたくなかったのだろう。とても彼らしい判断だ。

　清香は断言する。

「志弦さんが謝ることはなにもありません。むしろ私はそういうところが――」

　好きだと口をついて出てしまいそうになって、慌てて引っ込める。頬が熱い。

（昴さんより私のほうが、ずっと最低だ）

　彼は清香を見つめ、自嘲するように息を吐く。

「俺はやっぱり大事なものを壊してしまう性らしい」

「え？」

　静かな熱を帯びた瞳が清香をとらえる。この目に見つめられると、そらすことができなくなるから困ってしまう。

「清香」

　低く艶のある声で名前を呼ばれ、胸がざわめく。交ざり合う恐怖と期待に、激しく心を揺さぶられた。

「し、志弦さん？」

　動揺している自分とは対照的に、彼は覚悟を決めた顔をしている。

　志弦は膝立ちになり、身を乗り出すようにして清香に腕を伸ばした。彼の動作はまるでスローモーションのように見えるのに、拒むことができない。

　気がついたときにはすっぽりと彼の胸のなかに包まれていた。温かな体温とやけに大きく響く鼓動。いけないことだとわかっているのに、幸福に溶けていくような快感を覚える。

「好きだ。美術館で初めて見たときから、ずっと君に恋してた」

「え？」

　都合のいい夢を見ているのだろうか。彼から愛を告白されるなんてとても現実とは思えない。でも、夢ではないと言い聞かせるように、彼の腕はギュッと強く清香を抱きつぶす。

「昴に、いや、ほかのどんな男にも……君を渡したくない」

　切なく、くぐもった声に彼の本気があふれている。胸が震えて声にならない。

　長い沈黙のあとで、清香はなんとか言葉を紡いだ。

「き、聞かなかったことにさせてください。どうか……」

　清香の耳元で彼が息をのむ。

（傷つけてしまっただろうか）

　でも、ほかにどう言えばよかったのか。ここから彼とハッピーエンドを目指すには、あまりにも障害が多すぎる。彼を巻き込んで不幸にしてしまう未来しか見えない。それがたまらなく恐ろしいのだ。




　翌日。

「疲れた～。だいぶ遅くなっちゃったな」

　ずしりと重い肩をトントンと叩きながら、尾野美術館の従業員通用口を出る。次の企画展の準備でこのところ大忙しだ。

　時刻は夜九時、辺りはすっかり暗くなっていた。あと数日で師走ともなると夜はかなり冷え込む。

　柔らかなカシミアマフラーを軽く引っ張りあげて、顔の下半分まで覆う。

　この場所を歩くとどうしても思い出してしまう。雨のなかに彼を見つけたあの日のことを――。

（うれしかったな。デートの誘い、ＯＫしてもらえるとは思ってもいなかった）

　振り返れば、あの日からいろいろなことがあった。叶わない恋だと思っていたものは、許されない恋に変わったけれど……変わらないものもある。それは、志弦が好きだという気持ち。

（ううん。あの雨の日より、碧美島での一夜より、もっと深く志弦さんを愛してしまった）

　夜空を見あげれば、細い三日月がぽっかりと浮かんでいる。はかなげな光が清香を照らす。あまりの美しさにどうしてか涙が出た。透明な滴しずくが白い頬を伝う。ここ数か月、泣きたくなる出来事はたくさんあったのに実際に涙が流れたのは初めてだ。

（画廊に帰りたいな……）

　いまの榛名画廊ではなく、祖父母が健在だった頃のあの場所に。昔からつらいときや悩んだときはいつも画廊に行った。

　祖父の絵に囲まれていると、不思議と頭がクリアになって進むべき道が見えてくるのだ。でも、琢磨の画廊にそのパワーはない。

（今の画廊を守る意味が……本当にあるのかな）

　そんなふうに考えてしまうのは、自分の恋を優先させたいだけのエゴなのだろうか。

　モヤモヤを抱えたまま大河内家の屋敷に帰宅した。志弦とも昴とも顔を合わせたくなくて、そそくさと自室に逃げ込む。

「ただいま、ウタ」

　部屋の隅で丸まっている彼に声をかけながら、コートをハンガーにかける。今夜はシャワーを浴びる元気もない。もうパジャマに着替えて眠ってしまおうか。そんなふうに考えて、衣装箪笥の前に座り、ハイネックの黒いニットを脱いだ。キャミソール一枚になった上半身に冷たい空気が触れる。そのとき、部屋の襖が開く音がした。

「ウタ？」

　彼が部屋を出ていこうとしているのかと思い振り返る。が、そこにいた人物に清香は瞠目する。

「す、昴さん!?」

　大急ぎで脱ぎ捨てたニットを引き寄せて前を隠す。ノックもせずに部屋を開けるなんてという不満が顔に出ていたのだろう。彼はおおげさに肩をすくめる。

「そんな怒んないでよ。俺たち夫婦になるんだからさ」

「ですがっ」

　現時点では着替えを公開するような間柄ではないはずだ。冷静になろうと、清香は意識してゆっくり話す。

「とりあえず、着替えを終えるまで出ていてくれませんか？　お話があるのでしたら、そのあとで聞きますから」

　が、昴は出ていく気はないようだ。それどころかズカズカとこちらに近づいてくる。彼は清香の前にかがみ込み、ニヤリと笑ってみせた。嫌な笑顔だ。心がざらりとする。

　彼の指が清香の顎を持ちあげる。

「今夜はデートをキャンセルされちゃって傷心なんだよね。慰めてよ、清香ちゃん」

　今夜もひどく酔っているようだ。清香が露骨に顔をしかめたことなど気にも留めず、顔を近づけてくる。

「身体の相性がよかったら、すぐにでも籍を入れてあげるよ」

「や、やめてください」

　彼の瞳に劣情の火がともったのを見て、清香は身体をこわばらせた。肩にかけられた昴の手を押し戻そうとするもビクともしない。そのまま畳に組み敷かれる。

「俺と結婚したいんでしょ。でないと君の実家は大変なことになるんだよね？」

　たしかにそのとおりだ。グッと言葉に詰まる。そんな清香の様子は昴を満足させたようだ。

「だったら、おとなしくしておきなよ。楽しませてあげるから」

　昴の手が脇腹を撫でた。

（このまま抱かれてしまえばいい。そして、志弦さんに軽蔑されてしまえば……）

　自分のためにも志弦のためにもそのほうがいい。頭ではそう思うのに、全身が悲鳴をあげていた。耐えられない嫌悪感に吐き気を覚える。

「嫌っ」

　パンと乾いた音が響く。無意識のうちに昴の頬を平手打ちしてしまっていた。彼は驚きに目を白黒させている。

「ご、ごめんなさい。叩くつもりでは……」

　そう言いながらも、清香は素早く身体を起こし彼の腕をすり抜けた。一刻も早くここから逃げたかった。これ以上、彼に触れられるのは我慢できない。

　あられもない格好をしていることも忘れて部屋を飛び出そうとする清香の背に、昴はいまいましげに吐き捨てた。

「はぁ～、興醒めもいいとこ。やっぱあんたは花嫁失格。もう出てけよ」

　それには返事をせず、パタパタと廊下を駆けた。

　むきだしの肩や腕にヒヤリと冷たい風が当たるが、今は気にもならない。どこに向かったらいいのかわからぬままに清香は進んでいた。

「清香！」

　グイッと後ろから強く腕を引かれる。涙でグシャグシャになった顔をあげると、困惑しきった表情の志弦がそこにいた。

「あ、志弦さん……その」

　昴に襲われかけたと話すわけにもいかず、口ごもる。彼は自分の着ていたスーツのジャケットを脱ぐと、清香の肩に手早くかけた。

「とりあえずこっちへ。廊下は冷える」

　優しく、でも有無を言わせない強い手で清香の肩を抱き、自分の部屋に招き入れた。

　彼らしい、落ち着いたインテリアの部屋だ。背の高い本棚と大きめのデスクがあり、文豪の書斎のようだ。寝室はおそらく閉ざされた引き戸の奥に続いているのだろう。

　志弦は清香をソファに座らせ、毛布を渡す。それから彼女の隣に腰をおろし、エアコンを強めた。

「誰かが廊下を走る音がしたから、なんだろうかと出てみたら……。なにがあった？」

「ごめんなさい、夜遅くに騒がしくして」

　うつむき唇をかみ締める。これ以上は言えない。いや、言いたくなかった。志弦は詮索しないが、清香の格好と表情で察したのだろう。苦しげに深く息を吐く。膝の上でかすかに震えている清香の手に彼の手が重なる。

「悪かった。怖い思いをさせて、守ってやれなくて――」

　優しい声と温かい手、ホッとして全身から力が抜ける。あふれ出す感情もコントロールを失って、止めることができなかった。

「触れられた瞬間に昴さんを叩いてしまいました。どうしても……我慢できなかった」

　思いを吐き出すように清香は言う。

「どうして縁談の相手は志弦さんじゃなかったんでしょうか。お見合いの日、あなたの姿を見て、私……馬鹿みたいに浮かれてしまって」

　この男ひ性との妻になれるかもしれないと期待した。彼を思い続けることを、運命が許してくれたのではないかと思ったのだ。

「清香っ」

　清香の身体を志弦がかき抱いた。

「俺は君を……愛している」

　真剣な声と情熱的な瞳、触れ合った場所から彼の気持ちが流れ込んでくる。

（でも、私たちは……この恋は決して……）

「ダメです。志弦さんを巻き込むわけには」

　彼を道づれにするわけにはいかない。必死に拒もうとするけれど、彼の腕は緩むどころか、より強く清香を抱く。

「清香を離したくない」

　彼の情熱に心がほどけていく。

「……も、私も」

　パズルのピースがぴたりとはまるように、彼の胸のなかが自分の居場所なのだとたしかに感じる。

（一緒にいたい。あなたとずっと）

　逞しい背中をギュッと抱き締め返す。

　切ない笑みで彼は清香を見る。

「俺は君を無理やりこの部屋に連れ込んだ。そして、さっきこっそりと鍵をかけた。君が助けを求めても、誰も入ってこられないように」

　どういう意味かと清香は首をかしげる。

「だから、これから先に起こることは合意のうえじゃない。すべて俺の責任だ。あとでいくらでも訴えてくれ」

「あっ、志弦さんっ」

　彼の手が首の後ろに回り、熱い唇が触れた。初めての夜の優しいキスと違い、すぐに舌が侵入して甘い蜜が流れ込む。それは媚薬のように清香の全身を侵していく。

　合意じゃないと言ったのは彼の優しさ。清香の罪の意識を少しでも軽くするために。

（でも……罪の重さは私が一番知っている。だって、この心も身体も、どうしようもないほどに志弦さんを求めてる）

　なにに背いたとしても、どんな罰を受けることになっても、この男ひ性とが欲しい。

（私、全然優等生なんかじゃなかった。これまでいい子でいられたのは、彼に出会っていなかったから――）

　もつれ合うようにして、ふたりはソファに倒れ込む。彼の重みと熱い吐息が、清香の官能に火をつける。身体の奥が疼いて、自分から彼の唇を求めた。

「はぁ」

　混ざり合った唾液が清香の唇から垂れる。彼はそれをペロリと舐め取ると、かすれた声でささやく。

「ベッドルームにと思っていたけど、我慢できそうにない。今すぐ……清香とひとつになりたい」

　たった数メートル先にある寝室までの距離すら、もどかしく感じる。清香も同じ気持ちだった。まっすぐに彼を見つめてうなずく。

「私も。待てないです」

　獣のようにキスを貪る。それだけでグズグズに溶けた身体を彼の手がすべっていく。肩にかけていた彼のジャケットとキャミソールを脱がされ、白いレースの下着があらわになる。彼の指先が素肌とレースの境目を焦らすようになぞる。

「清香は白が似合うな」

「そう……ですか？」

「あぁ。もっとも清純で、もっとも淫らな色だ」

　彼の美しく妖しい笑みが清香を昂らせる。

「今夜は淫らなほうの君を見せて」

　言うなり、彼は首筋をきつく吸いあげた。

「あぁ！」

　ゾクゾクと背筋が震え、全身が熱くなる。白い肌に赤い刻印がいくつも残されていく。ツゥと彼の指先が背中をなぞると、くすぐったさに清香は上半身をのけ反らせた。

「ひあっ」

「背中も感じるのか。それなら、こっちはどうかな」

　細い肩紐がするりと落とされる。彼は少し乱暴にブラを下にさげ、双丘をさらす。

「待っていたみたいに、ぷっくりと腫れてる。かわいいな」

　言葉どおり、かわいがるように彼の指先が先端をコロコロと転がす。

「や、あ、あんっ」

　まだ序盤の愛撫だというのに、信じられないほどの快感が押し寄せて清香はたまらず喘ぐ。その声には女の媚びがたっぷりと含まれていて、恥ずかしさに思わず両手で口を覆った。

「どうして声を抑えようとするんだ？」

　クスリと笑って彼は言う。

「だって、恥ずかしいです。自分の声じゃないみたいで」

　なにもわかっていなかった碧美島での夜とは違う。彼の手で気持ちよくなっていることをはっきりと自覚しているからこそ、羞恥心が湧きあがる。

「その恥ずかしい声が聞きたいのに。でも、まぁ……どこまでこらえきれるか、勝負するのも楽しそうだ」

「え？」

　彼の瞳に意地悪な色が浮かぶ。

（そうだった。志弦さん、ベッドのなかでは意外とＳなんだった）

　最初の夜も、無垢な清香を彼は散々にいじめた。そんなことを思い出していたら、また身体の奥が潤むのを感じる。

「存分に攻めるから、君はがんばって抵抗してみて」

「ひゃあ」

　頂への刺激がよりいっそう強くなる。かすめるように撫でたかと思うと、急にギュッとつままれる。声を我慢しようとすると、余計に感覚が鋭敏になる気がした。

「ん、んっ」

　勝負に応じると言った覚えはないのに、いつの間にか彼のペースにのせられている。志弦は右の頂を口に含み、舌先でもてあそぶ。反対のほうは爪でカリカリと焦らすような刺激が加えられる。

　甘すぎる攻撃に耐えかねて、無意識に腰をくねらせてしまう。

「腰が浮いてる。これ以上、俺を誘惑してどうする気なんだ？」

　悩ましげな彼の声が脳に直接響く。頭のなかはもう白いモヤがかかっていて、正常な思考は失っている。残っているのは、彼と抱き合いたいという本能だけ。

「んっ、ああぁ」

「もう降参？　今からそれじゃ、この先はどうなるのかな」

　この先は我を失っておかしくなるとしか思えない。初めての夜以上に、彼の愛撫は熱く激しいし、清香の身体も以前とは確実に変わっている。

「て、手加減。少し手加減してください」

　そう懇願するが、彼は頬を緩めて笑うだけだ。

「手加減してほしいのはこっちのほうだ」

　志弦は清香の頬を両手で包み込むと、コツンと額をぶつけた。

「こんなかわいくて、やらしい顔を見せられて、自制できる男がいると思うか？」

「で、でも」

「今夜は一度じゃ終われない。君の身体を壊してしまうかもしれないけど……覚悟しておいて」

「あぁ！」

　おしゃべりはおしまいとばかりに、彼は唇を塞ぐ。舌が絡みつく巧みなキスが、清香を溶かしていく。唇から耳へとキスの場所は移っていく。

「耳が弱かったよな」

　低い声でささやかれながら耳孔を舐められると、ぞくりと肌が粟立つ。満ちた泉はもうあふれる寸前だった。

「あぁ、耳だけじゃないか。清香は全身どこでも性感帯だ」

「ち、違いますっ」

　感じてしまうのは、体質のせいじゃない。相手が志弦だからだ。現に先ほど昴に触れられたときは、嫌悪に身体が冷えきった。

（こんなふうになるのは、あなただけ……）

「志弦さんだから。あなたが触れるから……」

　清香の言葉に志弦はパチパチと目を瞬くと、唇の端をあげてニヤリと笑む。

「そんな殺し文句をどこで覚えてきた？　悪い子だな、清香は」

　彼の瞳が獰猛な獣のそれに変わる。彼の発する空気がより濃厚になった。

　スカートとストッキングを脱がされ、素肌の太ももに彼の手が直接触れる。耳や胸を口でもてあそびながら、手は内側へと進んでいく。あっという間に薄布にたどり着き、上からそっと撫であげられる。

「くうっ」

　身体はきっと、この刺激を待ちわびていたのだろう。清香の腰は大きく跳ねた。さらなる甘さを求めて、その身をよじらせる。

　優しく唇を重ねながら、志弦はショーツの隙間から指をすべり込ませた。花芽を撫でられると、とんでもない快感が全身を走る。

「ふっ、あ、あぁ」

「かわいいな。もっと溺れて。俺なしでは生きられなくなるくらいに」

　彼の声は切実だった。ベッドの上の睦言ではない、真剣味を帯びている。

（私も、離れたくない。そんな未来を夢見ていいのだろうか）

　初めてのときの痛みはなんだったのだろうと思うくらいに……今は快楽しか感じない。けれど、なにかが足りない。信じられないほどの気持ちよさに溺れているのに、もっと強いものが欲しくて身体が疼く。

「し、志弦さ――」

「ん？」

　散々乱れて羞恥心など吹き飛ばされていたが、それでも言葉にするのはためらわれた。察したらしい彼が助け船を出してくれたが……。

「あぁ、指じゃ足りなくなった？　俺が欲しいっておねだりできたら、あげるよ」

　ちっとも助けになっていない。

「え、その……」

　その間も彼の指は清香のなかでうごめいて、熱を高めていく。

「言わないなら、あげない」

　にっこりとほほ笑む彼は悪魔だった。身体の昂りにあらがえず、清香は声を絞る。

「あ、し、志弦さんが……欲しいです」

　すると彼はふわりと優しく清香を抱き締めた。細い首筋にキスを落として甘い声でささやく。

「俺も。早く清香のなかに入りたい」

　それなら、今のやり取りは必要だったのかと理不尽に思うが、彼のこの笑顔にはとても逆らえない。清香が彼の背中をギュッと強く抱くと、応えるように彼はゆっくりと侵入してきた。

「あっ」

　待ち望んでいた圧倒的な快楽と……幸福感。

　決して許されない背徳の夜にもかかわらず、清香の胸はあふれるほどの幸福で満たされた。優しい声で彼が言う。

「言葉にすべきではないのかもしれない。けど、言わずにはいられない。俺は君を愛している。欲しいのはこの身体だけじゃないんだ。清香の心も欲しい」

　誠実な愛の告白に清香の美しい瞳がぬれる。目尻からひと筋の涙がこぼれた。

「とっくに。ずっと前から、私の心は志弦さんのものです。大好きです。志弦さんは私の初恋で……」

　彼以外の男性を愛する未来は考えられない。そんな未来ならいらない。

「そして、最後の人です」

　揺るぎない愛を誓った清香の唇に、彼の唇が重なる。

　初めての夜よりずっと深いところで、ふたりはひとつになった。

　事前の宣告どおり、彼は幾度も清香を抱いた。存分に攻められ、たっぷりといじめられ、永遠を願ってしまうほどに愛された。










六章　ずっと一緒にいて




　翌朝。彼の寝室で清香が目を覚ますと、志弦はもうスーツを着込みネクタイを締めているところだった。壁掛け時計の示す時刻は朝の七時だ。

「おはようございます。日曜日なのに出勤されるんですか？」

　上半身を起こし、ゆうべ志弦が貸してくれたカーディガンを羽織る。

「悪い、起こしてしまったか？」

　オンモードの凛々しさにドキリとする。シックなブラックスーツは、知的な彼によく似合う。仕事をしているところを想像するだけで胸が高鳴る。

（職場にこんな素敵な人がいたら、とても仕事にならないんじゃ……）

「志弦さん。絶対、会社でモテますよね？」

　あきらかに嫉妬のにじむ声で言ってしまった。志弦は驚いたように目を見開く。が、否定の言葉はない。

（そりゃ、そうよね。モテないはずがないし）

　馬鹿な質問をしたと清香は軽く肩をすくめる。彼はベッドまで歩いてくると、隣に腰をおろす。

「もしかしてヤキモチ？」

　からかうような瞳で顔をのぞき込まれ、観念するしかなかった。

「……ヤキモチです。同じ会社で働く人がうらやましいなって」

　志弦はなにかを考えるように斜め上を見る。

「君と一緒の職場かぁ。楽しそうだけど……」

　そこで言葉を止め、清香の耳に唇を寄せる。

「俺は仕事にならないな。ずっと君に見とれてしまいそうで」

　頬がカッと赤く染まる。

「あ、朝からナチュラルにそんな殺し文句を吐かないでください」

　アワアワと視線を泳がせる清香の顎をクイと持ちあげ、彼は甘い眼差しを注ぐ。

「清香のヤキモチ発言のほうがよっぽど殺し文句だ。ゆうべたっぷり楽しんだけど、また押し倒したくなってしまう」

「し、志弦さ――」

　唇を塞がれる。彼の舌が上唇をじっくりとなぞる。決して激しくはないけれど、淫靡で官能的なキスだった。

「はっ」

　漏れる吐息も艶めいていく。

「清香以外の女に興味はないよ。俺の瞳は君を映すためにあるし、唇は君だけを味わいたいと願ってる」

　どう考えても、志弦の台詞のほうが殺傷能力が高い。そう反論したかったけれど、彼の情熱に浮かされてしまって言葉にならなかった。

「このままずっと、たわむれていたいけど……」

　志弦は名残惜しそうに清香の身体を解放した。

「実は、今日からしばらくロンドン出張なんだ」

「えぇ？」

　意外な話に驚く。

「しばらくって、どのくらいですか？」

「今回は準備期間だから、ひと月足らずで一度帰国するけど……そのあと数年は向こうで仕事をすることになるかもしれない」

（数年……そんなに長く？）

「た、大変ですね」

　この答えが精いっぱいだった。志弦がいなくなってしまうという事実にありえないほど動揺している。

　彼はどう思っているのだろう。

（これでお別れのつもりだった、とか？）

　こわごわと様子をうかがうと、彼の真剣な眼差しが刺さった。

「一緒にロンドンで暮らさないか？　君も画廊も必ず守るから。俺を信じてほしい」

（志弦さんと一緒に？）

　ロンドンの街をふたりで歩いている。そんな想像が清香の頭にパッと広がる。あまりにも幸せなその夢に胸が強く締めつけられた。

「君も仕事をしているからすぐに返事をとは言わない。でも俺は本気だ」

　彼は白い封筒を清香に渡す。中身を確認してみたら、ひと月後のロンドン行き航空券だった。

「一時帰国のスケジュールには余裕がなくて。ここには戻ってこられないから空港で直接……君が来てくれることを祈ってる」




　大きなスーツケースを抱えて屋敷を出ていく彼を見送ると、清香は部屋には戻らず縁側でぼんやりと庭を眺めた。

（ここでウタを見つけて、引っかかれた私の指を志弦さんが手当てしてくれて――）

　志弦との思い出が次々に蘇ってくる。ここに来たばかりの頃は、すっかり彼に嫌われてしまったと思っていた。でも、そうではなかったことがわかって、彼は好きだと告白してくれた。

　清香は思わず両手で胸を押さえる。

（うれしい。許されない恋かもしれないけど……志弦さんと両思いなんて夢のよう）

　だけど、浮かれそうになる気持ちに現実がズンとのしかかる。

（志弦さん、画廊、昴さん、家族。どうしたらいいの？　この恋は、犠牲にするものがあまりにも大きい）

　できることなら心のままに、差し出された彼の手を取りたい。けれど――。

　無意識に大きなため息をつくと、「背筋が曲がっていますよ」と厳しい声が飛んできた。

「駒子さん、千佳さん！」

　振り返ると、ふたりが並んで立っていた。

「清香さんの花嫁修業……残念ながら不合格です」

　駒子が言う。

　不合格はたしかにそのとおりだろうけど、急にどうしたのか。

「あなたは昴さんの花嫁にはふさわしくないから、今すぐここを出ていきなさい」

　駒子の言葉を補足するように千佳が口を挟む。

「もう、駒子さんってばツンデレなんだから！　清香さん、駒子さんの本心は逆なのよ。昴さんが清香さんにふさわしくないって言いたいの」

　駒子は千佳に苦々しい顔を向けるが、否定はしなかった。

「あ、あの……」

　駒子が優しく目を細める。彼女の笑顔を、清香は初めて見た。

「清香さんを幸せにしてくれるのは、昴さんではないと思いますよ」

（もしかして、志弦さんとのこと、気づかれてる？）

　清香の胸のうちを見透かしたように、駒子は言葉を重ねた。

「長く大河内家に仕えてきましたが、私はずっと志弦さんを不憫に思っていました。こんなふうにないがしろにされるなら、大河内の名など捨ててお母さまと暮らしたほうが幸せだったんじゃないかと……」

　駒子は静かに過去を語る。

　志弦の母は彼を引き取りたいと主張したのに、大河内家の直系だからと認められなかったそうだ。

「志弦さんと引き離されたお母さまは、一時期は心を病んでしまったそうで。そういう事情もあって、志弦さんはこの家に嫌気がさしていたんでしょうね。いつもどこかで一線を引いているような態度でした」

「そうだったんですね」

（お母さまのこともあって、志弦さんは私に『大河内家には嫁いでくるな』と言ったのかもしれない）

「昴さんばかりが優遇されても気にもしていない様子でしたし、私、志弦さんはお父さまと同じで早く隠居したい人なのかな～と思ってましたよ」

　千佳が言うと、駒子はきっぱりと首を左右に振った。

「いいえ。ひけらかすことをしないだけで、志弦さんは有能な方です。亡き源蔵さまも、そうおっしゃっていましたから」

　駒子は清香を見据える。

「彼に任せておけば大丈夫」

「駒子さん……」

「あなたを迎えたときは、財産だけが目当てのお馬鹿な女性なら昴さんにはお似合いと思っていたけれど……そんなことないみたいだから困ってしまったのよ。さっさと逃げ出すよう特別に厳しくしたのに」

　駒子は弱ったように眉尻をさげる。

「それじゃあ、冷たい態度はわざと？　私が昴さんと結婚してしまわないように？」

「清香さんと昴さんは合わないわ。けど、志弦さんの花嫁としては及第点をあげます。――お似合いですよ、とっても」

　志弦の花嫁。なによりもうれしい言葉だった。横から千佳がちゃかす。

「駒子さん、こう見えてロマンス小説が大好きなのよ～」

「うるさいですよ、千佳さん」

　駒子は秘密を打ち明けるように言う。

「実はゆうべ、志弦さんから清香さんをよろしくと頼まれました。あなたがどんな選択をしても味方になってやってくれと。おおよその事情は聞いているから安心してください」

「志弦さんがそんなことを？」

「えぇ。ロンドンに発つつもりなら、それまでの間は昴さんにも、清香さんのご両親にも、ここで花嫁修業をがんばっていると口裏を合わせておきますよ」

「大丈夫よ。昴さん、ここにはめったに顔を出さないから。清香さんが出発するまでのひと月くらいならごまかせるわ」

　千佳もそんなふうに言って、勇気づけてくれた。

（いいのかな？　私、志弦さんと幸せになって……）

　彼とロンドンに行く。その未来が現実味を帯びてきた。日本を離れるなら、その前にやらなくてはいけないことが多くある。大河内家にいたのでは、ほかの従業員たちの目もあり動きづらいだろうと、ふたりは屋敷を出ることをすすめてくれた。

「ありがとうございます。ウタのことも、しばらくの間よろしくお願いします」

　涙ぐむ清香の背中を駒子と千佳が優しく撫でてくれた。




　ロンドンに発つまでの間は茉莉の世話になることにした。彼女の実家が所有しているマンションの一室に住まわせてもらうのだ。駒子たちが口裏を合わせて『清香は大河内家で暮らしている』ことにしておいてくれるので、もといたマンションに戻ってもいいのだが……万が一にも、両親が訪ねてきてしまったらまずい。

「どうせ空いてる部屋だから、好きに使って！　私もちょくちょく顔を出すし」

　大河内家から持ってきたボストンバッグをリビングの隅におろすと、清香はあらためて頭をさげた。

「本当にありがとう、茉莉。今度、ご両親にもお礼をさせてね」

「大丈夫よ。うちの両親、清香のこと大好きだし。清香のおかげで私が非行に走らなかったと感謝してるみたい」

　茉莉はいたずらっぽく笑ってみせる。

「それにしても、清香はもう嫁にいっちゃうのか～。ちょっと寂しいな」

「よ、嫁って……先走りすぎよ」

　口では否定しても顔はにやけてしまう。自分と志弦は誰にも応援されない関係だと思っていたけれど、実際にはこうして味方になってくれる人もいる。それは清香に大きなパワーをくれる。

「いやいや。弟の婚約者候補を奪うんだから、当然そのつもりでしょ。むしろ、この期に及んでその覚悟もないやつに清香は渡せないわよ」

　茉莉はすっかり親目線になっているようだ。

「榛名画廊の従業員さんのことは遠慮なく相談して。うちが力になれることなら協力する」

「ありがとう、茉莉」

　ロンドンに発つ前に榛名家の娘として、できることはしておきたいと考えていた。茉莉のご両親に助力をお願いするのもそのひとつだ。尾野美術館のほうは『ただのはったりです。本気で手出しする気はない』との駒子の証言を得ているので心配ないだろう。

　茉莉はちょっとむくれた顔で清香の頬をつまむ。

「また人のことばっかり心配してるでしょ。自分の幸せを一番に考えていいんだからね！」

「うん」

　そう言われても不安は残る。もともと、自分は心配性な質たちなのだ。

「もっと楽しいことも考えようよ。彼と一か月ぶりに会う日のコーデとかさ。ちょうどクリスマスだし赤いワンピとかどう？」

「長時間のフライトだからワンピースはどうかなぁ」

　シワが気になるし、きちんとした服は疲れてしまいそうだ。

「えぇ、だからって、ジャージとかなしだからね。向こうのスタイル抜群な女子たちに負けないように気合い入れて挑まなきゃ！　そうそう、超盛りブラのメーカーから新作が出たのよ。すっごいセクシーなやつ。それ、餞別にしてあげる！」

「あ、それはちょっと欲しいかも」

　志弦がモテることを否定しなかったこと、実は結構気にしていた。

（志弦さんの周り、綺麗な女性がたくさんいそうだもん。素材の限界はあるだろうけど、努力はしないと）

「いいじゃん、いいじゃん！　清香はメイク映えするタイプだし、やる気次第でセクシー美女にもなれると思うよ」

　暗くならないようにあえて明るい話題を選んでくれる。茉莉のそんな気遣いが本当にありがたい。彼女といると自分も前向きになれる。

「それにしても」

　茉莉が用意してくれた甘いココアをひと口飲んで、天井を見あげる。

（昴さん本人に花嫁失格を宣言されたとはいえ、縁談相手のお兄さんと駆け落ち……）

　自分がこんな大胆な行動をするとは、人生ってわからないものだ。

（でも、どれだけ不道徳な行いでも、志弦さんと一緒にいたい）

　茉莉は満面の笑みで清香の肩を抱く。

「禁断の恋に走る、悪い子の清香も大好きよ！」

　禁断というワードでふと、以前に彼女と交わした会話を思い出した。茉莉が気になっている男性の話だ。

「そういえば、茉莉の恋する相手は結局どんな人なの？　好きになっちゃいけない人って言ってたよね」

　不倫の恋ではないらしいけど、となると、あれはどういう意味で言ったのだろう。

「――裁判官」

　茉莉が低くささやく。

「え？」

「だから、彼、裁判官なの。小学校から筋金入りの問題児だった私が裁判官に恋しちゃったのよ。ありえないでしょう？」

　想定外の答えに思わず噴き出してしまった。

「あ～、なんで笑うのよ？　私は真剣に悩んでるのに！」

「ごめん。だって、茉莉がかわいいから」

「無理そうだとわかってるんだけど、どうにも諦めきれなくて」

　切なげな顔をする茉莉はすごく綺麗だ。

「幸せになろうね。私も茉莉も」

　清香は心からそう願った。




　ひと月弱という時間はあっけなく過ぎた。駒子たちのはからいもあり、両親は昴との結婚話は順調に進んでいると信じているようだ。昴はどう考えているのか。それが懸念ではあるけれど、今後のことは志弦と相談すればいい。そう思った。

（だって、あと数時間もすれば彼に会えるんだもの）

　ついに約束の日、偶然にもクリスマスイブだった。夕方のフライトだから彼との待ち合わせ時刻は午後二時だ。

「落ち着いたら連絡してね」

「うん、本当にありがとう」

「幸せになるんだよ～！」

　茉莉に礼を言って、昼前にはマンションを出た。

　彼女からのアドバイスと快適さのいいとこ取りで、洋服はワインレッドのニットワンピースを選んだ。オフホワイトのダウンを羽織って、足元は脱ぎ履きしやすいショートブーツを合わせる。

　昴のことや画廊のことを思うと、浮かれてばかりもいられないのだが……今は純粋に志弦に会える喜びで胸がいっぱいだった。ほんの少し離れていただけで、彼が恋しくてたまらない。自分で思っている以上に彼に溺れていた。

　画廊の従業員のことは、茉莉の両親に直接会ってお願いをした。『自分たちに協力できることなら』とこころよく援助を約束してくれて、清香は胸を撫でおろした。

　職場にも、大河内家を出てすぐに退職の意思を告げた。もともと、縁談の話を伝えるときに『結婚後も仕事を続けられるかはわからない』と話してあったので、館長も予想はしていたという顔で受け入れてくれた。引き継ぎも済ませ、二日前に無事最終出勤を終えていた。

　狭き門だった学芸員の職を手放すのは残念だが、資格まで失ったわけではない。

（ロンドンでキュレーターを……はさすがに無謀かな？　でも夢を見るくらいなら）

　それ以前の問題が山積みなのだけれど、不思議なほど明るい未来を思い描いている自分がいた。

　ロンドンで志弦と暮らす。小さなアパートメントだろうか。それとも、郊外の一軒家？　生活が落ち着いたら、駒子に預けたウタも引き取りたい。一緒に料理をしたり、ガーデニングをしたり、彼と一緒なら日々のなんでもないことだって楽しいはずだ。

（あぁ、ロンドンなら美術館巡りも外せないわ）

　考えるだけで、胸が躍る。

（いろんな問題も、志弦さんと一緒にならきっと解決できる……よね？）

　だけど、心のどこかで気がついていた。自分がいやに浮かれているのは不安の裏返しなのだ。彼と幸せになる、それ以外の道を想像するのが怖くて、必死に目を背けているだけ。

　キラキラと輝く大きなツリーの飾られた国際線ターミナルは、大勢の人であふれていた。空港を訪れること自体が久しぶりなので、場所を間違えていないかとキョロキョロしてしまう。

「あぁ、あそこね」

　志弦に指定されたカフェの看板が少し先に見えて、ホッとひと安心する。実は志弦とは連絡先を交換していないのだ。これまで屋敷で会えていたから考えもしなかったのだけれど、広い空港で迷子になったらどうしようかと心配していた。

（会えたらすぐに電話番号を聞かないと！）

　彼はもう着いているだろうか、はやる気持ちを抑えきれず自然と早足になる。

　ところが――。

「清香！」

　後ろから腕を引かれ、足止めされる。振り返ると、そこにいたのは志弦ではなく父、琢磨だった。

「お、お父さん！」

　息が止まるかと思った。ここまできて見つかってしまうとは……。

（どうして？）

　清香の疑問に答えるように、琢磨に続いて昴が姿を見せた。

（昴さん……）

　大河内家を出たこと、とうとう彼に気づかれてしまったのだろうか。

「あぁ、見つかってよかった。マリッジブルーだからって、家出してひとり旅に出ようなんてひどいなぁ」

　クツクツと底意地の悪い笑みを浮かべて、彼は清香を見やる。

「そもそも、出ていけと言ったのはあなたのほうで――」

　夜の相手を拒んだら、花嫁失格だと言ったのは彼のほうだ。今さら家出をとがめられる筋合いはない。そう反論しようとしたが、琢磨の手に口を塞がれてしまった。

「いや、本当に申し訳ありません！　反省するよう、しっかり言って聞かせますから」

　琢磨は滑稽なほど昴にへりくだっている。そして、清香の頭を押さえつけて謝罪させようとする。

「ほら、清香も。昴さんに謝るんだ。立派な方との結婚を前にして、ちょっと不安になっただけだよな？」

「ち、ちが――」

　昴は心底楽しがっている様子だ。

（昴さん、知ってる？）

　おそらく、彼は清香がなにをしようとしているのか知っていて、ここに来たのだ。もちろん邪魔をするために。

　カフェのほうを振り返る。

（そんな、すぐ近くに志弦さんがいるのに！）

　彼の性格なら清香を心配させないようにと、きっともう到着している。

「お父さん、ごめんなさい！　私、行かないと。お願い、許して……」

　つかまれた腕を懸命に振り切ろうとしても、琢磨と昴に両側から挟み込まれてしまって逃げられない。

「う～ん。連れて帰るつもりだったけど、こんな状態できちんと花嫁修業ができるのか心配だなぁ」

　昴は嫌みったらしい目で琢磨を一瞥する。琢磨は慌てて、ペコペコと頭を低くした。

「本当に馬鹿な娘でお恥ずかしいかぎりです。今日のところはうちに連れ帰って……昴さんにはあらためて謝罪にうかがいますので」

　昴は少し考えるそぶりをしてから言った。

「年明けに連絡する。それまでにマリッジブルーなんて失礼な症状はなんとかしておいてくれよ」

　清香は唖然として昴の顔を見る。

（失格だと言ったくせにまだ私と結婚する気があるの？）

　彼がなにをしたいのか、まったくわからない。

　琢磨は清香を引きずるようにして出口へと向かう。志弦がいるはずのカフェがどんどん遠くなっていく。

（志弦さん、志弦さん！）

　そう叫びたいけれど、ショックで声にならない。

（やっぱりこの恋は許されないの？）

　放心状態のまま、清香は空港の外に出された。冷たい風に身体の芯まで凍りつくような心地がした。

「車を回してくるので、昴さんはここで待っていてください」

　パトロンには健気なことだ。琢磨は小走りで駐車場へ向かう。

　琢磨の背中が小さくなってから、昴がにやけた顔を見せた。

「俺、年末年始は女とモルディブなんだ。じいさんが死んで面倒な行事が減ったのはありがたい」

　彼の休暇の過ごし方に興味はない。答えずにいると、昴は身体を寄せて耳打ちした。

「だからそっちも好きにしてなよ。――ただ、兄貴にはやらない。味見以上を許した覚えはないからな」

　やはり志弦との関係を知られていたようだ。

「大丈夫。清香ちゃんのご両親には兄貴のことは秘密にしておいてあげたから。まだ花嫁になれるよ、兄貴じゃなくて俺のね」

　彼の瞳に浮かぶのは執着だ。清香に対してではない。軽薄で刹那的に生きているように見える彼も、志弦には強い感情があるらしい。その正体はおそらく劣等感だ。

（昴さんのこの行動は……ただ、志弦さんの邪魔をしたいだけなのね）

「あの屋敷には俺の派閥の人間だっているんだ。情報収集くらいはしてるさ。そうそう、兄貴に味方したやつらはクビにしたから。頼ろうとしても無駄だよ」

　歌うように彼は言う。志弦を困らせている現状が楽しくて仕方ない様子だ。

（駒子さん、千佳さん）

　自分のせいで、ふたりにも迷惑をかけてしまった。そのことが心に重くのしかかる。

（たくさんの人に迷惑をかけて幸せになろうとするのは、いけないこと？）

　この愛を貫くべきなのか、もうわからない。心が千々に乱れる。

「せめて、ひと言だけでも……」

　志弦と会って話をしたい。不可能だと知りながらも、清香はうわ言のようにつぶやいた。

「ふぅん」

　昴の瞳が意地悪く光る。




　車が到着した。運転席からおりてきた琢磨が清香を後部座席に押し込み扉を閉める。続いて助手席に昴を誘導しようとしたが、彼は琢磨になにかを告げるとサッと踵を返した。

「送らなくていいそうだ」

　清香が聞く前に琢磨が短く言った。

　昴の行動は少し気にかかったけれど……清香の頭はもう考えることを拒否していた。

（頭が痛い。なにも見たくない、聞きたくない――）

　琢磨の運転する車は実家のある勝かちどきへ向かっているものとばかり思っていたが、彼が車を停めたのは銀座の榛名画廊だった。

「改装工事がどうなっているか、ちょっとのぞいてから帰ろう」

「改装？」

　そんなお金はないはずだ。不審に思いながら、画廊に足を踏み入れる。

「急に……どういうことなの？」

　声が震える。絵画はすべて撤去されていて画廊は空っぽの状態だ。

「画廊はやめて、クラシックカーのディーラーをやることにしたんだ！　客層は絵画の愛好家と重なるからそう無謀でもないぞ。なにより涼花さん、昴さんのお母さまの強い意向もあってな」

　にわかには信じがたい。

　画廊よりずっと儲かるはずだと琢磨は目を輝かせるが、清香の目も耳も、もはや完全に彼を拒絶していた。

（縁談を受け入れようと思ったのは、この画廊のためよ。おじいちゃんとおばあちゃんの愛した画廊を守るためだったのに……）

　激しい怒りが嵐のように吹き荒れる。キッと鋭い目を琢磨に走らせた。

「そんなに怒るな。お前が画廊を好きだったのはわかるが、時代の流れってやつだよ。富裕層とはいえ、芸術に金をかける人は減ってきたんだ」

「馬鹿みたい！　経営の才能がないんだから、ディーラーだって絶対に失敗する。火を見るよりあきらかじゃないの」

　もう我慢ならなくて、思いつくかぎりの悪態をつく。

　頭がクラクラする。憎悪と吐き気が込みあげてきて立っていられない。清香は口元を押さえ、その場にかがみ込む。

「ど、どうした。清香……」

「吐きそう」




　清香が実家で軟禁状態に置かれてから三日が過ぎた。

　琢磨が清香の母、奈な津つに『勝手なマネをしないよう見張っておけ』と言いつけたものだから、彼女が四六時中そばを離れないのだ。

　けれど、抵抗をする気力もなかった。清香はソファに寝そべり、無為に時を過ごしていた。

（気持ち悪くて動きたくない……）

　年の瀬も押し迫っているけれど、大河内家からはなんの連絡もなかった。昴の言葉どおり、年末年始は実家でおとなしくしていろということなのだろうか。

　源蔵が亡くなって面倒な行事が減ったと昴は言っていたけれど、それでもあれほどの家だ。一応まだ花嫁候補らしい清香にもなにかの声がかかるかと心配していたのだが……。

（でも、よく考えてみたら亡くなった源蔵さま以外は誰も私を嫁にとは望んでいないのよね）

　昴本人は志弦への嫌がらせで清香にちょっかいを出しているだけだし、昴の母、涼花は遺言だから仕方ない程度に考えているのだろう。その証拠に花嫁修業は駒子任せで、彼女がなにか言ってきたことは一度もなかった。

　ゴロゴロしていると、奈津に声をかけられた。

「清香ちゃん。一緒にお買いものでも行かない？　いいおうちに嫁ぐのだから、それなりのお着物とか必要になるわよね」

　榛名家の懐事情も清香の胸のうちも、なにひとつ理解していないのんきな誘いに心底うんざりする。

「行かない。体調が悪いの」

　画廊と志弦、大切なものをいっぺんに失ってしまったのだ。気分がいいはずもない。

　窓から空を見ては、彼を思い出し涙ぐむ。

（志弦さんは無事にロンドンに着いているよね。私が来なかったこと、どう思っただろう）

　理由を説明し、せめて謝罪を……と思うのだけれど、ロンドンにいる彼と連絡を取る方法が思いつかなかった。清香は彼の電話番号もメールアドレスも知らないのだ。すっかり昴に掌握されているらしい大河内家の屋敷は頼れないし、志弦の勤務先に連絡しても不審人物と思われてしまうだけだろう。なにより、両親が目を光らせているので目立った行動は取れない。

（志弦さんのことは諦めるしかないのかな）

　一時的なものだろうと思っていた体調不良はよくなるどころか、日に日に悪化していた。夕方頃がとくにひどく、急な吐き気でトイレに駆け込むこともしばしばだ。

　青い顔でトイレから出てきた清香を見て、奈津がつぶやいた。

「なんだか、つわりの症状みたいね」

　自分の言葉にピンとくるものがあったのか、奈津は声を大きくした。

「そうよ！　清香ちゃんのそれ、もしかしたらオメデタなんじゃないの!?」

「オメデタ？」

「ほら、妊娠初期は気持ちも不安定になりがちだもの。きっとマリッジブルーとダブルできたのよ」

　娘のことなどなにもわかっていないくせに、心得ていると言わんばかりの顔が不愉快でたまらない。

「もちろん父親は昴さんよね？　まぁ、おめでたい！　お父さんも喜ぶわ」

　ちょうど仕事を終えて帰宅した琢磨に奈津はウキウキと報告している。もちろん琢磨は大喜びだ。

「そうか！　いやぁ、よくやったぞ。清香！」

「精神的に不安定だったのも妊娠のせいなのよ」

　奈津はそうに違いないと決めつけている。

「それなら、大河内家を飛び出したことも許してもらえるし、きっとすぐに結婚となるぞ。跡継ぎを……といった俺のアドバイスが見事に功を奏したな」

　免罪符を得たとばかりにふたりは安堵している。その様子を清香は冷めた目で見つめていた。

（昴さんの子を妊娠しているはずがないのに、おめでたいのはどっちかしら）

　翌日。早速病院で検査しようと言う両親に連れられ、清香は近所の産婦人科を訪れた。

　この体調不良は、画廊と志弦を失うことに対する拒絶反応だ。そう信じていたから、医師から伝えられた診断結果を理解するのに少々時間がかかってしまった。

「陽性が出ているので、エコーもしてみましょうか。最終月経から判断すると、妊娠六週くらいで――」

「きゃ～、やっぱり！　よかったわねぇ、清香ちゃん」

　奈津が清香の両肩に手を置いて、弾んだ声をあげる。けれど、その声はやけに遠くに聞こえた。

（陽性。私が妊娠しているってこと？）

　おなかに視線を落としてみても、当然まだぺたんこだし、なにかの反応があるわけでもなく、信じられない気持ちだ。

　けれどエコーの結果、たしかに新しい命が宿っていることが確認できた。

「白っぽく見えるところが胎芽です。ここ、チカチカしてるでしょう。心拍もしっかりしてますよ」

　医師がモニター画面を指さしながら説明してくれる。

　正直よくわからない部分も多いけれど――。

（これが赤ちゃんの心臓？　動いているの？）

　母性本能というやつだろうか。その健気な拍動にジーンとしてしまった。

　清香は志弦以外の男性を知らない。

（父親は間違いなく志弦さん。私と彼の赤ちゃん）

　思いがけない妊娠ではあるけれど、その事実には心が温かくなる。遅ればせながら実感が湧いてきた。

（この子は……私が守るんだ！）

　志弦がいない今、我が子を守れるのは自分だけだ。

　清香はちらりと奈津の表情を確認する。昴の子と信じて疑ってもいない様子だ。

（お父さんもお母さんも、志弦さんの子の妊娠は絶対に喜んでくれない。――まずはふたりをなんとかしないと）

　慎重に、絶対に失敗しないよう考えるのだ。

（この場で父親が昴さんじゃないことをバラしてしまうのは、多分まずい）

　最悪の選択を迫られかねない。

　奈津に肩を抱かれながら、清香は琢磨の待つ待合室に戻る。

「やっぱり妊娠ですって」

「おぉ、めでたいな！　俺たちもおじいちゃんとおばあちゃんか～」

「え～。おばあちゃんじゃなく、ばぁばって呼んでほしいわ」

　今夜は赤飯でも炊きそうな両親を横目に、清香は口を閉ざした。

　帰宅の車のなかで、琢磨が言う。

「清香。帰ったらすぐに昴さんに連絡するんだぞ」

「えぇ、きっと喜んでくださるわ。もしかしたら予定より早く迎えにとおっしゃるかもね」

　清香は懸命に思考を巡らす。すぐに昴や大河内家に伝えるべきか、そうではないのか。考えたうえで、ゆるゆると首を左右に振った。

「今すぐじゃないほうがいいと思うわ」

（真実を明かすのは、きちんと準備を整えてからよ）

　声のトーンにも気を使う。今は、昴の子の妊娠を喜んでいると思わせなくてはいけないから。

「え～、どうしてよ？」

「このタイミングで妊娠よ……嘘ついて、すがっていると思われちゃうわ。それに、まだ不安定な時期だとお医者さまも言ってたじゃない。せめて妊娠三か月に入ってから」

「そんな縁起でもない心配は必要ないと思うけどねぇ」

　奈津は不服げに口をとがらせていたけれど、琢磨が賛同してくれた。

「いや、清香の言うことも一理あるぞ。あんまり下した手てに出すぎるのもな」

「そういうものかしら？」

「そうそう。切り札は取っておくほうがいい」

　おなかの子を結婚のための手札扱いされて、清香の怒りはまた燃えあがった。でも、なんとかこらえて穏やかな顔を作る。

「うん、私もお父さんと同じ意見なの」




　妊娠のことを大河内家には告げないまま、新年を迎えた。

　つわりがきつくて正月を楽しむ気にもなれないけれど、妊婦向け雑誌で『つわりはおなかの子が元気に育っている証拠でもある』という記事を読んで、ちょっと元気を取り戻したところだ。

　ソファにだらしなく横たわり窓の外を眺める。空を見ていると、少しだけ志弦を近くに感じられるのだ。今日はどんよりとした曇り空だ。そういえば、ロンドンも曇りの日が多いと聞く。

（もしかしたら、同じ空を見あげているかな？）

　志弦は怒っているだろうか。弁明したいけれど、妊娠中の身でロンドンを訪ねるわけにもいかない。

　三が日が明けてすぐに昴から連絡があった。電話を受けたのは琢磨で、嬉々とした様子で知らせに来た。

「昴さんから結納の日取りの連絡があったぞ。向こうのご親族も集まる正式なものだ！」

　リビングで一緒にそれを聞いた奈津も、安堵の表情を見せる。

「あぁ、よかった。家出のことは許してくれたのね」

「やっぱり、亡くなられて一年経っても源蔵さまの意向はお強いんだな」

　昴が清香を許し受け入れたのは、源蔵の遺言だから。両親はそう思っているようだ。

「結納は来週末だ。その後は清香は大河内家で暮らすことになるから、それまで実家でゆっくりしていていいとのことだ」

「まぁ、お優しい方ね」

　ふたりはうれしそうにはしゃいでいるが、清香はちっとも笑えない。

（私も動き出そう。結納は絶対に阻止しないと！）




　夜、両親が寝静まった頃に清香は新年のあいさつがてら茉莉に電話をかけた。相談にのってくれそうな相手は彼女しかいない。メッセージアプリで状況は伝えてあったので、話は早い。

「もう一度、家出しようと思ってる」

『うん。実家を離れるのは賛成。でもさ、その前にクズ男との縁談をぶち壊しておいたほうがいいんじゃない？　でないと、両親にまた連れ戻されちゃうかも』

「うん、私もそれは考えた。だからね、結納より前に昴さんに妊娠を伝えてしまおうかと思って」

　別の男の子どもを妊娠している女とはさすがに結婚などしないだろう。縁談が完璧に破談となれば、両親も清香を解放してくれるかもしれない。

　大河内家とも両親とも完全に縁を切る。おなかの子を守るためには、それが最善に思えた。

『それならいっそのこと、結納の場で暴露しちゃえば？』

「結納で!?」

『うん。だって昴ってやつ、どう考えてもいい人じゃないでしょ。ふたりきりで妊娠を打ち明けたりしたら、なにされるかわからないじゃない』

　茉莉の意見も一理ある。志弦への執着を考えると、昴が逆上しておなかの子に危害を加える可能性だってゼロではない。

『天下の大河内家よ？　その気になればなんだって……考えたくもないけどさ。とにかく、妊娠を告げるのは人目のあるところがいいと思うわ』

　茉莉は力説する。

「たしかにそうかも」

『それに、清香を利用することしか頭にない両親とクズ男に恥かかせてやりたいじゃない！　派手にぶち壊して面目をつぶしてやるのよ。そうすれば、もう嫁にとも言わなくなるでしょ』




　よく考えたうえで、清香は茉莉の案を実行する決意を固めた。

「結納の場で、昴さんに妊娠を伝えるわ」

　両親にはそれだけ告げる。

「そうね。関係者がそろうんだし、ちょうどいい機会ね」

「あぁ、最高の一日になるな」

　清香のたくらみなど知る由もないふたりは、ニコニコと無邪気にうなずいた。




　迎えた結納当日。さすがは大河内家だ。銀座でもっとも格式の高い料亭を貸しきりにしたようだ。

　ネイビーのツーピースに白いコートを羽織った清香は、中庭の石畳をゆっくりと進んでいく。店の格を考えれば振り袖を着るべきだったのだろうけど、つわりがおさまっていないこの時期に着物はかなりしんどい。この場で妊娠を打ち明けるのだから理解してくれるはずだと両親を説得し、洋装にさせてもらった。

　おなかに手を当て、覚悟を決めた顔でほほ笑む。

（この縁談をぶち壊して、あなたを守るから。味方してね！）

　まだこぶし大にも満たない小さな我が子が、なによりも大きな力をくれる。

　昴たち大河内家のほうが先に到着していた。

「落ち着いたみたいだな」

　声をかけてきた昴に、そっけなく返事をする。

「ご心配をおかけしました」

　豪華な料理に舌鼓を打ちつつ、場は意外にも和やかに進んだ。清香の家出のことは伏せられているようだった。

　話に聞いていたとおり、志弦と昴の父は線の細いおとなしい人物だった。涼花は高慢な美人で、絵に描いたような〝お金持ちのワガママ奥さま〟だ。予想どおり、清香には関心がなさそうだ。

　大河内家のほうは両親以外にも親族が五、六名参加している。みな、涼花方の血縁者のようだ。兄の志弦については誰も言及しない。まるで大河内家の一族ではないというかのように。

　簡単な経歴の紹介や挙式スケジュールの相談などを、双方の両親が中心となって話し合う。昴も清香も、他人事のように聞き流すだけだった。

　ふと気がついたときには、もうテーブルにコースの締めの甘味が出されていた。

　奈津が清香を肘でつつく。

「ほら、そろそろ」

　妊娠を発表するタイミングだと言いたいのだろう。清香は椅子から立ち、居並ぶ大河内家の面々を見据えた。

　スゥと大きく息を吸う。

「みなさまにお伝えしたいことがあります」

　ずっと退屈そうにしていた昴も、顔をあげて清香を見る。

「実は私、妊娠しています」

　場にざわめきが走る。驚きに顔を見合わせていた彼らのうちで、一番年長らしい恰幅のいい男性が代表して口を開く。

「お、おぉ。まぁちょっと早いが、跡継ぎの誕生はめでたいことだ。でかしたな、昴！」

　厳めしい顔つきだが、意外といい人なのかもしれない。彼は場を盛りあげようと明るい笑い声をあげる。

　昴は当然といえば当然だが……呆然としていた。そんな彼の様子に気がついた奈津はハンドバッグからいそいそとエコー写真を取り出し、昴に手渡す。

「見てくださいな、昴さんの子ですよ」

　嬉々とした奈津とは対照的に、写真を受け取った昴の顔は険しい。彼はわななく唇から感情のままに言葉を吐いた。

「妊娠って……俺の子どものはずがないだろう!?」

　清香以外、全員が凍りつく。

「ちょっと、昴の子じゃないってどういうことなのか説明してくださいな」

　涼花の甲高いわめき声に、部屋はシンと静まり返る。

　平静を装ってはいるけれど、清香も先ほどからハラハラしっぱなしだ。

（とりあえず、昴さんが素直に怒ってくれてよかった！）

　昴に『この場では自分の子ということにしておこう』などと、大人な対応をされたら計画は台無し。それに、プライドが邪魔したのか、彼が志弦の名を口にしないのも助かった。

「――誰の子どもなのよ？」

　汚らわしいものを見る目で、涼花がにらみつけてくる。清香はシレッと答える。

「昴さんでないのはたしかですが……仲良くしている男性はたくさんいるので、誰とは……」

　できるだけ馬鹿っぽく、軽薄な女に見えるように心がけたつもりだ。

　どうやら成功したらしい。先ほどまで妊娠を喜んでくれていた年長の男性が、顔を赤くして唾を飛ばす。

「こ、こんなふしだらな女は大河内家の嫁とは認められんぞ！」

「当たり前です！　この縁談は破談、進めていたクラシックカーの店の支援も打ち切らせていただきますからね」

「えぇ……そんな……」

　琢磨は顔面蒼白で口をパクパクさせるばかり。

「ど、どういうことなの。昴さんの子だって、清香ちゃんも認めていたでしょう」

「父親が昴さんとは、私は一度も言ってないわ」

「そんなっ」

　奈津は立ちあがり、すがるように清香の両腕をつかむ。

「父親のわからない赤ん坊を妊娠するとは……そんな恥知らずの娘に育てた覚えはないぞ！」

　いまいましそうに琢磨が吐き捨てる。清香はにっこりとほほ笑んでみせた。

「恥知らずは、お父さんに似たんだと思うわ」

「な、なんだと!?」

「これまでお世話になりました。役立たずになった娘はいらないでしょうから、絶縁させていただきます」

　清香はきっぱりと宣言して、身をひるがえす。

「ちょっと、清香ちゃん！」

　奈津の呼びかけを無視して、コツコツとブーツの足音を響かせて部屋を出た。

　重い足枷から解き放たれたような、清々しい気分だった。

　外に出ると、空に向かって両手を突きあげ、う～んと伸びをする。

（悪い子になるのって気持ちいいわ）

　おなかを撫でながら、ふふっと目を細める。

「私たちは素敵な家族になろうね！」

　両親と縁を切っても寂しくなんかない。自分にはもう新しい家族がいるのだから。

（まずはこの子を無事に産む環境を整えよう。そして、できたら志弦さんにも連絡を取りたい）










七章　今度こそ離さないで




　清香に『待っているから』と約束した、その日。

　ロンドンから一時帰国した志弦はホテルに短期滞在し残った仕事を片づけると、ひと息つく間もなくまた空港に戻ってきていた。腕時計を確認すると、清香に告げた時刻の十五分前だ。

（よかった、間に合った）

　こんな大切なときに遅刻をして、彼女を不安にさせることだけはしたくなかった。待ち合わせ場所のカフェでホットコーヒーを頼み、彼女の到着を待つ。

　店内は赤と緑のクリスマス装飾で彩られていて、ＢＧＭもこの季節の定番ソングだ。そこでようやく、志弦は今日がクリスマスイブであることを認識する。

（クリスマスか。プレゼントくらい用意しておくべきだったか）

　がっかりする清香の顔を思い浮かべてしまい、気のきかない自分を責めた。わりとモテるほうだという自覚はあるが、実はあまり女性が得意ではない。

　彼女が思うほど女慣れしているわけではないのだ。

（嫉妬してくれるのがうれしくて、あえて否定はしなかったけど……）

　ヤキモチを焼いていた彼女の姿を思い出すと、無意識に口元が緩む。むしろ、考えるだけでこんなに心が浮き立つ女性など清香が初めてだ。

（ロンドンで一緒にプレゼントを選ぶのはどうだろう）

　オールドボンドストリートなら彼女に似合うものがいくらでも見つかりそうだ。もっと落ち着いたデートを楽しむなら、ノッティングヒル辺りもいい。ジュエリーならハットン・ガーデンでルースから探すのも悪くない。

（色白だからルビーやサファイアも似合うけど、もっとも彼女らしいのはやはりダイヤだろうな）

　大粒でも品を失わないダイヤモンドは、高潔な彼女にぴったりの宝石だ。美しい薬指にシンプルなソリティアのリングが輝くところを想像して、気の早い自分に苦笑を漏らす。

（だが、清香が俺と歩む決意をしてくれるのなら、そのときは――）

　正式にプロポーズをしたいと思っていた。彼女も彼女の大切なものも、自分のすべてを懸けて守るつもりだ。

　志弦はカフェの入口に目を走らせる。約束の時刻が近づいているが、清香はまだ姿を見せない。絶対に現れると確信しているわけではなかった。清香は仕事が大好きなのだろうし、真面目な子だから家族や画廊に対しての責任も捨てきれないだろう。

（けれど、半分よりは分があるはず。そう思うのは自惚れだろうか）

　祈るような気持ちで、彼女を待つ。

　緊張しているときは時間の経過がいやに遅く感じられる。五分前、三分前、ジャスト。

　そして、約束の時間から三十分後。

　すっかり冷めきってしまったコーヒーをひと口飲んで、志弦は細く息を吐く。

（自惚れだったか……）

　未練を『念のため』という言葉でごまかして、カフェの周囲や出発ターミナルを歩き回ったが彼女の姿はどこにもない。

　それでも諦めきれずにいる志弦の視界に、見覚えのある人物が映り込む。

「――昴っ」

「あぁ、会えてよかった。捜してたんだ」

　ニヤリと笑う彼の姿に嫌な予感がした。

「あの子は来ないよ。……ふたり、連絡手段がないみたいだから俺が代わりに伝えに来てあげたんだ」

「まさか……お前、清香になにか？」

　昴は心外だというように、肩をすくめて両手をあげる。

「妙な誤解はやめてくれ。知ってのとおり、俺はじいさんの遺言に従って結婚するのはまっぴらごめんだ。清香ちゃんが逃げてくれるのなら万々歳、遺言を果たせなかったのは俺のせいじゃないと主張できるからな」

　志弦はグッとこぶしを握る。たしかに昴の言い分は筋が通っている。

（俺自身もそう考えていた。昴や涼花さんにとっては、むしろ清香が逃げるのは都合がいいだろうと）

　彼らが清香に執着する理由はない。遺言を気にせず花嫁を選べるようになるなら、そっちのほうがいいはずだ。

　自分たちの障害は『画廊か、志弦か』という清香の気持ちだけだと思っている。外野の邪魔は入らないと確信していたからこそ、志弦は清香にひと月という時間を渡したのだ。じっくりと自分の気持ちに向き合えるように。

　だが、昴に対するかすかな疑念がどうしても拭えない。

　昴は志弦との距離を詰めると、フンと鼻で笑った。

「けど、清香ちゃんがどうしても俺と結婚したいと言うからさ」

　彼の言葉が真実だという証拠はない。だが、そのひと言に志弦の胸は深くえぐられた。あまりの痛みに声が出ない。

「純粋そうに見えても、女はやっぱり打算的だ。兄貴より画廊が大事だって。まぁ、画廊っていうか金かな？　結局は愛より欲が勝ったんだろ」

　思わずカッとなって、昴の胸ぐらをつかんだ。自分でも驚くほどに鋭い声を彼にぶつける。

「――彼女を侮辱するな。画廊を大切に思うことのなにが悪い？」

「はっ」

　昴は乾いた笑い声をあげて、志弦の手を払った。

「捨てられたっていうのに、かばうのか。健気だな」

「俺は……彼女の決断を尊重する」

　嘘ではない、無理やり連れ去るようなことはしたくなかった。だが、志弦の声に力はなく、表情は凍りついた。

（選んでほしかったんだ。彼女の意思で、俺とともに生きる道を――）

「用は済んだし、俺は帰るかな」

　すれ違いざま、昴は薄ら笑いでささやく。

「心配ないよ。あの子は俺が幸せにしてあげるからさ」

（清香は、俺のこの手で幸せにしたかったのに……叶わないのか）




　三か月後。オフィスの窓から咲き誇る桜が見える。この国でも春の訪れを告げる桜は大人気だ。淡いピンクが風にのってハラハラと舞うところを眺めていると、自分がロンドンにいることを忘れてしまいそうになる。

　こちらに来てからずっと、志弦は仕事に忙殺されている。体力的にはきついが、精神的にはかえってよかった。忙しいほうが清香を思い出さなくて済む。

　昴と無事に婚約を済ませたのか、彼女がどう過ごしているのか、気にならないといえば嘘になるが……昴の隣でほほ笑む姿を見せられでもしたら、とても正気を保てないだろう。失恋の傷は少しも癒えていなかった。

　大河内グループの社運を賭けて立ちあげた新企業の社長は、銀行時代から長く世話になっている古谷という優秀な男だ。亡き祖父、源蔵がとてもかわいがっていた人物で、現在のグループ内では〝志弦派〟の筆頭人物ということになっている。

（本人にその気がないのに、志弦派と言われてもなぁ）

　志弦は昴と権力争いをする気はない。お家騒動ほど社員と株主と顧客に迷惑をかける行為はないと思っているからだ。

　だが、古谷はそれを許してくれない。こうして連日、志弦を社長室に呼び出しては懇願してくるのだ。

「亡き前代表のお孫さんを悪く言いたくはないですが、昴さんの功績はすべて部下の成果を横取りしただけで実態がない。小さな子会社ならともかく、彼にこの大河内グループ全体を率いていく能力はないと思います」

　そのうわさは二年ほど前からポツポツと耳にするようになっていた。古谷は執念深くそれを調べあげたようで、分厚い報告書を投げてよこした。

「ですが、後継者は昴というのは祖父の遺志でもありますし」

　昴の横暴が事実なら見すごせないが、トップの遺言をないがしろにする前例を作るのも同じくらい問題がある。志弦は頭を抱えた。

　古谷が深刻そうに声をひそめる。

「その遺言だって……私は正直、疑わしいと思っていますよ」

「どういうことです？」

　しばらく中枢から追いやられていた身なので、そんな話は聞いたことがなかった。古谷の説明によると、遺言公開前後の顧問弁護士の行動に不審な点があるらしい。

「事が事だけに関係者の口は重く……最近になってやっと表面化してきた話です」

（遺言にどんな問題が？　後継者は昴ではなかったのか？）

「わかりました。その件はきちんと調べましょう」

　志弦を見る古谷の目が、よりいっそう鋭くなる。

「……調査の結果次第では、あなたが後継者に。その覚悟をしていただけますか？」

　彼の言葉はとても重い。古谷の目をまっすぐに見て、うなずいた。

「承知しています」

　大河内家に生まれた責務もあるが、清香のことも頭をよぎった。

（祖父は『清栄の孫娘と後継者の結婚』を望んでいたのだ。もし後継者が昴でなかったとしたら……）

　清香を昴から取り戻せるのでは？　一瞬、そんなことを考えてしまったのだ。

（馬鹿だな。昴との結婚は清香の決めたことなのに）




　瞬く間に月日は流れ、八月。ヨーロッパといえば長いバカンスのイメージがあるが、始動したばかりのこの会社にそんな余裕はない。志弦はあいかわらず休みなく働いていた。

　トントンというノックの音とともに扉が開いた。現地で雇った従業員のひとりだ。純英国人であるリチャードとのコミュニケーションは、当然英語だ。

「日本から志弦宛てに手紙だよ。大河内ホールディングスからとなっている」

「あぁ、ありがとう」

　礼を言って受け取る。たしかに、在籍していた会社の見慣れた封筒だ。

「でも、なんで手紙なんだ？」

　仕事のことならメールや電話のほうが早い。不思議に思いながら封を開ける。大河内ホールディングス総務部からの送付状には、【志弦個人宛てに届いていた手紙を転送する。ほかの資料に紛れてしまい気づくのが遅くなって、大変申し訳ない】という旨が記されていた。

　半年以上前の消印になっている淡いブルーの封筒。差出人の名は……白井駒子。

（駒子さんがなぜ？）

　志弦は急いで手紙を読む。

【志弦と清香を応援しようとした結果、本家を追い出されてしまった。その後、ひとづてに昴と清香の結婚がなくなったことを知り、清香のことが心配になってなんとか彼女に会おうとした。しかし、職場は退職済み。実家は『うちには娘はいない』の一点張りで取り合ってくれなかった】

　そんな内容がつづられていた。手紙を持つ手が震える。

（昴との結婚がなくなった？　では清香は今どうしているんだ？）

　考えてみれば、昴が正式に婚約をしたという話はいっさい耳に入ってきていない。志弦と昴は対立する立場だから、周囲が気を回して昴の話題をさけているのだと思っていたが……そうではなかったのか。

　ダンッと大きな音を立てて、志弦はこぶしをデスクに叩きつけた。

「どうしたの？　君がそんなに怒るなんて珍しいね」

　リチャードは目を白黒させているが、説明する余裕はなかった。たしかに志弦は怒っていた、仕事を理由に清香のことを考えないようにしていたこの数か月の自分自身に。

（幸せに暮らしているかどうかくらい確認すべきだった……もし清香になにかあったら、俺は……）

　志弦のデスクの電話が鳴ったのはそのときだった。リチャードに断りを入れてから受話器をあげる。リチャードは目配せをして部屋を出ていった。

　電話をかけてきたのは古谷だ。

「そうですか。まさか本当に遺言書が――」

　古谷の話を聞いた志弦は、暴かれた真実の重さにそれきり言葉を失う。古谷の話はまだ続いている。

『それと、昴さんの動向についても報告があがりました。民間の調査会社と接触しているようです』

「調査会社？　では、やはり昴も遺言の件に……」

　調査会社を使う理由はなにか内密にやりたいことがあるからだろう。遺言絡み以外には思いつかない。

『それがですね、どうも違うようなんです。昴さんの依頼内容は――』

　古谷との電話を終えた志弦は思わず頭を抱えた。

（俺はとんでもない大馬鹿者だったのかもしれない……）




◇　◇　◇




　同じ頃、清香は碧美島にたったひとつの産婦人科にいた。臨月を迎えたおなかはもうはち切れんばかりだ。

「予定日の二週間前、もういつ陣痛がきてもおかしくないからね。なにかあったら、いつでも連絡して」

「はい、よろしくお願いします」

　気さくで親切な女性ドクターに、緊張の面持ちで頭をさげた。

（いよいよ出産かぁ）

　ドクターは心配そうに眉根を寄せて清香に聞く。

「やっぱり、ご家族は誰も来られないの？」

「……はい、すみません」

　清香が申し訳なさそうな顔を見せると、ドクターは慌てて笑顔を作る。

「あ、責めてるわけじゃないのよ。それぞれの事情があるしね。私たちがしっかりサポートするから安心して」

「ありがとうございます」

（優しい先生で本当によかった）

　陣痛がきたときの連絡先や持ちものについて、あらためて説明を受けてから清香は病院をあとにする。

「いいお天気だなぁ」

　澄みきった青空、気温は高いけれど東京に比べるとカラッとしていて風が心地よい。

　夏休みシーズンに入り、島にはたくさんの観光客が訪れていた。歩きはじめたばかりと思われる小さな女の子がパパとママに手を引かれて、愛らしい笑顔を見せている。幸せそうな家族の姿に、清香の表情も自然とほころぶ。

（おなかの子も一年後にはあのくらいになるのかな？）

　性別はおそらく女の子だろうとドクターから聞いている。

　結納をぶち壊した清香はそのまま実家を出て、この碧美島にアパートを借りて暮らしている。こちらに来てもう半年以上経った。

　茉莉が一緒に暮らすことを提案してくれたけれど、志弦との思い出が詰まったこの地で出産したいと自分で決めたことだ。東京に比べたら家賃も安いし、それなりに大きな島なので分娩が可能な病院もある。思いつきのわりには、悪くない選択だったと思っている。

　両親からはなんの音沙汰もない。おそらく清香の行方を捜してもいないのだろうが、それは構わない。こちらも絶縁できてすっきりしているくらいだ。大河内家も花嫁失格となった清香にはもう興味はないだろう。

　懸念があるとすれば、おなかの子の父親が志弦であることに気がついているはずの昴なのだが……今のところはなにもない。

（妊娠を知らずにロンドンに行ってしまった志弦さんと私が、今さら結ばれることはないと満足したのかも）

　昴がそう考えても不思議はないだろう。清香自身ですら、おおいに不安を感じているのだから。こちらに来てからも、志弦と連絡を取る方法は考えた。ロンドンの彼の職場に直接連絡を……と調べてみたのだが、大河内グループ関連企業のロンドン支社や事務所はたくさんあって、どこに彼がいるのか突き止められなかった。

　最終手段はロンドンまで捜しに行くこと。そう思っているのだが、冷静になるとこれもかなり無謀な案だ。会社も住所も知らないのに、はたして会えるものだろうか。

（それに……私は約束の場所に行けなかったんだもの。志弦さんはもう終わったことと思っているかも。妊娠も……どう思うかな？）

　碧美島に来た当初は志弦との再会を信じていたし、子どもの存在もきっと喜んでもらえると思っていた。でも、離れている時間が長くなればなるほど臆病になる。

　表情が曇った清香を励まそうとでもするように、おなかの子がモゾモゾと動いた。ずいぶん慣れてきたけれど、胎動はやっぱり不思議な感覚だ。くすぐったくて、心がじんわり温かくなる。

「もしかして心配してくれてるの？　ありがとう」

　清香はおなかに視線を落としてほほ笑んだ。先月くらいまでは元気いっぱいに暴れ回っているような感じだったが、もうおなかのなかも窮屈になってきたのだろう。動き方も変わってきた。

「きっと、もうすぐ会えるね」

　我が子との対面はすごく楽しみだけど、初めての出産だ。もちろん不安もある。

（茉莉が立ち会ってくれると言うけど、いつ始まるかわからない陣痛に合わせてこっちに来てもらうわけにはいかないわ）

　ひとりで臨むつもりだった。でも、のどかな島の病院では、夫婦のみならず一族総出で赤ちゃんの誕生を祝っているような場面を目にすることも多くて、そういうときはちょっと心細くなってしまう。

　清香は弱気を払うように頭を振った。

（しっかりしないと。無事に出産して、赤ちゃんと一緒に志弦さんに会いに行くんだから！）

　そう決意した瞬間だった。下半身に未知の違和感を覚えて、ぴたりと足を止める。

（え……これ、もしかして破水!?）

　陣痛ではなく破水から始まる出産もあると病院から説明を受けてはいるものの、経験がないので絶対の確信も持てない。

（病院に戻る？　いや、アパートに帰って荷物？）

　パニック状態で思考がまとまらない。しばらくして、ようやく病院へ電話することに思い至った。

　荷物を取って、すぐに病院へ戻る。あっさりと「破水ですね」と言われ、そのまま入院することになった。すぐに陣痛も始まり、不安も膨れあがっていく。

（どんどん痛みが強くなってるし、やっぱり怖いよ。――志弦さん！）

『大丈夫、なにも心配いらない』

　彼の優しい声が聞こえた気がした。志弦の笑顔を思い出すだけで、心が落ち着く。清香は大きく深呼吸をして気持ちを整える。

（大丈夫、がんばるんだ。志弦さんとの大切な赤ちゃんを私が守らないと）

「痛みが強くなるのはいいことよ。赤ちゃんが外に出ようと奮闘している証だもの」

　様子を見に来てくれた助産師さんもそんなふうに励ましてくれた。

（そうなんだ。私に会いたいって思ってくれてるのかな？　パパにも……きっと会いたいよね）




　陣痛開始から六時間後。

　清香は無事に元気な女の子を出産した。ドクターにも「初産なのに早い！」と驚かれるほどの安産だった。

（元気に生まれてきてくれて、本当によかった）

　腕のなかの我が子の顔をのぞき込んで、清香はふっと笑みをこぼす。予定日より早い誕生だったのでやや小さめの赤ちゃんだけれど、産声はとても力強かった。

「はじめまして、碧あお乃の」

　志弦との思い出の詰まった、この地にちなんだ名前を清香は娘につけた。

「私のところに来てくれてありがとう」

（志弦さん、私たちの娘が生まれましたよ。すごくかわいい女の子です）

　清香は目に涙を浮かべて、心のうちで志弦に呼びかける。

（いつか碧乃と一緒に会いに行ってもいいですか？）

　きっと大喜びしてくれる、碧乃のためにもそう信じたかった。




　三か月後、十一月。

　風はすっかり冷たくなり、温暖な碧美島にも冬の気配が近づいていた。

（『案ずるより産むが易し』は本当なのかも！）

　出産がとても順調だったことで、産後すぐはそんなふうに気持ちが大きくなっていた清香だったが……ひとり育児の大変さは予想以上ですぐに前言撤回するはめになった。

「ふぎゃあ、ぎゃあ～」

　夜十時。アパートの狭い部屋に碧乃の泣き声が響き渡る。かれこれ、もう一時間はぐずり続けているだろうか。この身体のどこから、そんなパワーが出てくるのだろうと不思議でならない。

「碧乃。せめてもうちょっと声のボリュームを……」

　懇願するように言うが、小さな暴君が聞き入れてくれるはずもない。隣室は空き部屋だが、上下階の住人から苦情がこないかと気が気でなかった。

「うぅ、眠い。頭がクラクラする」

　碧乃は完全に昼夜逆転タイプで昼間はぐっすり眠ってくれるのだが、夜になると火がついたように泣き出す。彼女に合わせて自分も昼間に眠ればいい話なのだが、長年染みついた生活習慣を変えるのは難しく、どうしても寝不足になりがちだ。

　碧乃を抱いて、部屋のなかをグルグルと歩き回る。

「ママ、明日は面接なんだ。クマが目立つ顔じゃ悪印象になっちゃうし、今夜は早く寝てくれるとうれしいな」

　いつまでも貯金で食いつなぐわけにもいかないので、求職活動を始めることにしたのだ。明日は夕方に一件、面接の予定が入っている。

「うぇ～」

　事情を説明しても、もちろん碧乃は泣きやまない。清香はため息をつく。

　かわいい娘、それはたしかなことだ。でも、まだ意思疎通のできない赤ちゃんとふたりきりの日々は想像以上に孤独だった。自分がしっかりしていないと碧乃の命を守れないというプレッシャーものしかかる。

　泣き叫ぶ碧乃を見ていると、自分も泣きたくなってくる。

（ダメ、ダメ。暗くなっても、いいことないもの！）

　苦しくなったときはある妄想をすることにしている。もし志弦が隣にいたら……と考えるのだ。

（碧乃が不機嫌。志弦さんはどうするかな？　なんて言うかな？）

『碧乃は泣き顔もかわいいなぁ』

『元気に育っていてうれしい』

　そんな言葉をかけて、優しく碧乃を抱く姿が目に浮かんだ。彼の笑顔を思うだけで力が湧いてくる。清香は真っ赤な顔で泣く碧乃の頬を撫で、笑った。

「パパはきっと碧乃にメロメロになるね。その姿を見るのが楽しみだなぁ」

　碧乃にはいつも『パパにもすぐに会えるよ』と声をかけている。それは彼女のためでもあるけれど……清香の心の支えでもあった。何度も口にしてしまうのは、きっと不安の裏返しなのだ。

（碧乃は本当に志弦さんと会えるのかな？　いつまでも、叶わない夢にしがみついてるだけなのかも……）




　翌日。清香は小さな美術館のスタッフ採用面接を受けていた。

「尾野美術館、私も大好きですよ。あそこに勤めていたとは、すごいな」

　穏やかな中年の館長は、清香の元職場である美術館を絶賛してくれる。が、続く言葉は大きくトーンダウンした。

「ただ、今回の募集はただの事務スタッフで。学芸員というほどの仕事ではなくてですね」

　募集要項に書いてあったので、その辺りは理解している。もうすぐ退職予定の事務員の代わりを探しているとのことだった。

「わかっています。それでも、美術にかかわる仕事がしたいなと思いまして」

　懸命に熱意を伝えようとしたが、館長は抱っこ紐のなかで眠る碧乃を見て、弱ったような笑みを浮かべる。子づれで面接を受ける許可は取ってあったが、碧乃がまだ乳児であることに驚いたのかもしれない。

「でもねぇ、小さな赤ちゃんを抱えて仕事をするのはやっぱり大変だと思いますよ。ご家族がお世話をしてくれるわけではないんですよね？」

「はい。保育園を探すつもりでいます」

「なるほど。う～ん、がんばるお母さんに協力したい気持ちはあるんですが……ちょっと検討させてくださいね」

　その表情から結果は聞かなくても推測できたが、ワケありそうな清香にこの場で不採用を告げるのは忍びないと思ったのかもしれない。彼は「採用の場合は三日以内に電話します」と言って面接を終了した。

　電話がくる望みは薄そうだったけれど、丁重に礼をして美術館をあとにした。

（やっぱり厳しいよね。でも、がんばらないと！　貯金は無限じゃないんだから）

　美術にかかわる仕事ならうれしいが、こだわるつもりはない。どんな仕事でもどんどん面接を受けるつもりだ。碧乃を育てるためにも、ロンドンに行くのにも資金が必要だ。清香はまだぐっすりと眠っている碧乃の寝顔を見つめ、苦笑する。

（夕方にいっぱい寝ちゃってるから、夜は元気なんだろうなぁ）

「でも、面接の間、いい子にしててくれたもんね。ありがとう、碧乃」

　清香はいつもの場所へと足を向ける。いつか、志弦と一緒に渡った砂の道。現在の住まいであるアパートのすぐ近くなのだ。あの岩島を眺めるのが、ここで暮らしはじめてからの日課になっている。道が現れる干潮時間の変化もだいたい覚えてしまったほどだ。

　危なっかしい階段をおりると、一気に視界が開けた。碧の海を割ってできる白い道、息をのむほど美しい夕日。すべてがあの日と同じだ。

『この景色が一番の芸術品だな』

　彼の声が耳に蘇る。その瞬間、必死に張りつめていた糸が切れてしまった。さまざまな感情が込みあげてきて、こらえきれずに嗚咽を漏らす。

「会いたいです、志弦さん」

（自分ひとりで碧乃を幸せにしてあげられるのか、本当は不安で仕方ない。志弦さんにそばにいてほしい）

「碧乃の成長を……一緒に見守ってほしいのに」

　無茶な要望だとわかっている。志弦は清香が約束を守れなかった理由も、出産どころか妊娠したことすら知らないのだ。でも、言葉にしたら思いがあふれて止まらなくなった。

「どうして離ればなれなんですか！　もう、志弦さんなんか嫌――」

　声が詰まる。嘘でも彼を嫌いとは言えない。

「――好き、大好き」

　恋もキスも、その先も、すべて彼が教えてくれた。清香の愛した男性は、あとにも先にも志弦だけなのだ。

（志弦さんと碧乃がいれば、ほかにはなにも望まないのに……）

　白い砂に、流れ落ちる涙が染み込んでいく。

　そのとき、ふいに背中が温かくなった。

「――俺もだ。世界で一番、清香が好きだ」

　穏やかでどこか艶っぽい、聞き違えるはずのない声。

　肩を震わせ振り返ると、そこには恋しくてたまらない志弦の姿があった。

「し、しづ……」

　動揺で頭が真っ白になる。なにがなんだかわからないうちに、清香の身体は碧乃ごと志弦の胸のなかにおさまった。

「大事なときにそばにいてやれなくて、本当に悪かった。どんな責めも甘んじて受ける」

　清香の胸のなかの碧乃に視線を落とし、彼は声を詰まらせながら言う。

「この子が俺たちの……世界一かわいいな」

「あ、碧乃に会いに来てくれたんですか？」

　聞きたいことはほかにも山ほどあるけれど、この質問が清香にとっては最重要だ。彼が碧乃の存在を受け入れてくれるのかどうか――。

「清香がこんなまぬけな俺を許してくれるなら……今この瞬間から二度と君たちを離さない。清香とこの子の幸せのためなら、なんでもする」

　切実な声で志弦は告げる。

「だからどうか、許してほしい」

（許すもなにも、志弦さんは悪くない……そんな苦しそうな顔をする理由はないのに）

　だけど、それを伝えるより先にもっと素直な気持ちが口をついて出た。

「志弦さん。会いたかった……ずっと会いたくてたまらなかった」

　あふれた涙で顔はグシャグシャだ。志弦の大きな手が清香の両頬を包み込む。

「俺もだ。――ありがとう、清香」

「はい！」

　多くを語らなくても、こうして向き合えば互いの気持ちは十分に伝わる。自分たちはたしかに愛し合っている。

　ふいに、碧乃が目を覚まし「ふえぇ」と小さく泣いた。

「あぁ、悪かった。せっかく気持ちよさそうに寝ていたのに、俺のせいで起こしてしまったか」

　これまで見たことないほどに慌てている志弦がおかしくて、清香はぷっと噴き出す。抱っこ紐を外しながら志弦に声をかける。

「もうたっぷり眠ったあとなので大丈夫です。それより、よかったら抱いてあげてください」

　清香が碧乃を近づけると、志弦はおそるおそるといった感じで手を伸ばした。

「この島にちなんで碧乃って名前にしたんです。すごく元気な女の子です」

「いいのか？　俺が抱いたりして碧乃は嫌がらないだろうか」

　清香はきっぱりと首を横に振る。

「そんなわけないです。碧乃も私もパパに会える日を心待ちにしてたんですから」

　志弦はホッとしたように表情を緩めると、優しく碧乃を抱っこする。

「碧乃、会えてうれしい。遅くなったぶん、これから全力で愛するよ」

　清香の涙腺はすっかり崩壊していて、涙がとめどなく流れ続けた。

（碧乃と志弦さんが無事に会えて本当によかった）

　志弦はそれから清香に視線を向けると、愛おしそうに目を細める。

「清香、キスしてもいい？」

　彼の笑顔は胸を甘く焦がす。騒がしくなった自身の鼓動を感じながら、清香はうなずいた。

　唇が触れ合う直前で、志弦はぴたりと止まって苦笑を漏らす。

「碧乃の教育に悪いかな」

　そう言って清香の頬にそっと唇を寄せた。

「この先はふたりきりのときに」

　志弦の言葉に清香もほほ笑む。

「このキスだけでも心臓が弾け飛びそうにドキドキして、幸せです」

　志弦の口元から白い歯がこぼれる。

「愛してる、清香」




　三人で一緒にアパートに帰った。話したいことはたくさんあったけれど、例のごとく夜は碧乃の機嫌が最悪なので、ようやく落ち着けたのは彼女が寝ついた十一時過ぎだった。

「すみません。せっかく来てくれたのにバタバタしてしまって」

　志弦に温かいハーブティーを出しながら清香は言う。今夜の寝かしつけは志弦が協力してくれたので、いつもよりずっと気持ちに余裕が持てた。

「いや。この三か月、清香がどれだけ大変だったかを知って……あらためて謝罪とお礼をしたいと思った」

　志弦は居住まいを正して、清香に頭をさげる。彼のこの誠実さがやっぱり好きだと、清香の頬は自然と緩む。

「でも、一緒にいられなくても志弦さんは私を助けてくれていましたから」

　どういうことだ？と言いたげに彼は首をかしげる。

「つらくなったときはいつも、もし志弦さんが一緒だったら……と想像していました。それだけで元気になれました」

　志弦は何度か目を瞬いたかと思うと、心底うれしそうな顔で笑う。

「清香は優しくて強いな。君のそういうところがたまらなく愛おしい」

　ストレートな愛の言葉に胸が高鳴る。彼は自分の隣をポンポンと手で叩いて、清香に座るよう促す。隣に腰をおろすとすぐに、彼の腕が伸びてきてグッと抱き寄せられた。触れ合う肩がほんのりと熱くなる。志弦は清香の髪に鼻を埋めて言う。

「あぁ、清香の匂いだ。蜜のように甘くて……俺の本能をこれでもかとかき立てる」

　熱っぽい声が脳に直接響いて、それだけでのぼせてしまいそうだ。

　端整な顔が近づいてきて、唇が重なる。

「んっ、ふぅ」

　甘い吐息が交ざり合う。後頭部と背中を志弦にがっちりとホールドされていて、身じろぎもできない。もうどのくらい、キスを続けているだろう。

　テーブルに置かれたお茶は、きっともう冷めてしまっている。

　わずかに解放された瞬間を逃さずに清香は言う。

「志弦さん。あの、お茶は……」

　情熱を秘めた彼の瞳はゾクゾクするほど色っぽく、直視できない。

「あぁ、ごめん。清香は喉が渇いてる？」

「はい。少し……」

　別に渇いてはいないけど、これ以上キスをしていたら自分がどうにかなってしまいそうで、思わず嘘をついてしまった。すでに唇はジンジンと痺れるような熱を帯びている。

「わかった」

　志弦はテーブルの上のカップに手を伸ばすと、琥珀色の液体を口に含む。そしてそのまま、清香の顎を持ちあげて唇を合わせた。

　ぬるくなったお茶が清香の喉を流れていく。それは媚薬のように身体を昂らせる。

「おいしい？」

　Ｓっ気たっぷりのほほ笑みに、あっさりと陥落させられてしまう。清香は頬を赤く染めながら、うなずく。

「舌出して」

　言われるがまま従うと、絡め取られ唾液を吸われる。

「くっ、あんっ」

　鼻にかかった、甘ったるい声がこぼれる。志弦は満足そうに目を輝かせた。

「またこの声が聞けるとは、夢みたいだな」

　恥ずかしさはもちろんあるけれど、彼が自分を欲してくれることがうれしくて仕方ない。求められているのが身体だけではないことが、彼の一挙手一投足からきちんと伝わるから。

（私も同じ気持ちだって、どうしたら伝わるかな？）

「志弦さん……」

　少しだけ勇気を出して、自分から彼の唇に顔を寄せた。下唇の端をかすめるだけの下手くそなキス。それでも、彼はうれしそうな顔をしてくれた。

　清香の身体をギュッと抱き締めて、悩ましげな声を出す。

「碧乃がいてくれてよかった。ふたりきりだったら、めちゃくちゃに抱いて清香の身体を壊してたかも……」

　この先はお預けであることは互いにわかっている。だからこそ、身体の芯が切なく疼いてもどかしい。

「志弦さんになら、壊されてみたい……です」

　志弦が驚いたように目を見開く。

「あ、もちろん今じゃないですよ！　その、いつか」

「頼むから……あんまり煽らないでくれ。理性が飛びそうになる」

　言葉どおりに余裕のない彼の横顔は、清香を最高に幸せな気分にさせた。

　そのあとは、離れていた間のことを語り合った。

「私は志弦さんと一緒にロンドンに行くつもりでした。でも、空港でお父さんと昴さんにつかまってしまって、約束を守れなくて本当にごめんなさい」

　それからすぐに妊娠が発覚したこと、志弦に連絡したくても手段が見つからなかったこと、結納をぶち壊して両親に絶縁宣言をしたことなどを彼に説明する。

「大河内家の顔に泥を塗るようなマネして申し訳ありませんでした」

　清香が肩をすくめると、志弦はおなかを抱えて笑う。

「いや。悪い子になった君を俺も見たかったな」

　それから、志弦はなにかを考え込む顔になってゆっくりと話し出す。

「やっぱり昴の嘘だったんだな」

「昴さんの嘘？」

　清香が聞くと、彼はうなずいた。

「あの日、空港で君を待っていた俺のところに来たのは昴だったんだ。あいつが清香は画廊のために昴との結婚を決めたと言ったから……」

「えぇ!?　そんなこと、私はひと言も――」

　我慢できずに口を挟んでしまった。

（昴さんがそんな行動に出ていたなんて！）

　志弦は無念そうに唇をかむ。

「すまない。昴は祖父の決めた君との結婚を嫌がっていたんだ。だからあいつが君を引き止める理由はないと……それに君が画廊を本当に大切にしていたことも知ってたから……俺はすっかり昴の言葉を鵜呑みにして」

「そうだったんですね。でも、それならどうして碧美島まで？」

　清香が昴と結婚したものと信じていたのなら、どうしてここまで捜しに来てくれたのだろう。

「あぁ、それは――」

　彼はロンドンでの出来事を聞かせてくれた。

「駒子さんがお手紙を？」

（私のせいで仕事を辞めさせられたのに、それでも心配してくれたんだ……）

「そうなんだ。彼女のおかげで君が昴と結婚していないことを知って……行方を捜そうとした矢先に、思わぬところから君の情報が入った」

「思わぬところ？」

「駒子さんから手紙をもらった夏頃、実はある事情があって昴の動向に目を光らせていたんだ。あいつが調査会社の人間になにかを依頼しているらしいとわかった」

　清香の頭は疑問符でいっぱいになる。

（調査会社？　昴さんはなにを頼んだの？）

　その疑問には志弦がすぐに答えてくれる。

「昴は君のことを調べていたんだよ。清香が碧美島にいて、出産しようとしていることも知ってた」

　驚きにしばし言葉を失う。

（そうだったんだ。もう興味をなくしたのだと思っていたけど違ったのね）

　かすれた声で清香は聞く。

「碧乃になにかするつもりだったんでしょうか」

　結納の場で恥をかかせたことをよほど恨んでいたのだろうか。

「いや、そうじゃない。俺は昴と直接話はできていなくて、人から聞いた内容なんだが……」

　昴の調査会社への依頼内容は『清香が志弦に接触しようとしたときだけは報告が欲しい』というものだったらしい。シングルマザーとして暮らす、もしくは別の誰かと一緒になるなら構わない。そんなふうに言っていたそうだ。

（昴さんの執着の対象は碧乃や私ではなく、あくまでも志弦さん）

　彼のコンプレックスの根深さは相当なようだ。

「どうしてかわからないが、俺たちが一緒になるのを邪魔したかったようだな。俺はそれを聞いてやっと、空港での昴の話も嘘だったと気づけたんだ」

　志弦は昴の執着が自分にあるとはまったく思っていないようだ。志弦のほうにはライバル意識など皆無だからだろう。

「それで、私を迎えに来てくれたんですね！　けど、昴さんに邪魔されなかったんですか？」

　そのために彼は調査会社まで雇っていたくらいなのだから。

「それが、さっき話したある事情なんだが……」

　志弦は厳しい表情で声をひそめた。あまり語りたい話題ではないのだろう。

　彼の口から告げられた真実は驚くべきものだった。

「遺言の書き換え!?」

　清香の声は思わず大きくなる。彼はうなずき、言葉を続ける。

「昴の母、涼花さんの暴走で……弁護士を抱き込んで祖父の遺言書に細工をしていたんだ」

　源蔵の死の前後、弁護士の挙動が不審だったと近くにいた人間は不信感を抱いていたらしい。最初はくだらないうわさと無視されていたものの、きちんと調査を進めていくうちに真実だったとあきらかになったそうだ。

「昴自身はどこまで知っていたのか、それを明確にするために彼にも監視がついて……結果、首謀者は涼花さんだったけど昴も認識はしていたことが判明した」

「そんなことが――」

（じゃあ、もう邪魔したくてもできる状況ではないのね）

「今は昴も涼花さんもかかわった弁護士も罪を認めて、全容も解明されてきている」

　志弦は大きく息を吐いた。

「言い訳になるが、ここ数か月はこの対応に奔走していた。ロンドンの仕事を整理して、日本に戻って正しい遺言書を公開し、ようやく清香に会いに来られた」

「遺言書、もしかして後継者は……」

「あぁ」

　清香が想像したとおり、源蔵は『大河内グループを志弦に託す』と残していた。

　志弦はニヤリといたずらっぽく笑って続ける。

「でも俺にとっては、もっと大事な遺言がある。祖父は清栄の孫娘を後継者の妻に……と望んでいたんだ」

　涼花と弁護士は遺言を大きくいじることはしなかった。シンプルに志弦の名を昴に書き換えただけ。そのほうが露見する可能性が低くなると考えたらしい。

「そ、それじゃあ」

　志弦は極上の笑みで告げる。

「あぁ。最初から君の相手は俺だった」

　志弦は清香の左手を取り、薬指にキスを落とす。

「もっとも、清栄の孫娘でなくても俺は清香を欲しているけど」

「私も。志弦さんが大河内家の御曹司だと知る前から、恋に落ちていました」

　尾野美術館のスタッフと常連客。ふたりの恋はそこからすでに始まっていたのだ。

「正直に言うと、君に大河内家なんかに嫁いでほしくはないんだ。欲にまみれた汚い世界は、清香と碧乃にはふさわしくないから。けど……俺はどうしても君たちを離してやれない。だから、俺の手で大河内家を変えてみせる」

　真剣な瞳から彼の覚悟が伝わってくる。

「志弦さん」

「俺のすべてを懸けてふたりを幸せにすると誓う。結婚してくれるか、清香」

「もちろんです……」

　感極まって泣き出してしまった清香を彼はもう一度、その胸に優しく包み込んでくれた。










終章




　志弦はもう大河内グループの次期代表として歩み出しているので、長く不在にするわけにはいかない。一週間後には東京に戻るスケジュールで、ふたりは準備を始めた。

　だけど、島にいる残りの時間はこのアパートで一緒に暮らしてくれると彼は言う。

「本当にホテルでなくていいんですか？　そんなに広い部屋ではないので、窮屈じゃないでしょうか」

（日当たりもよくて、私はお気に入りだけど……志弦さんはセレブだから）

「君が一緒なら狭いほうが好都合だ」

「え？」

　ふいに彼の顔が近づいてきて、ついばむような口づけをされた。

「ほら。こうやっていつでもキスできるし」

　破壊力抜群の殺し文句にアワアワしてしまう。両手で頬を挟んでみると、ものすごく熱くなっていた。




　彼と蒼乃と三人での暮らしはとても楽しくて、あっという間に時間が過ぎていく。

「碧乃！　店員さんオススメのベビークリーム買ってきたぞ」

　夕刻。買いものから戻ってきた志弦はドラッグストアの袋を手にしたまま、碧乃のいるベビーベッドに駆け寄った。

「スキンケアによさそうなの、ありましたか？」

　碧乃は乾燥肌のようで、痒がって引っかくから頬に細かな傷ができてしまっていた。志弦は満足げにほほ笑み、買ってきたクリームを清香に見せた。

「すごく人気がある商品だそうだ」

　それから碧乃に視線を落とし、優しく言う。

「パパと一緒に風呂に入ろう。新しいクリームを早速ためしてほしいしな」

　いそいそと風呂の準備を始めた志弦に、清香の顔がほころぶ。たった数日で、彼はミルク作りもオムツ替えもマスターしてしまった。碧乃もすっかり志弦に慣れ、抱っこされるとご機嫌になる。

（ふふ。志弦さん、想像していた以上に碧乃にメロメロだなぁ）

「パパとお風呂だって。うれしいね！」

　清香は碧乃を抱いて、ベッドの上にうつ伏せにする。

　そろそろ首が据わる頃なので、こうして時々顔をあげる練習をさせているのだ。碧乃が小さな両手に力を入れて、頭を起こそうとする。いつもは顔が前を向く前に力尽きてしまうのだけれど、今日は違った。

　清香はバスルームにいる志弦を呼ぶ。

「志弦さん！　碧乃が頭をあげそうです。早く、早く！」

「本当か!?」

　慌てて走ってきた彼と一緒に碧乃のがんばりを見守る。

「すごいぞ、碧乃。あと少しだ」

「がんばれ！」

　ふたりの応援が力になったのか、碧乃の頭がググッと高くあがった。つぶらな瞳がまっすぐにパパとママを見つめている。

「おぉ、ずいぶん長く維持してるな」

「はい！」

　たった数か月でこんなにも成長するのかと、清香の胸が熱くなる。

「努力家なところはきっとママに似てるんだな。碧乃がどんな女性になっていくのか、楽しみで仕方ない」

　碧乃に注がれる志弦の眼差しは優しく温かい。

（これからは志弦さんと碧乃とずっと一緒……こんなに幸せでいいんだろうか）

　清香はあらためて自身の幸運をかみ締めた。




　碧乃を寝かしつけたふたりは、ベッドに並んで座った。

「あさってには東京かぁ。碧美島を離れるの、少し寂しいですね」

「また遊びに来よう。碧乃の生まれた大切な場所だから」

　ベビーベッドでスヤスヤと眠っている碧乃を見守りながら彼は言った。

「はい！　そうだ、東京に戻ったら駒子さんにお礼を言いたいです。どうにかして連絡を取れないでしょうか？」

　彼女は住み込みの従業員だったはずだ。昴に追い出されて、その後はどうしているのだろう。

「彼女なら、もう屋敷に戻ってきてもらっているよ。千佳さんもね」

「そうなんですね！　わぁ、早く会いたいです」

「――すぐ会えるよ」

　志弦はどこか意味ありげな笑みを見せた。

　その意味を知ったのは翌朝のことだ。

「え、えぇ～!?」

　アパートにやってきた客の姿に清香は目を丸くする。玄関先に立っていたのは駒子と千佳だった。

「清香さん！　お久しぶり」

　ギュッと清香の首に腕を回したのは千佳だ。

「千佳さん！」

「も～。行方不明だと聞いたときは心配したのよ。おまけにママになっていたとは、びっくりよ」

　千佳は唇をとがらせる。

「すみません。心配をおかけして」

「でも、元気そうでよかった～。あ、この子が碧乃ちゃん？　きゃ～かわいい！」

　志弦の腕に抱かれた碧乃に、千佳はおもしろい顔をしてみせる。彼女の気持ちが伝わったのか、碧乃はフニャリと顔をほころばせた。

「あ～。今、碧乃ちゃん笑ったよね？　ね？」

「騒ぎすぎですよ、千佳さん」

　あきれたような声の主はもちろん駒子だ。

「えっと、ふたりともわざわざ迎えに来てくださったんですか？」

　困惑している清香に答えたのは志弦だ。

「俺が頼んだんだ。少しだけ碧乃の世話をしてもらいたいと思って」

「え？」

　志弦は口元を緩ませる。

「東京に戻ったらまた碧乃中心の毎日が始まるから、この島での最後の夜くらい清香とふたりでデートしたいと思ったんだ。どうかな？」

　すぐに千佳が補足する。

「私、一応は子育て経験者だし短時間なら大丈夫だと思うから安心して」

　サプライズに驚いてしまって、すぐには言葉が出てこない。そんな清香の顔を志弦は心配そうにのぞき込む。

「あれ？　喜んでもらえるかと思ったんだが……」

「産後はデートよりひとりでゆっくりする時間が欲しくなると、よく聞きますよね」

「そういうものなのか!?」

　駒子が意地悪を言って志弦を焦らせる。その様子に千佳はクスクスと笑って清香を見やる。

「どっちにする？　デートでもひとりでゆっくり過ごすでも、私たちは清香さんの希望を叶えるために来たんだから遠慮しないでね」

「――そんなの、デートがうれしいに決まっています！」

　涙ぐみながら清香が答えると、志弦はホッとしたように笑う。

「よかった。初めてのデートで行ったホテルのレストランで食事をしよう」

「あそこで？」

　彼と初めての夜を過ごした思い出の場所。あのときは強行スケジュールだったのでディナーはルームサービスで済ませてしまったけど、雰囲気のいい素敵なレストランが入っていたはずだ。

「碧乃さんは私たちに任せて、しっかり奥さま孝行してきてくださいね」

　駒子の言葉に志弦は力強くうなずいた。




　夕方、ふたりは碧乃を駒子たちにお願いして、家を出た。

　清香は秋らしいワインカラーのワンピ―スに身を包み、いつもよりちょっと気合いの入ったメイクをほどこした。ヘアスタイルは編み込みのハーフアップだ。

　志弦はダークグレーのスーツに鮮やかなロイヤルブルーのタイを締めている。あまりにかっこよくて、ついつい見とれてしまう。

「志弦さん、本当にスーツが似合いますよね。すごく素敵です！」

　興奮気味に褒めると、倍になって返ってきた。

「清香もそのワンピースよく似合う。振り袖も上品でよかったな。あぁ、でも――」

　志弦は懐かしむような顔になる。

「俺が一番好きなのは、美術館で働いていたときのスーツ姿かな」

「スーツの似合う女性が好きなんですか？」

　新事実に驚くと同時に、ちょっと不安を覚える。

（キリッとした女性が好みなのかな？　私、そういうタイプではない気がするけど）

　学芸員として仕事をしていた頃はブラックスーツが定番だったけれど、似合っていたかどうかは自信がない。

「いや、スーツが好きなわけではなくて……展示品を扱うときの真剣な顔とか、お客さんに一生懸命説明しているところとか」

　志弦は続ける。

「尾野美術館に通うようになった頃の俺は、仕事に情熱を失いかけていて……」

　源蔵が亡くなり、一族が権力争いでゴタゴタして疲れきっていたのだと志弦は教えてくれた。

「清香に出会って、いきいきと働く君を見てやる気を取り戻せた。堂々と清香に告白できる男になりたいと思ったんだ」

「え、え～。私、そんな大層な人間じゃ……」

　照れまくる清香に、志弦は真面目な顔で断言する。

「特別だよ。俺にとって清香は」

　はにかみながら、清香は感謝の気持ちを彼に伝える。

「そんなふうに言ってもらえてうれしいです。志弦さんといると物語のヒロインになったみたい。ずっと、そういう華やかな役とは縁遠いタイプだったのに……」

「清香は俺のヒロインだから。俺の前でだけ輝くんじゃないか？」

　そう言ったかと思うと、彼はクスクス笑い出す。

「ていうのは、さすがに自惚れすぎかな。けど――」

　耳元で甘くささやかれる。

「そうであってほしいと願ってる。清香のかわいいところも色っぽいところも、俺だけの秘密にしておきたい。ほかの誰にも知られたくないな」

　ドクンと大きく胸が跳ねて、清香の鼓動はそのスピードを速めた。

「――あんまりドキドキさせないでください。心臓がもたないので」

　消え入りそうな声で訴えると、彼の口元から白い歯がこぼれた。

　志弦はそっと清香の手を取る。つないだ手から愛が伝わる。身体中が温かいもので満たされていくような、そんな心地がした。




　アートがテーマのホテルなだけあって、レストラン内にも楽しい仕掛けがたくさんある。ゆったりしたソファ席に座った清香は、好奇心を抑えきれずにキョロキョロしてしまう。

「なるほど！　食がモチーフの絵画を並べているんですね」

　壁面いっぱいに飾られた絵はどれも食べものを描いたものだ。眺めているだけで食欲を刺激される。

「料理も名画をイメージしているらしいぞ。前菜は『ムーラン・ド・ラ・ギャレットの舞踏会』だって」

　そんな話をしているところに、ちょうど前菜が運ばれてきた。

「わぁ、素敵！」

　かの名画にインスピレーションを得たという前菜は、サーモンと秋野菜のムースにジェノバソースがかかったものだ。

「たしかに。にぎやかな雰囲気があの絵っぽいかもな」

「味もおいしいです」

　見た目の印象よりあっさりとした口当たりで、いくらでも食べられてしまいそうだ。

（志弦さんと一緒だと、なにを食べてもよりいっそうおいしく感じるなぁ）

　しみじみと幸せをかみ締める。

「そういえば、東京に戻ったらウタにも会えますね。楽しみです」

「あぁ。甘やかして太らせてしまったと、駒子さんが反省していたよ」

　ふと真面目な顔になって志弦が言う。

「東京に戻っても、俺はロンドンと行ったり来たりの生活になりそうなんだ。君にばかり育児の負担をかけることになって申し訳ない」

　ロンドンでの業務は別の人間に引き継いでいるものの、まだ志弦でないと対応できない仕事もあってもう少し時間がかかると彼は説明してくれた。

　清香は即座に首を横に振る。

「大丈夫です。志弦さんが帰ってきてくれると思うだけで、心強いですから」

　この三か月間は志弦と再会できるかもわからない状態で、ひとりでがんばってきたのだ。それに比べたら恵まれすぎているくらいだ。

「ありがとう。そうだ、東京に戻ったら俺の母親にも会ってくれないか？　君と碧乃のことを話したらとても喜んでいたから……」

　一時期は心を病んでしまっていた彼女も、今は元気に生まれ育った鎌かま倉くらでピアノ講師の仕事をしているそうだ。

「お義母さまが碧乃と仲良くしてくれたら、すごくうれしいです。私は実家とは絶縁してしまったので」

　碧乃が生まれたことも報告していないし、もちろん会わせるつもりはない。

「本人は育児のアドバイスは期待しないでくれと笑ってたけどな」

「そんなことないですよ」

　祖母の存在は碧乃はもちろん、清香にとっても心強いものだ。

（志弦さんのお義母さま……会えるのが楽しみだな）

「それから、碧乃がもう少し大きくなったらロンドンにも遊びに行かないか？」

　上品な仕草でナイフとフォークを扱いながら、志弦が言う。

「いいんですか!?」

「もちろん。実はあのとき、君が一緒に来てくれたらロンドンで婚約指輪を買いたいと思っていたんだ」

「……婚約指輪」

　予想外の打ち明け話に清香は目を丸くする。

「オールドボンドストリートのブランド店で探すのもいいし、ハットン・ガーデンで石を買ってオーダーメイドのリングにしても楽しそうだなと」

　志弦はウキウキと計画を語っていたが、そこでハッとしたように言葉を止める。

「いや、婚約指輪なんだから一刻も早く贈るべきか。本当に気がきかないな、俺は」

　ひとりであれこれ考えて落ち込んでしまった様子の彼に、清香は満面の笑みを向ける。

「急ぐことないです！　ロンドンで一緒に指輪探し、最高にワクワクします。私、楽しみは取っておきたいタイプなので」

　その言葉に彼はホッとした顔を見せる。

「よかった、じゃあロンドンで」

「はい！」

　彼は優しい声で続ける。

「いつでもいいけど、結婚式もしたいな。花嫁姿を見たいから」

「私も。志弦さんのタキシードが……あ、でも紋付袴も素敵だろうなぁ」

「東京に戻ったら婚姻届も出そう。早く清香を妻だと言いたい」

（はたから見たら、きっとバカップルだよね）

　そう思いつつも、今はこの甘い時間に浸りきっていたかった。

　食事を終えて店を出ると、志弦は当然のように清香の手を握る。そのまま、グッと顔を近づけ甘くささやく。

「婚約指輪は急がないにしても、結婚指輪はすぐに買おうな」

「いつでも大丈夫ですよ。志弦さん、お忙しいですし」

　碧乃のために正式な結婚は早いほうがいいだろうけど、指輪は式をあげるまでに準備しておけば十分じゃないだろうか。そう思ったが、彼はニヤリと意味ありげにほほ笑む。

「ダメ。君が独身だと思われたら困るから。俺の奥さんだとアピールしないと」

　志弦が見せた意外なほどの独占欲に、心臓が大きく跳ねる。

「志弦さん。その台詞は反則です……」




　楽しかったデートの翌日、ふたりは碧乃を連れて赤坂の大河内本家に戻ってきた。もちろん駒子と千佳も一緒だ。

「久しぶりに見ると、やっぱりすごいお屋敷ですね」

　門から母屋までがものすごく遠い。碧美島でのアパート暮らしにすっかり慣れた身には、豪華すぎて落ち着かない気分になる。

（今日からこの屋敷の奥さま。本当に私に務まるのかなぁ）

　清香の不安を察したのか、志弦が優しく肩を抱く。

「君らしく過ごしてくれればいい。俺が望むのはそれだけだ」

「はい」

　ふたりが正面玄関を開けると、ずらりと並んだ従業員たちがいっせいに頭をさげた。以前より人手が増えて、屋敷は活気に満ちている。

「おかえりなさいませ」

「あぁ、長く留守にして申し訳なかった」

　答える志弦の顔にはすっかり主の風格が宿っていて、清香はときめいてしまう。

（こんなにかっこいい人が私の旦那さまになる……本当に夢を見ているみたい）

「あ。ウタ」

　清香を覚えてくれていたのか、元気に駆けてきて足元にじゃれつく。

（本当だ、前よりポッチャリしてる）

　駒子が姿勢を正して、清香に向き直る。

「あらためて、おかえりなさいませ。奥さま、碧乃お嬢さま」

「……駒子さん。本当にありがとうございました。私のせいで、駒子さんと千佳さんは大変だったのに」

　清香のせいで、ふたりは一度クビにされてしまったのだ。涼花による遺言書偽造があきらかになったあとで、志弦がすぐに呼び戻したそうだが。

　駒子はなんでもないことのように、笑ってみせる。

「ちょうどいい休暇をいただけて、感謝しているくらいです。それより――」

　駒子は清香の背中をトンと叩く。

「清香さんは今日から大河内家の女主人なんですからね。シャンとしてください、シャンと！」

「は、はい！」

　そんなふたりに、千佳が明るく声をかける。

「歓迎パーティーの準備をしてくれたそうよ。早くなかに入りましょう」

　屋敷のみんなが用意してくれたごちそうは最高においしくて、碧乃も終始ご機嫌だった。自分たちが大河内家の一員として歓迎されていることが本当にうれしかった。

　その夜。

「慣れない環境で少し疲れたかな。碧乃、ぐっすりだ」

「本当ですね。碧乃が早寝なんて珍しい」

　碧乃も暮らしやすいようにと、志弦が駒子に頼んで整えてくれた新しい夫婦の寝室で、ふたりはようやくひと息ついた。かわいらしい木製のベビーベッドのなかで碧乃はスヤスヤと眠っている。

　清香も大きなベッドに腰をおろし、ふぅと息を吐く。

「素敵なお部屋ですね」

　花嫁修業中に借りていたのは和室だったけれど、ここは洋間だ。重厚感のある家具が大正浪漫な雰囲気を醸し出している。

　ベッドサイドを橙色に照らすスタンド型のシェードランプは傘の部分が花模様のステンドグラスで、すごくかわいい。

「インテリアは気に入らなければ、好きに変更していいよ。今度一緒にインテリアショップ巡りをしようか」

「いえいえ。このお部屋、大好きです！　というより、私のセンスでこの部屋より素敵にできる気がしないのでこのままで」

　清香が笑うと、志弦はそっと隣に座った。

「疲れていないか？　こんなににぎやかなのは久しぶりだっただろう」

「全然！　すごく楽しかったです」

「そうか。せっかくの楽しい気分に水をさすようで申し訳ないんだが……少し話をしてもいいか？　さっき社の人間から連絡が入ったんだ」

　ためらいがちに彼が語り出したのは、涼花と昴のことだった。

「あまり大おお事ごとにしたくない気持ちもあったが、彼女たちのしたことはやはり犯罪行為だから……法の裁きを受けてもらうことになった」

　涼花と志弦に血のつながりはないとはいえ、家族には違いない。

　彼は苦しげな表情で簡潔に説明した。清香も深く詮索したいとは思わないので、黙って彼の話を聞く。

「昴はこの件以外にも、部下へのパワハラ紛いの行為が発覚した。手柄を横取りしたり、逆に自分のミスを押しつけたりしていたようなんだ」

（もしかしたら、それも志弦さんへの対抗意識がいきすぎた結果だったのかな？）

　コンプレックスに負けない強さがあれば、彼は明るく気のいい人間だった可能性もある。そう思うと、少しやるせない。

（でも、これは言わなくていいことね。優しい志弦さんが責任を感じてしまうかもしれないもの）

　源蔵の正しい遺言に従って、大河内グループは志弦を次期トップとする新体制に移行している。清香との結婚も遺言どおりなので、反対の声は少なかったようだ。

「それから――」

　志弦はそこで言葉を切ると、清香に向けて頭をさげた。

「榛名画廊を守ると言ったのに、約束を破ってすまない。俺の力不足だ」

「そんなっ、志弦さんのせいじゃありません」

　榛名画廊は閉店、その後にオープンする予定だったクラシックカーの店も結局頓挫してしまい、画廊のあった場所は売りに出された。茉莉から聞いて、清香も状況は理解していた。

「店を閉めると決めたのは父ですから」

　失って初めて知ることもあるだろう。後悔も苦労も自業自得だ。

「それより志弦さんのお仕事は大丈夫ですか？　いろいろあったし、大変なのでしょう？」

　彼は悲しそうな顔で答える。

「明日からはしばらく休みなしだ。来月にはまたロンドンだし……二週間も清香と碧乃に会えないのか。碧乃は俺を忘れてしまわないだろうか」

「そんなことないですよ！」

　そう言って励ますと、彼は清香をそっと抱き寄せた。

「志弦さん？」

「清香も……忘れないでくれよ」

　彼はいたずらっぽく笑って甘いキスを落とした。




　志弦のロンドン出張中に、茉莉が大河内家まで遊びに来てくれた。

「きゃ～、食べちゃいたいくらいかわいい！」

　茉莉は碧乃に頬ずりしながら、弾んだ声をあげる。最近の碧乃はサービス精神旺盛で、誰かにあやしてもらうたびに愛らしい笑顔を見せていた。

「笑った目元が清香に似てる」

「本当？　志弦さんにも言われたから、この子は私に似てるのかな～」

　志弦に似たほうが確実に美人になるだろうから、なんとなく碧乃に申し訳ない気持ちになる。

「その志弦さんは海外出張か～。新婚早々寂しいね」

　彼がロンドンに発つ直前に、ふたりは婚姻届を提出して正式な夫婦となっていた。

「うん。でも、一日三回はビデオ通話してるし。さっきも茉莉が来てくれることを報告したところでね」

　彼の話をすると無意識に顔がにやけてしまって、すかさず茉莉にちゃかされる。

「や～、愛されてるのね～」

「えっ、あ……うん」

　頬を染めながらも素直にうなずく。だって、彼は清香が不安に思う隙もないほどに愛を伝えてくれるから。否定するのはそんな彼に失礼な気がした。

　茉莉は優しくほほ笑む。今度はちゃかすのではなく、真面目な顔で言う。

「よかった！　清香はいつも自分を後回しにしちゃうから、志弦さんみたいな人がそばにいてくれたら安心ね。いつまでもお幸せに」

「ありがとう、茉莉」

「そういえば、清香の両親はどうしてるの？　もう邪魔されていない？」

　心配そうに眉をひそめて茉莉は聞く。

「あぁ、それがね……」

　懸念していたことではあったのだ。

　清香が大河内家の後継者となった志弦と一緒にいると知ったら、彼らがどういう行動に出るか。清香はため息交じりにこぼす。

「案の定、手のひら返して電話してきたの」

　どこで聞きつけたのか、東京に戻ってきてすぐ大河内家に電話があった。

『娘と話したい』と言う父、琢磨の魂胆は見え透いていた。きっとお金に困っていて、生活が苦しいのだろう。

「うわぁ……あいかわらずね。で、どうしたの？」

「志弦さんが出てくれた」

『清香の家族は俺と碧乃だけだ。部外者からの連絡は迷惑だからやめてくれ』

　そうばっさりと切り捨てられ、琢磨は返す言葉もなかったようだ。

（心を入れ替えて、変わってくれるといいんだけどな……）

「そのとおりだね！　清香が大事にすべきなのは、新しい家族。画廊の元従業員さんたちはうちのパパが紹介した職場でがんばってくれてるし、心配いらないよ」

「本当にありがとう、茉莉」

　茉莉はほほ笑み、話題を変えた。

「ね。今度は私の話も聞いてくれる？」

「もちろん。例の裁判官の彼とはどう？」

「それよ、それ！」

　茉莉が手土産に持ってきてくれた珍しいお煎餅を片手に、ふたりは恋の話に花を咲かせる。興奮気味に彼の話をする茉莉は恋する乙女そのもので、この姿をかわいく思わない男性はいないはずだ。




　その夜。早速、茉莉と会えて楽しかったことをビデオ通話で志弦に報告した。

『そうか、よかったな』

「はい。志弦さんはどうですか？」

『そうだな。仕事は順調だけど……こっちは本当に晴天の日が少なくて、太陽が恋しいかな。でも、それ以上に清香と碧乃が恋しい』

　切なげな表情も麗しい。画面ごしでも彼の魅力はちっとも薄れることはなく、清香の鼓動が暴れ出す。

「私だって……早く志弦さんに会いたいです」

『愛してるよ、清香』

「はい、私も」

　そこで言葉を止めると、志弦はちょっと意地悪な笑みで言う。

『続きが聞きたいな。言ってくれないのか？』

「えぇ!?　いや、その……」

　あらためて要求されると照れてしまう。でも――。

（私は志弦さんに愛してるって言われるの、すごくうれしくて安心する。志弦さんも同じように感じてくれるのかな。それなら！）

「あ、愛してます。志弦さん」

　勇気を振り絞って伝えたのだけれど、画面の向こうの彼は真顔だった。

（あれ、もしかしてなにか間違えた？）

　恥ずかしくなってオロオロし出したところで、志弦が口を開いた。

『……もう一回。録音するから、もう一度言ってくれないか？』

「えぇ、録音!?　なんでそうなるんですか？」

『録音しておけば、電話できない時間にも繰り返し聞けるし』

　冗談みたいなことを真面目に言う彼が愛おしくて、清香の胸はいっぱいになる。

「志弦さんと碧乃は私の宝物です。録音しなくても、何度でも伝えますから」

　ふわりとほほ笑むと、志弦も優しい笑顔を返してくれる。

『俺も。清香と出会えて、碧乃が生まれてきてくれて本当に幸せだ』

　奇跡にも似た幸運を、永遠に大切にしよう。清香はそう心に誓った。
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逢魔が時




（どうして、こんな扱いづらい男を好きになったりしたんだろう）

　人生はままならないことばかりだ。

　季節は七月。太陽のまぶしさに茉莉はかすかに目を細める。

（あの清香がもうすぐママかぁ。負けないように私もがんばらないとね）

　今日は堅物裁判官、室むろ生う征せい爾じとの初デートの日。彼は約束の十五分前には、きっちりと待ち合わせ場所にやってきた。

　茉莉は少し離れた場所からその様子を見ている。

（まだ十五分前なのに、どこまで真面目なのよ!?　って、そういう私も二十分前に到着してるんだけどさぁ）

　彼との出会いは、飲み会でもクラブでもマッチングアプリでもない。

　知り合った場所は裁判所。茉莉はその日〝非行に走る少年たち〟をテーマにした記事を書くべく取材に訪れていたのだ。そこで、非行少年の仲間たちに難癖つけられて困っていたところを彼が助けてくれたのだ。

（助けてもらって恋に落ちる。私にそんな乙女心があったとは自分でもびっくりよ）

　恋に落ちた理由は自分でもさっぱりわからないけれど、恋してしまった事実は疑う余地もなかった。

　彼を一目見た瞬間に心を奪われてしまったのだ。

　倦怠期だった恋人に正直に謝って別れを告げ、鈍感すぎる彼にアプローチを続けること一年弱。ようやく初デートにこぎつけたのだ。

　彼に駆け寄り、声をかける。

「ごめんね。待った？」

「まだ時間前なので謝罪の言葉は不要です。おはようございます、茉莉さん」

「おはよう、征爾くん。あいかわらずお堅いね」

　いかにも裁判官らしい、生真面目な顔はピクリとも変化しない。

（でも、意外と私服姿悪くないな）

　これまで漆黒の法服姿しか見たことがなく、私服は絶対にダサいだろうと覚悟していたけれど……悪くないどころか結構素敵だ。

　アイロンのかかったコットンの白シャツにネイビーのパンツ。顔立ちそのものは端整で、スタイルもいいのでシンプルなファッションがさまになっている。オシャレ心のかけらもない銀縁眼鏡とピョンと跳ねた寝癖はご愛敬だろう。

「どう、私のワンピース。似合うかな？」

　いつもはわりと攻めたファッションを好む茉莉だけど、今日は彼の隣で浮かないように清香を見習った清純ワンピースに身を包んでいた。胸元も開いていないし、丈も膝下まである。

「あぁ、いい黒さですね。法服がどうして黒なのか知っていますか？　あれはどんな色にも染まらないことから裁判官の公正さを――」

「いや、法服の話はしてないから！　似合うかどうかを聞いたの」

　征爾は驚いたように目を瞬く。指先で軽く眼鏡をあげ、じっと茉莉を見つめた。視力が悪いせいなのか、彼はいつも照れもなくまっすぐに見つめてくる。それがどれだけ茉莉の胸を焦がすかを知りもせずに。

「そうか。似合うかどうか、ですね」

「そうよ。最初からそう聞いたでしょ」

（どんだけ天然なのよ、まったく）

「茉莉さんは美人なのでどんな洋服も似合います。黒もよくお似合いです」

　なんのひねりもない褒め言葉なのに、彼に言われるとうれしい。茉莉は照れたように視線を惑わせる。

「それに、法服の話も茉莉さんを褒めたつもりです。なにものにも染まらない黒はあなたにぴったりだと思ったので」

　あまり笑わない彼が少しだけ頬を緩めた。それだけで心臓がドクンと跳ねる。

　彼の横顔を見つめ、心のなかでつぶやく。

（そんな私が……征爾くんの色には染められたいと思ってるんだよ）

「チケットはもう買ってあるので。早速水族館に入りましょうか」

　健全すぎる水族館デートは予想以上に楽しかった。手をつなぐタイミングもキスするはずの沈黙も、ことごとくスルーされてしまうのが茉莉には逆に新鮮だった。

（あれ、でもこれって女として意識されていないってこと？　完全に脈なし？）

　自分がリードする気で臨んだデートだったのに、気がつけば彼の一挙手一投足に喜んだり不安になったりしている。




　じっくりと館内を見て回ったので、外に出たらもう夕方だった。西にわずかに残った茜色も群青に塗り替えられていく。

「見て、綺麗！」

　茉莉の言葉に彼は空を仰ぐ。

「怖いくらいに美しい。――逢魔が時ですね」

「オウマガトキ？　なんだっけ、それ」

　茉莉が首をかしげると、彼はふっと、なんだか妖艶にほほ笑んだ。

「魔物が通る時間のことですよ」

　胸がギュッと締めつけられる。デートをこのまま終わりにしたくない。そんな衝動に駆られて、茉莉は思わず叫ぶ。

（ゴチャゴチャ悩むのは私らしくないもん。当たって砕けろだわ）

「ねぇ！　ホテルに行かない？」

「はぁ……」

　困惑している彼の手を両手でグイッと引き寄せる。

「絶対、後悔させないから」

　女の子に迷惑がられるナンパ男のような台詞だけど、もっと彼を知りたかった。デートだけじゃわからないことも、もっと――。




　舌が絡み合う音が狭い室内に響く。彼の膝の重みで、ラブホテルの安っぽいベッドがぎしりときしむ。

「ま、待って！」

　茉莉は思わず彼の胸を押しのけて、唇を離す。

「なんのための待ち時間でしょう？」

　こんなときでも、征爾は真面目なのかトンチンカンなのか、よくわからない答えを返してくる。

「ど、どうしてキスが上手なのよ？」

「下手なほうがいいんですか？」

「そういう意味じゃなくて～。絶対に征爾くんは未経験だと信じてたのに、もしかして違うの？　私、騙されてた!?」

　異性のギャップはいいものだけど、このギャップは反則すぎてとても理解が追いつかない。慌てふためく茉莉を見て、征爾はあきれたようにため息をつく。

　グッと後頭部を引き寄せられ、至近距離で視線が絡む。

「本当に……扱いづらい困った女性だな」

　スッと眼鏡を外した彼のあまりの色っぽさに、茉莉の心臓は爆発しそうになる。

「僕がどういう男かは、自分で確かめてください」

「え、だって、でもさ」

「悪いけど、騒がしいその口はもう塞ぎますね。――後悔させないと言ったのはあなたですから。責任取ってもらいますよ」

　逢魔が時。現れた魔物は、羊の皮をかぶった狼だったのかもしれない。










ロンドンに恋して




　夫婦となって九か月が過ぎた夏。

　清香と志弦は碧乃を連れてロンドンを訪れていた。初めての家族旅行だ。

「あ、ロンドンバス！　本当に二階建てだぁ」

　ユニオンジャックをあしらった真っ赤なバスが、洒落た街並みを走り抜けていく。ロンドンは初めてなので、見るものすべてが新鮮で清香は大はしゃぎだ。志弦に抱っこされている碧乃のほうが、ずっと落ち着いている。

「大英博物館、ナショナルギャラリー、ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館も外せないし。はぁ、興奮しすぎて心臓がもたないかも」

　早速芸術オタクぶりを発揮していると、隣の志弦が満足げにほほ笑んだ。

「喜んでもらえてなによりだ。清香がロンドン初めてとは意外だな」

「パリとロンドンを巡る予定の旅行をしたことはあるんですが、ルーブル美術館にどっぷりはまってしまって……結局、十日間の日程すべてをルーブルに費やしてしまいました」

　すべてを見ようと思ったら五日はかかると言われる広大なルーブル美術館。作品ひとつひとつをじっくりと鑑賞したいタイプの清香には、十日でも全然足りないくらいだった。

「なので、オペラ座もノートルダム大聖堂もチラッと見ただけでした」

　軽く首をすくめると、彼は声をあげて笑う。

「君らしいな。そうすると、今回は大英博物館で足止めかな」

「だ、大丈夫です。今回はちゃんと碧乃も楽しめる旅にしますから」

　ちょっとムキになって否定したのは、彼の指摘が決して的外れではないからだろう。好みの作品を前にするとすぐに時間を忘れてしまう清香の性を、志弦はもう十分に理解している。

（今回はひとり旅じゃないんだし、自分ばっかり楽しまないように気をつけないと！）

「婚約指輪を探す目的も忘れないでくれよ」

「あ、そうでした」

「もう忘れてるじゃないか」

　志弦の優しい笑顔に胸が弾む。碧乃が生まれてちょうど一年。志弦はずっと仕事に忙殺されていたから、家族水入らずでゆっくりと過ごせることが清香はうれしくてたまらない。

「碧乃の初旅行だから、楽しい思い出にしたいですね」

「そうだな。碧乃はどこに行きたい？」

　志弦が声をかけると、彼女が元気な声をあげる。

「え、あっち？　ヘイワード・ギャラリーかな？」

　清香が言うと、志弦がクスクスと笑う。

「君は本当に美術館しか頭にないんだな。あっちならロンドンアイもあるぞ」

　ロンドンアイはこの街のシンボルともいえる大観覧車で、観光客にも人気のスポットだ。

「観覧車なら碧乃も乗れますね！」

「ガラス張りだから、もしかしたら怖がるかも」

「へぇ、ガラス張りになってるんですね」

　乗るかどうかは行ってみてから考えようと、三人はロンドンアイに向かった。志弦の言ったとおり観覧車のガラス面は想像以上に大きかったが、碧乃はちっともひるむことなく興味を示した。

「じゃあ乗ってみようか」

「はい」

　ゆっくりと回る観覧車からはロンドンの街が一望できる。碧乃は窓にかじりついて、大きな瞳を輝かせている。

「楽しいか、碧乃」

　碧乃はコクコクとうなずく。

「まー、まーま」

　ニコニコの碧乃に呼びかけられたけれど、清香に笑顔はない。窓の外はとても直視できなかった。

「うぅ、外が見えすぎて結構怖いです」

　高所恐怖症というほどではないが、そんなに得意ではないことを今さら思い出す。身体をこわばらせていると、志弦が優しく手を握ってくれた。

「大丈夫。怖いなら外でなく俺を見ておけばいい」

「は、はい」

　青墨で描いたような瞳、スッと通った鼻筋、色っぽい唇。

（あいかわらず、極上に美しいなぁ）

　そろそろ新婚と呼ばれる時期も卒業なのに、彼の顔を見つめているといまだにドキドキして呼吸が止まりそうになる。

「志弦さんが素敵すぎて、これはこれで心臓に悪いです」

「それは光栄だな」

　不敵な笑みも憎らしいほどにかっこよくて、胸が甘く疼く。

　観覧車をおりたあとは、ロンドン塔やビッグベンなどの主要な観光スポットを巡る。フィッシュアンドチップスなど、イギリスならではのグルメも楽しんだ。

「美術館巡りを始めると君は興味をなくしてしまうだろうから、婚約指輪を先に探そう」

　志弦の提案どおり、美術館ツアーは明日からにして、午後は宝飾店を回ることにした。

　大粒のダイヤやルビーなどがずらりと並ぶショーケースは圧巻だ。

「日本ではダイヤが人気だけど、ヨーロッパでは色鮮やかな石も人気があるらしい。清香はどれが好みだ？」

「えっと、どれも綺麗ですけど、やっぱりダイヤモンドかな。子どもの頃から憧れていたので」

「そうか。俺も清香にはダイヤが似合うと思う。あまり大きすぎる石は使い勝手が悪いだろうから……二カラットくらいかな？」

「いやいや、二カラットは十分に大きすぎる石だと思いますよ」

　こういう場面では、志弦がとんでもないセレブであることを再認識させられてしまう。

　ふと、婚約指輪の隣に並ぶ小さなリングに清香は目を留める。地金はゴールドで中央に小さな宝石が埋まっている。

「どうした？」

「これ、ベビーリングでしょうか」

「あぁ、そうだろうな。最近は日本でも流行っているみたいだけど、もともとヨーロッパの風習だったはずだ。――ロンドン旅行の思い出に碧乃にプレゼントしようか？」

「いいんですか!?」

「もちろん」

　碧乃がジュエリーに興味を持つ年頃になったら、ネックレスとしてプレゼントしたら喜ぶのではないだろうか。その日を想像するだけでワクワクする。

「誕生石を選んでもいいけど、碧乃の名前にちなんだエメラルドもいいな」

「それ、いいですね！」

　碧乃にはエメラルドのベビーリング、清香には二カラットのソリティアリングを志弦が購入してくれた。ベビーリングはその場で持ち帰りできたけれど、婚約指輪はサイズ調整や刻印もあるので完成したら日本に送ってもらうことにした。

「到着が楽しみだなぁ」

「婚約指輪なのに、ずいぶん待たせてしまって悪かったな」

「そんなことないです！　本当に素敵なものをプレゼントしてもらえてうれしいです」

　ホテルはロンドン市内でもっともグレードの高いところで、おまけにスイートルームだった。日本のホテルはシンプルでシックな内装のところが多いように思うが、こちらのホテルはかなり凝ったインテリアだ。アンティーク調の家具にアールデコ模様の壁紙、ファブリック類はサックスブルーに統一されていて、ヨーロッパらしい雰囲気を堪能できる。

　テムズ河を望むバルコニーはとても広々としていて、お茶を楽しむためのテーブルと椅子が用意されていた。

（二カラットのダイヤにスイートルーム。シンデレラにでもなった気分）

　ホテル内のレストランで夕食を済ませて部屋に戻ると、眠くなったのか碧乃がぐずり出した。

「たくさん動き回ったし、疲れたのかもな」

　志弦が彼女を抱きあげて、寝室に連れていく。

「俺が寝かしつけておくから、清香はゆっくり風呂に入っておいで」

「でも疲れているのは志弦さんだって同じなのに」

「いいから。というか、会えない日が多いぶん一緒のときは俺も碧乃に尽くしたい」

　彼は結構尽くしたがりだ。碧乃にメロメロなこともわかっているので、ここは素直に志弦に任せることにした。

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　いつもバスタイムは碧乃と一緒で、楽しいけれど大騒ぎなので、ゆっくりと湯に浸かれる時間はなによりの贅沢だ。バラの香りのバスソルトを入れて、ふぅと手足を伸ばす。

「優しいな、志弦さん」

　志弦がいつも口にする『碧乃に尽くしたい』という言葉は、おそらく清香のためでもある。

　碧乃が生後六か月くらいの頃、清香は育児に必死になりすぎて倒れてしまったことがあった。散歩は必ず午前中とか、授乳中のスマホは絶対にＮＧとか、今から思えば厳しすぎるルールをたくさん自分に課して、キャパオーバーになってしまったのだ。

　それ以来、彼は清香が無理しすぎないようにといつも気にかけてくれる。

（私も志弦さんになにか恩返ししたいな）

　風呂からあがると、リビングルームには志弦ひとりだった。

「碧乃はもう寝ましたか？」

「あぁ。寝かしつけをする間もなく眠ってしまってちょっと寂しい」

「あはは。志弦さんもお風呂、どうぞ。広くて気持ちがよかったですよ」

　清香がすすめると、彼はソファから立ちあがる。

「そうする。風呂からあがったら、たまにはふたりで軽く飲まないか。清香のアルコールもやっと解禁になったし」

「いいですね！　ルームサービス、頼んでおきます」

　碧乃はひと月前に卒乳したばかり。妊娠発覚から授乳中まで長く続いた禁酒期間がようやく終了し、清香もお酒を楽しめるようになった。

　ルームサービスでチーズやナッツなどのつまみと赤ワインのボトルを一本頼んだ。ちょうど届いたところで彼が風呂からあがってきたので、ふたりはあらためて乾杯をする。

　並んで座ったソファの正面はガラス窓で、ロンドンの夜景を眺めることができた。

「初めての家族旅行に」

「乾杯！」

　ベリー系の甘い香りとまろやかな舌触り、とても飲みやすいワインだ。

「おいしい！」

「寝坊しないように気をつけないと。明日は念願の大英博物館だから」

「そうだった。でも、これはついつい飲みすぎてしまいそうです」

　他愛ないおしゃべりに花を咲かせる。ほろ酔い気分になったところで、清香は切り出した。

「志弦さん、なにか私にしてほしいことないですか？」

「なんだよ、急に」

　彼は少し面食らったように目を瞬かせる。

「いつも志弦さんにしてもらうばかりだから、なにか恩返ししたいなって！　今日はたくさん歩いたからマッサージをしましょうか？　あ、でもお酒飲んでるからダメですね。う～ん、なら――」

　真剣に考えていると、いつの間にか彼の顔が目の前にあった。ニヤリといたずらっぽく笑んだ彼が艶のある声でささやく。

「ふたりきりのこの状況で俺が清香にしてほしいことは……ひとつしかないけど」

「えっ」

　長い指に顎をすくわれ、肩がビクリと跳ねる。

「気持ちよさそうにとろける君を見せてほしいな」

　妄想をかき立てる台詞が清香の羞恥心を一気に高める。志弦はいつだって、こうして簡単に場を支配してしまうのだ。あっという間に濃密になった空気からもう逃げられない。

「そ、それ、私がしてあげることとは違うような……」

　わずかに抵抗してみるものの、すぐに背中に腕を回されて後退を阻まれてしまう。

「違わないよ」

　言いながら、彼は清香の唇を奪う。芳醇なワインの香りと熱い吐息に酔わされ、溺れてしまう。湿った水音を立てる大人のキスがほてった身体をより熱くする。

「そう、もっと舌を絡めて」

「んっ、はぁ」

　恥ずかしいのに、彼の言葉にはあらがえない。

「初めてのときとは見違えるほど上手になったな」

「そ、そんなのわからなっ」

　キスもその先も、もう何度も経験しているけれど、いつも彼に翻弄されるばかりで経験値があがっている気はまったくしない。余裕たっぷりな彼の笑顔を恨めしげに見あげて、ぼやく。

「悔しいです。たまには私もその冷静さを崩してみたいと思うのに……」

「冷静？　俺が？」

　彼は苦笑して首を横に振る。

「清香の前ではいつも、全然余裕ないよ。知らなかったのか？」

　コツンと額を合わせて、彼は優しく目を細める。

「知らなかったです。だから……今夜は教えてください。私も気持ちよさそうな志弦さんを見たいから」

　彼はどんなときも清香の快楽を優先してくれる。それはきっと彼の愛情表現で、なによりもうれしいことだけど……そうじゃない姿だって知りたいと思う。

　彼はゴクリと喉を鳴らす。一段低くなった声が清香の耳をくすぐる。

「そんなこと言われたら、なにするかわかんないよ？」

　彼の瞳が獰猛な獣のように鈍く光った。清香は真っ赤な顔で小さくうなずく。

「志弦さんになら、なにをされてもいいです」

　どんな顔もどんな姿も、絶対に愛せる自信があるから。

「じゃあ、覚悟して」

　そのまま強引にソファに押し倒された。彼の手が素早くバスローブの帯を解く。首筋に唇が触れたかと思うと、痛いほどに熱く強く吸われる。鎖骨、脇腹、彼は全身にくまなくキスを落としていく。

「やっ、そんなところは……」

　脇の下や足の指先にまで彼は舌を這わせる。

「ダメ、拒むことは許さないから」

　嗜虐的な笑みを浮かべて、清香の両手を頭上で固定してしまう。抵抗できなくなった身体への愛撫はますます激しさを増していく。

　繊細な指先でなぞられただけで、肌がぞくりと粟立つ。いつもより強引な彼の攻めに清香の本能もむき出しになる。

「ふぅん。あぁ」

　はしたない嬌声がこぼれた。白い双丘の頂点がまだ触れられてもいないのに、ツンと立ちあがる。彼を誘うように色づき、フルフルと揺れている。

　まるでおねだりするように、清香は身体をくねらせた。

「んっ、志弦さ……ひぁん！」

　カリッと彼がそこを爪弾くと、あられもないほどに腰が浮く。

「いやらしくてかわいいな。清香はここが好きなんだ」

　理性も羞恥もとっくに失っていた。清香はコクコクとうなずき、彼の首に腕を回す。

「は、はい。もっと……ん～っ」

　最後まで言い終わらないうちに、志弦が両の頂をギュッとひねりあげた。頭のてっぺんを突き抜けるような快感に、清香の身体は大きく弛緩する。

「この程度でそんなに感じて……もっとしたら、どうなるかな？」

　彼は敏感なそこにむしゃぶりつくと、舌で転がし清香の反応を観察する。

「は、はっ、あぁ」

「いい声。もっと啼いて、俺にだけ聞かせて」

　彼の艶めく声が脳を溶かしていく。頭が真っ白で、快楽だけを追い求める野生の獣になった気分だ。

「志弦さん、もう……」

　下腹部が切なく疼いて、この熱を解放したくてたまらない。秘部を守る薄布はすでにぐっしょりと湿っていて、それを見た彼がうれしそうに笑む。

「なにも身につけていない状態より、かえって煽情的だな」

「そんな意地悪は……」

　恥ずかしさに潤んだ瞳で志弦をにらむと、優しいキスで唇を塞がれる。

「いじめたくなるのは、君がかわいすぎるのも悪い」

　ショーツの隙間から彼の指が忍び込んでくる。クチュクチュ響く淫らな音がふたりの興奮を高めていく。

「今夜は、本当に加減できそうもない」

　吐息交じりの切羽詰まった声で言うと、彼はグッと清香のなかに指を埋めた。蜜をかき出すように激しく出し入れされ、清香はあっという間にのぼりつめてしまう。

「あ、あぁ……志弦さん！」

　全身が小刻みに震える。限界を感じた清香は強く彼の背中を抱き締める。

「イッていいよ」

　彼が指を折って、敏感な場所を攻め立てる。

「ん、あっ」

　ビクビクと痙攣しながら、清香は達する。それでも、彼の攻撃は激しさを増すばかりで、身悶えながら喘ぎ声をあげることしかできない。

「あ、はぁ、やっ」

「ほら、もう一度イって。清香のその顔、何度でも見たいから」

　彼に気持ちよくなってほしいと思っていたのに、やっぱり翻弄されるばかりで清香の望みは叶いそうにない。

「上においで」

　ソファに座った彼が妖艶な笑みで言う。ゆっくりと腰を落とすと、彼のもので埋め尽くされる快感にまた全身が震える。胸を揉みしだき、先端をクリクリと転がしながら、志弦は腰を突きあげる。熱い吐息が交ざり合って、どちらのものかわからなくなる。

「んっ、はぁ」

「清香。ちょっとだけ後ろ見える？」

「え？」

　言われるがまま軽く振り返ると、大きな窓に睦み合うふたりの姿が映っていた。恥ずかしさに清香の頬が染まる。

「シてるときの清香の顔、たまらなく色っぽい。俺に貫かれるたびに悦ぶ身体も」

「し、志弦さんの意地悪！」

「あぁ。そんなかわいい顔見せられたら、もう限界」

　彼の動きが急に激しくなる。ソファがギシギシと音を立てて、その音に呼応して清香の上半身は弓のようにしなる。

「やっ、あぁん――」

　より深いところを攻められ清香が堕ちていくのと同時に、彼も清香のなかで熱を放った。




　腕枕でぐったりする清香に彼がほほ笑みかける。

「愛してるよ、清香」

「今夜は……存分に伝わってきました」

　幾度も愛を注がれ、本当に身体が壊れてしまうかと思うほどだった。

「あぁ、そうだ。ちょっと待ってて」

　あれだけの行為のあととは思えないほど元気な志弦は、ひょいとベッドから起きあがりクローゼットまでなにかを取りに行った。

　戻ってきた彼の手のなかには小さな赤い箱があった。彼はクスクスと笑いながら清香を見る。

「疲れただろうけど、少し起きられる？」

「は、はい」

　なんだろうと思いながら上半身を起こすと、志弦に抱き締められた。いや、正確には、首の後ろに手を回されてなにかをつけられたのだ。

「えっと……」

　清香は自分の胸元に視線を落とす。そこには大粒の碧色の石が輝いていた。

「これ、エメラルド？」

「そう。婚約指輪は完成までに時間がかかるから。どうしても今夜、君になにかプレゼントをしたくて……せっかくのロンドンの夜だから」

「すごく綺麗。碧乃のベビーリングとおそろいですね」

「あぁ。ふたりともよく似合う」

　あまりにも大きな幸せに胸がいっぱいになる。

「うれしいです。ありがとうございます」

　礼を言いながら、思わず涙ぐんでしまう。

「志弦さんはなにか欲しいものはないんですか？　今度は私がプレゼントしたいので」

「プレゼントは今たっぷりともらったばかりだしな」

　彼は意味ありげにニヤリとする。

「もう！　そういうのではなくて」

　志弦の温かい両の手が清香の頬を包んだ。

「君と碧乃が隣で笑っていてくれること。ふたりの笑顔が俺には一番のプレゼントだから」

　困ったような顔で清香は笑う。

「志弦さんは欲がなさすぎですよ」

「そうかな。世界一、強欲な男だと思うけど」










守りたいもの




　時の流れは早いもので、小さかった碧乃はもう四歳になった。志弦は正式に大河内グループの代表となり充実した日々を送っている。そして清香も、新しい一歩を踏み出そうとしていた。

　銀座のとあるビルの一室で、清香は慌ただしく動き回っている。

「オーナー。お客さまが購入の相談をしたいそうです」

「ありがとう！　今行きます」

　明るく洗練された空間によりすぐりの絵画が並ぶ。もちろん中央に飾るのは、水墨画家榛名清栄の作品だ。

　新生『画廊ＨＡＲＵＮＡ』は本日オープンを迎えた。オーナーは清香で、従業員はアルバイトの女性がひとりだけ。以前の榛名画廊と比べたら小さなお店で、ネームバリューのある画家の作品は少ない。だけど、ここで扱うものは清香が心から客にすすめられる作品ばかりだ。

（うん、我ながら完璧なセレクトね！）

　ついつい自画自賛してしまうが、あながち自惚れでもないだろう。オープンから四時間、すでに数点に買い手がついた。

「あぁ、清香ちゃん」

　清栄の絵の前で待っていたのは、以前の榛名画廊のなじみ客だ。

「三み浜はまさま！　ごぶさたしております。ご来店ありがとうございます」

　笑顔で頭をさげると、彼はニコニコしながら店内を見回す。

「オープンおめでとう。いい画廊だね。昔の榛名画廊を思い出すよ」

「お褒めいただき光栄です。三浜さま好みの絵もたくさん扱っていますので、ぜひゆっくりとご覧になってくださいね」

「うん。やっぱりねぇ、銀座に榛名画廊がないのは寂しくてさ。最近のギャラリーはオシャレだけど、なんか違う気がして……ま、私の感性が古いだけかもしれないが」

　自虐的に言って笑う彼に、清香はゆるゆると首を左右に振る。

「いいえ。同じようなお声をたくさんいただきました。そのおかげで、ここをオープンできたんです」

　榛名画廊の復活を望む声は父、琢磨ではなく清香のもとに多く届いた。支援するからという声もあちこちからあがり、志弦も後押ししてくれた。

『ほどこしを与えるだけのパトロンになる気はない。俺はビジネスとして君の画廊に投資するんだ。大きなリターンを得られると見込んでいるからな』

　彼のその言葉は清香の熱意に火をつけた。

（ここを、かつての榛名画廊以上の店に育てるんだ！）

　ありがたいことにオープン初日から大盛況で、客はひっきりなしにやってくる。そのなかには大好きな人たちの顔もあった。

「おめでとう、清香！」

「茉莉！」

「駅で偶然、駒子さんと千佳さんに会ったから一緒に来たよ～」

　しょっちゅう大河内家に遊びに来ている彼女と駒子たちはすっかり顔なじみだ。

「清香さん、おめでとう～。私みたいな庶民が入っても平気かな？」

「もちろんです。気軽に飾れる、小さめで価格もお手頃な絵もたくさん扱ってます」

　この画廊を高尚で特別なものにはしたくない。知識がなくても芸術は楽しめる。大事なのは心がときめくこと。たくさんの人にそれが伝わる店にするのが夢だ。

「あ、本当だ。あの絵本の挿絵みたいな作品、素敵！」

　千佳が気に入ってくれたのは二十代の女性画家の作品だ。鮮やかな色使いで動物たちがいきいきと描かれている。

「私はこれが好きだな」

　茉莉のお気に入りは、優しいタッチとは裏腹に皮肉たっぷりの風刺絵。

「うん。茉莉っぽい」

「でも、あの人の好みとは違うかな～」

　首をひねって悩む彼女の左手に婚約指輪が光る。茉莉はつい先日、両親を説得して裁判官の彼と婚約したばかりなのだ。いつでもどこでもマイペースだった茉莉が好きな人を思って絵を選んでいるのが、なんだかおかしくて清香の頬は緩んでしまう。

「あ、なに笑ってるのよ～！」

「笑ってないよ。茉莉が幸せそうで、私もうれしいなって思ってるだけ」

　清香は次に駒子に視線を移す。

「駒子さんはどんな絵がお好きですか？」

　実は、いつも世話になっている三人に絵をプレゼントしたいなと計画しているので、なんとか好みをリサーチしようと清香は必死だ。

「そうですねぇ。私はやっぱり清栄さんのものが――」

「本当ですか？　駒子さんに気に入ってもらえて、おじいちゃんも喜んでるだろうなぁ」

　三人と入れ違いで、志弦の母、藍あい子こも訪ねてきてくれた。

「お義母さん！」

「素敵な画廊ね。おめでとう、清香ちゃん。これは差し入れ」

　彼女に手渡されたのは清香の大好きな製菓店の紙袋だ。

「わぁ、ありがとうございます。ここのお菓子、大好きなんです」

「私もよ。おいしいわよね」

　そんなやり取りをしていたところで入口のドアが開き、元気な声が飛んできた。

「ママ～。あ、ばぁばもいる！」

　お気に入りの赤いチェックのスカートをなびかせて駆けてくるのは碧乃だ。おしゃべり好きでちょっと甘えん坊、スクスクと成長している。

「母さんも来てたのか」

　碧乃に続いて入ってきた志弦は、藍子の姿を認めて少し驚いた顔をする。

「えぇ、清香ちゃんのハレの日ですもの。碧乃ちゃん、こんにちは」

　藍子は膝をかがめて、碧乃と目線を合わせる。

「こんにちは、ばぁば」

　ずっとかわいがってもらっているので碧乃はおばあちゃん子だ。

「ここ、ママのお店なんだよ。碧乃が案内してあげる～」

「まぁ。案内なんて、難しい言葉を知ってるのね」

　碧乃は得意げに鼻を膨らませて、藍子の手を引き店の奥へと歩いていく。清香はその背中に声をかける。

「絵に触るのはダメだからね～」

「はーい！」

　ふたりの背中を見送った志弦は清香に向き直る。

「あらためて、開店おめでとう」

「志弦さんの手助けのおかげです。でも、ここからが本番だから……がんばりますね！」

「あぁ」

　志弦は清香の腰を抱き寄せ、甘くささやく。

「やっぱり、好きな仕事をしている清香は魅力的だな。これ以上はないと思うくらい惚れ込んでいるのに、もっともっと好きになる」

「私も。毎日志弦さんを好きになっていきます」

　ふいに志弦の顔が近づく。

「し、志弦さん？　すぐそこにお義母さんと碧乃が……」

「大丈夫。見てないよ」

「んっ」

　重なった唇から、幸せがあふれ出す。

（志弦さん、碧乃、この画廊、大切な人たち……守りたいものがあるって本当に素敵なことだな）
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あとがき




　はじめましての方もお久しぶりですの方も、本書をお手に取ってくださりありがとうございます！　また新しい作品をベリーズ文庫としてみなさまにお届けすることができて、とてもうれしく思っています。

　今作はちょっと変化球のシークレットベビーもので、出産までの物語がメインになっています。テーマは『背徳愛』、許されない恋に身を焦がすヒロインを書きたい！という思いからスタートしました。憧れの彼は縁談相手の兄……。義兄になるかもしれない男性との恋模様。懐かしのメロドラマを目指してみたのですが、楽しんでいただけましたでしょうか？

　架空のリゾート碧美島の設定を考える時間がとても楽しかったです！

　清香は意外と逞しく、しっかり反撃もするヒロインなので安心して見守っていられました。志弦は紳士なスパダリにしたいなぁと思っていたのですが……どこか不器用でかわいらしいヒーローに仕上がりました！　ラブシーンだけＳっ気を見せるところがお気に入りです。

　番外編の主役になった茉莉と征爾のカップルも大好きで、彼らの物語も長編で書いてみたくなりました！




　カバーイラストは北沢きょう先生に描いていただきました。色っぽいふたりに、かわいい碧乃。本当に美麗です！　ありがとうございました。

　美術館好きでたくさんのアドバイスをくださった担当さまをはじめ、本書の刊行にご尽力いただいたすべての方に、あらためて御礼を申しあげたいと思います。

　なによりも、読んでくださったみなさまに心からの感謝を！

　次の作品も構想だけはたくさんあるので……またみなさまにお届けできるよう精進してまいります。




一いちノの瀬せ千ち景かげ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。








[image: ]










秘夜に愛を刻んだエリート御曹司はママとベビーを手放さない





発　行　２０２２年９月10日　初版第１刷発行

著　者　一ノ瀬千景

発行者　菊地修一

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

URL……https://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Chikage Ichinose 2022




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		秘夜に愛を刻んだエリート御曹司はママとベビーを手放さない



		序章



		一章　声を聞かせて



		二章　醒めない夢に溺れさせて



		三章　優しくしないで



		四章　俺にだけ見せて



		五章　もう一度、抱き締めて



		六章　ずっと一緒にいて



		七章　今度こそ離さないで



		終章



		特別書き下ろし番外編



		逢魔が時



		ロンドンに恋して



		守りたいもの



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg
AN
i
L0
=
K]
nYy






item/image/voicejisyakou.jpg
INSYA b - - /
& oA E A

[\ &

il
B
=}
ol

MEEERDPITLI1
EHOTEET! vy ears

2018%2A8 L9 IHIBRYY — 2! R 315 BI2
VT e @ .................... \ “7!%/

g App Store
@ 500






